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　　　プロローグ




　いたってノーマルな高校二年生であるはずの浮ふ原わら透とおるが、いわゆるこのオタク街にある人気メイドカフェ『にゃんにゃんメイドカフェ＠にゃんとらてぃっぷ』にやって来たのは、ひょんと言えばひょんな成り行きからである。

「お帰りなさいませだにゃン、ご主人様！」

　店内に入った途と端たん、透はネコ耳をつけたメイド服の女の子から人なつっこい笑顔を向けられ、「二名様、ご案内ですにゃあん」と、窓際の席まで案内された。

「いやいや～、実はこのメイドカフェ、一度誰だれかと一いつ緒しよに来たかったんだよねぇ」

　透の向かい側に座ったのは、クラスでそういうオタクスジにコトサラ詳くわしい吹ふき多たくん。

　この、さらさらヘアを持つ伊だ達て男おとこである吹多くんが、なにゆえこのようなオタク事情に精通しているのかは大いなる謎なぞなのだが、彼は嬉うれしそうに前まえ髪がみを掻かき上あげ笑っている。

　透もおしぼりで手を拭ふきながら、

「こちらこそ。吹多くんがいなかったら、あんなすごいＤＶＤショップに行けなかったし」

　礼を言った。こんなこと、行動力のある吹多くんにしか頼たのめない。

　なにしろ駅の南に広がるオタク街は魔ま都と。素人しろうとがウカツに足を踏ふみ入いれたら生きて帰ってこれないともっぱらの噂うわさなのである。お昼としてメイドカフェにつきあうことくらい、なんてことないのだ。

　それに、もともとメイドカフェって、ちょっと興味あったし。

「いやいや～、でも透くんの捜さがしてたＤＶＤがショップに置いてあって、こっちも安心したよ。俺おれに任せろって言った手前、実はハラハラしっぱなしでさぁ」

　吹多くんに言われて、透は椅い子すにひっかけた袋ふくろに入っているＤＶＤボックスを嬉しそうにポクポク叩たたいた。

　ボックスの表面に印刷されているのは少々劇画チックなアニメイラスト。熱血っぽい少年の頭上には『セミマン　～余命一週間のヒーロー』というロゴが爆ばく発はつ炎えん上じようしているのが見てとれる。

　透が休日のお昼をこのようなメイドカフェで過ごすことになった理由は、ここにあった。

　ある日の深夜、なにげなくつけたテレビでやっていたアニメ。

　それが『セミマン　～余命一週間のヒーロー』だった。

　たまたま観た日が初回放映日で、それ以降、全五十八回の放送の間、透は残された一週間を懸けん命めいに生いき抜ぬくセミマンの姿に感動しきりだった。そして最終回、テレビの前で高校生にもなって涙なみださえ流してしまった彼は、お小遣いをはたいてＤＶＤを揃そろえる決心を固めたのだ。

　その旨むねを聞かされたクラスメイトの吹多くんは瞬またたく間に『セミマン　～余命一週間のヒーロー』を最安値で手に入れられる可能性の高い順にオタク街のショップを巡めぐるプランを用意し、おまけにランチスポットとして今話題のメイドカフェまで選んできてくれたのだ。

「ありがとう吹ふき多たくん。予約もなしに初回特典の【セミマンの抜ぬけ殻がら付きボックス】が買えるなんて思ってなかった」

　透とおるはもぞもぞと椅い子すにお尻しりを馴な染じませる。

「うぅ～ん、おやすいご用だよこれくらい。それよりもここのメニュー、お奨すすめはダンゼンこの『ふにゃんふにゃんオムライス＠にゃんにゃんたいむ付き』だよ。すごいんだよね～、これ」

「じゃあ、ぼくもそれで」

　透はさっきからそわそわと店内を見回している。

　メイドカフェの店内、その内装は、透の中で様々なプラス補ほ正せい、イコール〈目的ＤＶＤがゲットできた楽しい休日〉＆〈かわいいメイドさんがいっぱい〉などなどのキラキラフィルターがかかっていたにも関わらず、『なんだか文化祭って感じだなー』というのが、偽いつわらざる彼の感想だった。

　テーブルは小さくてガタガタしてるし、所々にある飾かざり付つけとかも、ちょっと手作り感に溢あふれすぎている。

　でも、だからといって楽しくないなんてことはない。

　かえって店内からは年の近い女の子達が頑がん張ばってるという雰ふん囲い気きが伝わってくるし、それこそメイドさん達が自分達を精せい一いつ杯ぱいもてなそうとしてくれている気がしてきて、全然悪い気がしない。満席に近いお客さんがにこにこしている気持ちもわかるし、それが伝わってもくる。

「ご注文、おきまりですかにゃあ？」

　てらてらしたメイド服のメイドさんがちょこんとお辞じ儀ぎ。ネコ耳をぴこぴこさせて注文をとりにきてくれたので、吹多くんは『ふにゃんふにゃんオムライス＠にゃんにゃんたいむ付き』を二人前注文する。

「かしこまりましたにゃん『ふにゃんふにゃんオムライス＠にゃんにゃんたいむ付き』ですね。少々お待ちくださいだにゃん☆」

　奇き妙みような名前のオムライスを連呼され、透はちょっと恥はずかしくなってきて、

「なんかどきどきするね、吹多くん」

「うぅう～ん、だよね～、このお店ちょっと面白いからね～」

　どうやら吹多くんは、がっつりとこのメイドカフェ独特の雰囲気を楽しんでいるようだった。自分も早く、このメイドカフェをもっと楽しむコツをつかみたいと透は思う。

「ぼく、こういうところ初めてなんだけど」

　なのでアドバイスが欲しくて、店内を眺ながめ、メイドさんをチェックしていたらしき吹多くんに声をかけると、

「うぅ～ん、なるほど。だったら浮ふ原わらくんに譲ゆずろうかな、にゃんにゃんたいむの主役は」

「しゅ、主役？」

「そう、習うより慣れよだよ」

　聞けば、このメイドカフェで一番人気のメイドさんに『にゃんにゃんたいむ』をしてもらえる権利を常連の吹ふき多たくんは持っているらしい。そして、彼もまだ体験したことのないというそのチャンスを、なんと透とおるに譲ってくれるというのだ。

「い、いいの？　ぼくがそんな」

「もちろんだとも透くん。今日この店に付き合ってくれたお礼だよ」

　ＤＶＤを買いに付き合ってもらったのはこっちだというのに、吹多くんは本当にこのメイドカフェに誰だれかと一いつ緒しよに来られたことが嬉うれしいらしい。

「あ、ありがとう吹多くん！」

　透は恐きよう縮しゆくしきりだった。キミとはもう生涯の友達でいられそうだよ吹多くん、とすら、透は思った。

　そうだ、吹多くんも『セミマン』を見たがっていたから、この後はぼくの家で、一緒にＤＶＤを観るのはどうだろう。きっと吹多くんも喜んでくれるはずだ。

　それを想像して、どんどんわくわくしてきてしまう透だ。

　お昼時なだけあって『にゃんにゃんメイドカフェ＠にゃんとらてぃっぷ』の店内は混んできている。

　このままでは満席になり、席が空くのを待つお客様のために、お店名物の『お席が空くまで少々おまちくださいだにゃんダンス』が始まってしまうかもしれない。

　が、そうとは知らない透は、『ふにゃんふにゃんオムライス＠にゃんにゃんたいむ付き』が運ばれて来るまでには、もうちょっと時間がかかるかもしれないなーくらいに思っている。

　今日は楽しい休日だった。

　それだけに、この時間はいつまで続くのだろうかと、妙に不安になってくる。

「そういえばウチの高校って、こういうところに来るのって禁止じゃなかったっけ」

　今感じている幸せを確かめるように、透はそんなことを言ってみた。

「うぅ～ん、そうだね。確か校則でそんなのあったかもね。『学生だけで喫きつ茶さ店てんなどに入らないこと』って。でも、今どき誰もそんなの守ってないから。先生に見つかったとしても、別になにも言われないよ」

　吹多くんの笑みも透と同じく、少しだけ悪いことしてるぜ的なワクワク感を漂ただよわせている。

「うん、これくらい平気だよね。だってみんな普ふ通つうに学校帰りにマックとかに寄ってるしさ。……あ、でも」

　と、透は言葉を句切り、

「委員長は別かも。そういうの、絶対守ってそう」

「うぅ～ん、それはありそうな話だね、あの委員長なら」

　透とおると吹ふき多たくんは二人して笑った。

　委員長とは二人と同じクラスの女生徒で、校内では『鋼こう鉄てつの委員長』と呼ばれている女じよ傑けつであった。

　見た目は【半月メガネに固く縛しばった三つ編みお下げ】という、もう恐おそろしいくらいステレオタイプの委員長であり、これまたベタに、校則やマナーを守らない生徒には性別年齢関係なく厳しい。

　なおかつ、その苛か烈れつなチェック体制は教職員にまで及および、比ひ較かく的てきだらしないとある先生の度重なる怠たい惰だに激げき怒どした時など、その男性教きよう諭ゆが半年ほど男性として機能不全に陥おちいったと噂うわさされるほど周囲から恐れられている堅かた物ぶつなのである。またの名を『めちゃカタ委員長』とも呼ばれるゆえんである。

　透も、吹多くんや他の級友とともに委員長にお小こ言ごとを頂ちよう戴だいしたことは一度や二度ではなく、とある自習の時間など、周囲の女子がいくら言っても騒さわぎをやめなかった彼らに、「これ以上騒そう音おんを立てるなら、キミ達の右と左の頬ほおに、大好きなお喋しやべり用の口を一つずつ新設する」という意味の注意を放ち、透達を沈ちん黙もくさせたのは記き憶おくに新しい。

　他にも彼女の持つ伝説は枚まい挙きよにいとまがなく『中学時代、彼女が校舎裏に現れただけで不良が更こう正せいし、県トップの高校に進学した』とか『委員長がゴミ拾いをしたら、大気汚お染せんが90％軽減した』とか、あげくには『委員長に朝、校門で服装検査された女の子が、パリコレに出場した』などという、嘘うそか真まことかわからない噂まであるのだ。

　そして、一度でも委員長に血祭りに上げられたモノは、口を揃そろえて彼女のコトを、血が凍こおり付つくほどの制裁執しつ行こう人にん、『規律オーダーのオブ絶対零度アブソリユートゼロ』と呼ぶというのだが、透は、あの委員長のことを『規律オーダーのオブ絶対零度アブソリユートゼロ』と呼んだりした者を、まだ一人も見たことはない。なので透は彼女に対する噂を半分以上信じてはいなかったりする。誰だれだろう、変な噂を流しているのは。

「それはそうとして浮ふ原わらくん。キミはよくあの委員長と会話ができるね」

「あ……うん、こっちが普ふ通つうにしてれば、委員長って案外普通なんだけど」

　透は確かにクラスの男子の中でも委員長と会話を交わすほうに属していた。というか、透が唯一委員長と会話を交わす男子と言ってもいいかもしれない。

　けれど、だからといって彼女と仲がいいというわけでもない。むしろ、

「委員長が怖こわいのは、ぼくも同じだよ……？」

「うぅ～ん、だったらこんなところにいるのを委員長に見られたら、確実にすごい勢いで粛しゆく正せいされちゃうねぇ」

　二人はこの話を笑って終わらせようとしたが、その映像が浮うかんでくるようで、笑うに笑えない。少々、話題選びを間ま違ちがえたらしい。

　そんな折、時を見計らったかのように透と吹多くんの元へ、『ふにゃんふにゃんオムライス＠にゃんにゃんたいむ付き』が運ばれてくる。

「こんにちわですにゃんご主人様！　こちらのテーブル担当になりましたスピカですにゃん。『ふにゃんふにゃんオムライス＠にゃんにゃんたいむ付き』おまたせいたしましたにゃん！」

「わー」

　わーなんて透とおるが声を漏もらしたところで、テーブルに置かれたのはなんてことのないオムライスである。

　なんてことあるのは、その後に待っていた。

「それでは、にゃんにゃんたいむ、はっじまっるにゃーん！　他のみんなも、一いつ緒しよにねー！」

「え？　え……？」

　なにが始まるって？　と、理解の追いつかない透が説明を求めようとした、その瞬しゆん間かん、

「にゃんにゃん！　にゃんにゃん！（テーブル担当スピカちゃん）」

『にゃんにゃん！　にゃんにゃん！（お店のお客さんがみんな、こちらを見ながら）』

　心の準備をなにもしていなかった浮ふ原わら透はこの時、パニックに陥おちいっていた。

「え？　え？　なに？　なんなの？」

「にゃんにゃん！　にゃんにゃん！（テーブル担当スピカちゃん）」

『にゃんにゃん！　にゃんにゃん！（お店のお客さんがみんな、こちらを見ながら）』

　ついに『にゃんにゃんメイドカフェ＠にゃんとらてぃっぷ』の目玉である『にゃんにゃんたいむ』が始まったのだ。

　メイドさんが、いわゆる【招まねき猫ねこにゃんにゃんポーズ】で左右に両手を振ふって音おん頭どを取れば、店内のお客さんも、それをトレースするようにコールする。

　最初からトップギアだった。

「にゃんにゃん！　にゃんにゃん！」

『にゃんにゃん！　にゃんにゃん！』

　そしてついには、オムライスを運んできたかわいらしいメイドのスピカが、透の両手を握にぎり、にゃんにゃん言いながら、彼にスタンドアップを強要してくる。

「なにこれ！　なにこれ！」

「にゃんにゃんたいむですにゃん、ご主人様っ！　にゃんにゃん！　にゃんにゃん！」

　スピカの説明は全然説明になってはいなかった。見ればいつのまにか吹ふき多たくんも他のメイドさんと手を取り合ってにゃんにゃんたいむに没ぼつ頭とうしている。

『にゃんにゃん！　にゃんにゃん！』

「こ、こういうことは先に言ってよ吹多くん！」

　叫さけんでも後の祭りだった。というか今が祭りの真ん中なのだった。

「にゃんにゃん！　にゃんにゃん！」

『にゃんにゃん！　にゃんにゃん！』

　いつになったら『にゃんにゃんたいむ』は終わりを迎えるのだろう。

　透とおるはここで初めて、自分の両手を握にぎって離はなさない、スピカというメイドを正面から意識してみる。
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　このメイドさん、本当に楽しそうに──

　そして、目を瞠みはることになった。

　突とつ然ぜんの『にゃんにゃんたいむ』で混乱してしまい、ずっと気づけなかったのだが、今、自分の手を取ってにゃんにゃんやっているメイド、すげーかわいかった。

「うわぁ……」

　もちろん店内のメイドさんはみんなキュートだ。それぞれが個性的なチャームポイントを持つ一いつ騎き当とう千せんのメイドであった。

　その中にあってこのスピカというメイドはワンランク、というか一次元、別の場所で輝かがやいているように見える。

　まず第一に、あたりまえのことかもしれないけど、にゃんにゃん踊おどっているスピカには一ミリグラムの照れもブレもなかった。

　そのため、にゃんにゃんたいむのキレの良さは他の追つい隨ずいを許さず圧あつ倒とう的てきで、その微笑ほほえみ、瞳ひとみの輝きは心の底から楽しんでいる者にしか出し得ないパワーを放ちまくっている。

　そんなエネルギーの照射を受けたりしたら、お客としてはもう、元気にならざるを得ないではないか。

　人はそれを天性とも、天てん稟ぴんとも呼ぶかもしれない。

　ご主人様に癒いやしを与えるメイド喫きつ茶さのメイドとして、スピカという名の彼女は完かん璧ぺきだったのだ。吹ふき多たくん、キミってやつは本当にありがとう！　透とおるは激しく友人に感謝した。




　──これで話が終わってしまえば、それは一人の少年がすげーかわいいメイドさんと戯たわむれましたという青春の一ページとして綴つづられ、いつか忘れ去られる出来事だったかもしれない。




　けれど、もちろんそうはならなかった。

　最初それは、透にもよくわからないものだった。

「あ、あれ……？」

　透はとっさに、その〝違い和わ感かん〟に、名前をつけることができない。

　目の前のスピカというメイド少女に、自分が今、感じているもの。

　それは結局、全くもって不可能なことなのだけど、ずっと後に、冷静になってこの出来事を分ぶん析せきできるコトがもしあったなら、透はそれを『警告』と呼んだだろう。

　けれど今の透は、不規則に脈みやく打うつ胸の鼓こ動どうに、

「このメイドさん、なんか、どこかで会ったこと、ある……？」

　とか、思っただけだった。もちろんそう思っただけで、どこかで会っていたにしても、その人物の名前や姿が今の透の脳裏には浮うかんできそうにない。

　現在進行形の『にゃんにゃんたいむ』に当てられて、一時的にわけがわからなくなってしまっているというのも大きい。

「にゃんにゃんにゃんにゃん！」

『にゃんにゃんにゃんにゃん！』

　エスカレートするにゃんにゃんのコール＆レスポンス。

『にゃんにゃん・らぶぱわぁー！』

　突とつ如じよ、スピカは片手に高々と、魔ま法ほうのステッキのようにトマトケチャップを掲かかげ持もった。

「ッ!?」

　透がぼうっとしているその間に、『にゃんにゃんたいむ』はクライマックスに突とつ入にゆうしたのだ。

　店内には今や、メイド達とお客さんが一体となって作りあげた、地球を救う唯ゆい一いつの力である『にゃんにゃん・らぶぱわー！』が充じゆう満まんしていた。スピカはまず、「にゃんにゃん・らぶぱわー！」のかけ声とともに、そのぱわーをトマトケチャップ一点に集約する。そして、

『ほっぷ、すてっぷ』

　で、くるくるとその場で回転、とどめとばかりに、

『にゃんとらてぃっぷ！』

　オムライスに勢いよく、赤い調味料が放たれた。

　この『にゃんにゃん・らぶぱわー』を込められたオムライスを食べたお客さんは、地球を無む闇やみやたらと末代まで護るため、まずはこのメイドカフェの経営を助ける新たな戦士として活かつ躍やくすることになるのだ。

　これが『にゃんにゃんたいむ』、その全てだった。

「スピカちゃんサイコー！」

「次は俺おれにもらぶぱわー注入してぇぇっ！」

　店内のボルテージは最さい高こう潮ちように達している。

　いつの間にか、透とおるのオムライスにはスピカによってハートマークをモチーフにしたネコが描かかれていた。

「あ、あぁ……」

　結局、透は最後までみんなに追いつくことができなかった。

　すごいのはすごかった。けれど自分はまだ、さっきまでの『にゃんにゃんたいむ』にどうしていいのか、どうしたらよかったのか、わからないままだった。

　すこし、悔くやしい。

　お客さん達の熱は未だ冷めやらない。

「いやあ、すごかったね浮ふ原わらくん！」

　一方、このにゃんにゃんたいむの荒あら波なみを乗りこなした結果、うっすら汗あせを掻かいてすらいる吹ふき多たくんは超ご機き嫌げんで、透に声をかけてすぐ、彼の担当をしている別のメイドさんとお喋しやべりなんかしている。

　透はまるで山の頂上から一人寂さびしく、麓ふもとでやっているお祭りを眺ながめている気分だった。

　そんな彼に、

「緊きん張ちようしてるんですかにゃん？」

　さっきまでの主役。ネコ耳メイドのスピカが声をかけてきた。

「あ、う、うん。メイドカフェって、初めてで……」

　あはははっとスピカは笑う。そして、

「ご主人様の初めてを奪うばえて、スピカ、光栄だにゃんっ」

　彼女の笑顔に、またもや透の平へい衡こう感覚が揺ゆらいだ。心臓が跳はね、スピカの顔をまじまじと正面から確かめてしまう。

「そ、そんなに見つめちゃはずかしいにゃん」

「あ、ご、ごめんっ！」

　お互いに視線を逸そらす。けれど、スピカはそのままどこかに行ってしまうつもりはないようだった。そればかりか、

「じゃあ、ご主人様はこういうのも初めてにゃん？」

　さらに透とおるのテーブルに近づいて、用意されていたオムライス用のスプーンを片手に取り、さくさくっと黄色い卵を崩くずし、中身のチキンライスとともにすくって、

「はい、ご主人様。あーんだにゃん」

　こちらに、差し出してくる。

「え、あ、あっ」

　この時の透はまったくのノーガード。もしもこんなシチュエーションを予あらかじめ想定していたら、もちろんあーんと大きくお口を開けて、スピカにオムライスを食べさせてもらっていただろう。

　でも、現実の彼は、戸と惑まどうばかりで、

　その時だった。

「あ、スピカちゃん」

　店の奥おくから、店長らしい執しつ事じ服ふくを着たクマのような男性が彼女の名を呼んだ。

「ちょっと、外国人のお客さんがいらっしゃったみたいなんだ。いつもみたいにお願いできる？」

「まかせてにゃん！」

　スピカは元気よく手をあげると、透も耳にそっと口を寄せて、

「また来るにゃん」

　透は、一口分のオムライスがのったスプーンをスピカから受け取り、そのまま去っていくメイドを見送ってしまう。

　スピカはメイド服をふわふわさせながら、お店の出入り口へ。

　透は『にゃんにゃん・らぶぱわー！』のこもったオムライスを口に運びながら、その様子をそっと観察する。

　にゃんにゃんメイドの行く先には、『天あま草くさＡえいＫけいＢびい四十八フオーテイーエイト朗ろう時とき貞さだ』と書かれた日の丸Ｔシャツを着た、いかにも「ワタシは外国人観光客デス！」と主張してやまない男性客が一人いて、きょろきょろと興味深そうに店内を眺ながめている。

　そこへ、

「Welcome home my master! Is it the first visit for you? （お帰りなさいませ、ご主人様！　ご主人様はメイドカフェは初めてですかにゃん？）」

　なんとスピカは、流りゆう暢ちような英語で接客を開始する。

「すごい……」

　透が思わず呟つぶやいたのと同時、

「Impossible! [image: ]I have to admit, I've never seen a MEIDO before! [image: ]（マジかよ！　『日本のメイドは化け物か!?』）」

　その外国人観光客もどびっくりしたようで、

「Of course!! It is the first time. I heard that this shop was wonderful. I came from Wiesbaden.（もちろん初めてだよ！　この店の噂うわさを聞いてヴィースバーデンから来たのさ！ ）」

「Wiesbaden in Germany? Really?　Ich bin froh. Bitte setzen Sie sich hier hin.（ヴィースバーデンて、あのドイツの!?　本当に？　それはとってもうれしいにゃん！　では、お席にご案内するにゃん、どうぞこちらへ）」

「It is Beautiful! Und ......! Und Wonderful! Sie sind zu uberlegen!! （ビューティホー！　そしてワンダフル！　キミ、レベル高すぎでしょう!!）」

　揺ゆらいでいた透とおるの平へい衡こう感覚がこの瞬しゆん間かん、一回転する。

「……え」

　ネコ耳メイドが操る言語が、確かに英語からドイツ語にチェンジした。透にドイツ語は理解できない。けれどその響ひびきくらいはわかった。

　そしてその瞬間、ついに透には見えてしまったのだ。

　浮うかんでしまった。

　スピカというメイド、その正体が。

「え……、ええ!?」

「どうした？　透くん」

「い、いやっ、なんでもないよ？　ちょっと、トイレ……！」

　たぶん今、自分は真っ青な顔をしているのだろう。心配してくれる吹ふき多たくんを安心させるように無理矢理笑顔をつくり、透は席を立つ。

　自分がスピカに感じた違い和わ感かん。その正体は、

「で、でも信じられない……。そんな、あのメイドが──」

「お手洗いをお探しかにゃん？」

「あ、う、うんっ！」

　ふらふらと歩く自分を心配してくれたのだろう。外国人観光客を案内し終えたスピカが、そっと近づいてきてくれた。透がこの時思わず叫さけんでしまわなかったのは、ほぼ奇き跡せきに近い。

「す、すごいね、英語しゃべれるんだ」

「えっへんだにゃん！」

　店内の片かた隅すみで、そっと胸を張るメイド少女。

　透は確かめる。

「それから、ドイツ語も」

「はう、ちょ、ちょっとだけだにゃん。というかご主人様、聞いていたのかにゃん……？」

　一いつ瞬しゆんだけ、スピカが動どう揺ようしたように見えた。ああ、やはり、間ま違ちがいないようだった。

「あ、あの、」

　どこかでお会いしたことありませんでしたっけという前まえ振ふりは、どうにも彼女をナンパしているようで切り出しにくい。そんな素そ振ぶりは見せたくない。これは決して、そういうコトではないのだ。

　でも、

　だったら、なにを言えばいい？




「もしかして、委員長？」




　滑すべるように言ってしまった瞬しゆん間かん、世界が音を立てて軋きしんだ。

　少なくとも、透とおるはそう感じたし、その崩ほう壊かい音おんを確かに聞いた。

　そして、彼の身の上に起こった出来事に限って言えば、まさしくその通りだったのかもしれない。

　空間に走った亀き裂れつ。そこから伸のび出でたような腕うでが、透の襟えり首くびを掴つかんだかと思うと、

「うわぁあッ!?」

　あっという間に彼を、トイレ脇わきの鉄製の非常口から外へと引きずり出していた。

「ぐぅっ？　ふっ？　うおわああっ!?」

　ばたんがちゃん！　と、重たい防ぼう災さい扉とびらが閉まれば、そこは細く小さくサビだらけな鉄製の非常階段。ちなみにここは、ビルの四階である。

「キ、キミは、クラスメイトの浮ふ原わら透、だな？」

　世界はにゃんやんたいむ的な空間から一変、殺さつ伐ばつとした都市の、雑居ビルと雑居ビルが作る茶色い谷間になった。

「な、なぜ、わかった？　今まで誰だれにも見破られたことなんて、なかったというのに……！」

　そんな世界の隅すみっこのような場所で、透は、重たく凍こおった鋼こう鉄てつ剣けんのような声を出し鬼き気き迫せまる表情を浮うかべたメイドに襟首を掴まれ、非常階段の隅に追おい詰つめられていた。

「ぼ、ぼくも、最初は、ぜんぜん、わからなかったけど……」

　目の前の男子が同じクラスメイトだったというのに、彼女には、絶対ばれないという大きな自信があったのだろう。

　まったく、恐おそれ入いる。

　けど、ぼくだって本当は気づきたくなんかなかったのだ。

　キミが同じクラスの委員長・鈴すず木き未み翠すいだなんて、今だって思いたくないのだ。これっぽちも。

　けれど、

「キミが英語から、ドイツ語に切り替える一いつ瞬しゆん、声が少し低くなったんだ。その時、もしかしてって」

　気づいてしまった。

　委員長・鈴木未翠は、才女であった。

　親の仕事の関係で、英語を流りゆう暢ちように操るバイリンガルであり、そしてあまり知られてはいないが、ドイツ語も喋しやべることができるトライリンガルでもあった。

　透とおるはそれを、知っている。

　そして、彼は普ふ段だんの委員長も知っていた。

　彼女は決して、このような場所で、にゃんにゃんたいむを実行するタイプではない。

「で、でも、キミって、本当に委員長なの？」

　信じられない。いや、こうなったら信じたくない一心で、透は言った。

　言わなければ、よかった。

　直後にそう思った。

　スピカは、ふわっと広がっていた髪かみの毛をぎゅっぎゅと押おさえ、擬ぎ似じ的てきな三つ編み状態を作り出し、そしてメイド服の胸元のポケットの奥おくから取り出した半月レンズのメガネを装着した。




[image: ]




　その姿、まさしく、

「い、委員長だぁっ」

　もう言いい逃のがれはできなかった。目の前のメイドはあの、『鋼こう鉄てつの委員長』とも『めちゃカタ委員長』とも『規律オーダーのオブ絶対零度アブソリユートゼロ』とも呼ばれる、あの委員長なのだ。

「でも、でも、だって、あの声、委員長とは、全然……」

「違ちがうんだにゃん！　どっちかって言うと、こっちのメイドの声が、私の本当の地声なの！」

　にゃんにゃんたいむのスピカの声で、委員長は悲ひ痛つうに呻うめいた。

「え、えっ!?　う、うそ……っ。こっちが、地声!?」

「学校の時の声は……さっきは透とおるくんが私を委員長って言ったから、とっさに出ちゃったけど……けっこう頑がん張ばらないと出ないんだから!!　だって、こんな声だと、みんな、言うこと聞いてくれないし……」

　焦あせった。

　よくよく考えてみれば今自分は、彼女、鈴すず木き未み翠すいの人生の大きな分ぶん岐き路ろに立っているのではないか？

　そして委員長の今後の人生の選せん択たく権けんを握にぎっているのは、もしかして自分なのでは……？

　今さらながら膝ひざががくがくしてくる。

　だって、目の前にいるのは、あの委員長なんだぞ？

　しかし、

「うっ、うっ、うぅっ……」

　スピカは、大おお粒つぶの涙なみだを溢あふれさせ、それを手の甲こうで必死にぬぐっていた。

「こ、このことは誰だれにも言わないで」

　これが、彼女の本当の声なのだ。

　僕らが知っている『鋼こう鉄てつの委員長』『めちゃカタ委員長』『規律オーダーのオブ絶対零度アブソリユートゼロ』と呼ばれる委員長・鈴木未翠の声ではなく、かわいいメイドさん、スピカ自身の声だった。




「そのかわり、私、これからずっと、あなたの専属メイドになるから！」




　本気の目であった。

　透は、微び動どうだにできない。

「店長に言って早退してくるから。だからお願い、透くん」

　さっきまで元気いっぱいだったスピカは、そこにいなかった。

「一いつ緒しよに、家まで来て。……そこで、全部きちんと、ご主人様に、説明したいんだにゃん」







　誰だれもが恐おそれるあの委員長が、ぼくの専属メイドになるようです。







　　♪




「うぅ～ん、それにしても昨日は楽しかったねぇ、浮ふ原わらくん？」

「あ、う、うん！　おはよう吹ふき多たくん」

　翌よく日じつ。

　いつもより早い時間に学校にやって来てしまい、それからずっと机に頬ほお杖づえをついてぼうっとしていた透とおるは、いつのまにか教室に来ていた吹多くんの言葉に、まるでデコピンされたかのようにぎくりと返事をした。

「でもごめんね吹多くん。あの後すぐに帰っちゃって」

「いやいや～かまわないよ？　けれどキミのお母さんもそそっかしい人だね。自宅のトイレに閉じ込められて、息子に携けい帯たいで救助を頼たのむなんて」

「あ、は、は、まったく、本当に」

　ちなみにこのエピソードは嘘うそのようで嘘ではなく、以前、本当に浮原家で起こった事件だった。とっさのコトとはいえ、身内の恥はじを意外なところで世間様に漏ろう洩えいさせてしまうことになり、透の心は複雑だ。

　もちろん、透がメイド喫きつ茶さのにゃんにゃんたいむ直後に、その場を離はなれざるをえなかった理由は別のものだ。

　透は自然と、その理由たる人物、一人の女子生徒を教室内に捜さがしてしまうのだが、

「ういーす！　おおッ！　透に吹多！　二人ともいいとこにいた！　これを見ってっくっれ！　見てくれよおおこれををを！　これを、どう思うぅぅう！」

　教室に現れるなり大声で二人の元へやって来たのは、朝から身体をしゅんしゅんとエロ蒸じよう気きで膨ぼう張ちようさせたエロ蒸気機関、ヤン・ヨースケンこと矢や沢ざわ要よう介すけくんだった。こいつは男子の中でも過か剰じようにエロいので、今回も二人に、なにか異様にエロい物体を届けにきたのだろう。

　透が矢沢くんの手元を確認すれば、案あんの定じよう、

「うぅううう～ん!!　ヨースケンすごいじゃないか！　キミはこれをどこで手に入れたんだい？　これこそは今どのネットショップでも実じつ店てん舗ぽでも売りキレ続出、プレミア付きまくりの人気声優グラドル、雁かり瀬せ☆中トロ☆夢ゆめ葉はちゃんの１ｓｔ写真集『さびぬきでお・ね・が・い』じゃないか！」

「それが聞いてくれよ吹多！　今朝な、朝イチで近所の銀い杏ちよう書店に行ったら、これが店先に置いてあったから俺おれ、速攻だった！　気づいた時には手にしてた！　おかげで俺、今週の昼飯代、ない！　でも構わない！」

「うぅう～ん、安心するといいヨースケン。これがあれば男子の誰だれもがキミにお昼を奢おごるだろう。二週間はオカズに困らない。もちろん、色々な意味でね」

「そ、そんなにすごい写真集なの？」

　透とおるは気になって尋たずねる。二週間はただ事ではない。

「うぅう～ん、いいかい透くん、この雁かり瀬せ☆中トロ☆夢ゆめ葉はちゃんていう子は、昔から一部で有名なコスプレイヤーだったんだけど、あるときネットで人気に火がついて声優デビュー、それからテレビでも取り上げられ、今やトップアイドルの一人に数えられているんだ」

「で、でも、こ、こんなの、学校に、持ってきて、いいの……!?」

　吹ふき多たくんが解説してくれる間にも、ヨースケンの手によって雁瀬☆中トロ☆夢葉ちゃんの１ｓｔ写真集『さびぬきでお・ね・が・い』はビニールを破かれご開かい帳ちよう。今や透を中心に、その全ぜん貌ぼうが明らかになりつつあるのだ。

「うぅ～ん、なんだかんだで一番いいポジションを取るよね、透くん……」

　雁瀬☆中トロ☆夢葉ちゃんというグラビアアイドルは、エロ蒸じよう気き機関のヨースケンが興こう奮ふんしていただけあって、確かにすごい。おそらく胸のあたりが☆中トロ☆たるゆえんなのだろう。

　玄人くろうとほど舌した鼓つづみを打つ、見事な☆中トロ☆加減である。

　そして透はこの世界に、このような中トロを覆おおう、かような形をした水着が存在し、それを身に着けることを厭いとわない女性がいることが、信じられない状態になっていた。

「い、いいの？　いいの？　こんなの！　あっ、あああっ！」

　写真集が広げられた透の机は今や、薄うす暗ぐらかった。

　なぜならば超強力磁じ石しやくに吸い寄せられた砂鉄のようにクラス中の男子が隙すき間まなく寄より添そい、噛かみ合あうようにして写真集を覗のぞき込こんでいるからである。

　写真集をめくるたびに高校生男子のどよめきがあがる。

　ぺらり。「まじかよ！」「くそっ！　理解できねえ！　くそっ！」

　いつのまにか、人垣は上部にまで広がりドームが形成されている。男子高校生で作られたドームの中は暖かで、思ったよりも過ごしやすい。

　ぺらり。「おおおおっ！」ぺらり。「なんだこれは！」ぺらり「押おすな！　押すな！」「し、しかたあるまい！」ぺらり……「うわぁあっ！」「これはギリ！　これはギリ！」「いやアウトだろ！」ぺらり「くうぅうっ！　拙せつ者しや、もう！　」「おいお前、かがむな！　かがむんじゃない！」「しまった！　ドームが崩くずれるぞー！」

　内部でなにかしら急激な変化が起こったのだろう。卑いやしい全天候型ドームの天井、外そと壁かべが崩ほう壊かいする！　ここにいる誰もがそう思った時だった。

「やべ、委員長だ!!」

　たまたま外部に視線を向けた男子生徒の一人がエマージェンシーコール。

　刹せつ那な、

　あたかも「散サンッ！」の号令をかけられた忍しのび部隊の如ごとく、卑いやしい男子ドームを形成していた男子一人一人が、ぶわぁっ！　と、スローモーションで教室内を舞まった。

　空くうを切きり裂さいて彼らが着地した場所は各自の椅い子すであり、着席した瞬しゆん間かんスローモーションが解かれたそれぞれは、まるで、今までずっとそうしていたかのように真ま面じ目めポーズで国語の教科書を黙もく読どくしている。

　吹ふき多たくんやヨースケンまでもが、自分の机で数学と世界史の教科書をぶつぶつ言いながら一いつ生しよう懸けん命めいに暗記している。

「あっ、あああっ！」

　その中で、いつものようにワンテンポ遅おくれていたのは透とおるだった。彼の机には、大だい胆たんに広げられた写真集がある。

　咄とつ嗟さに写真集『さびぬきでお・ね・が・い』を閉じても、雁かり瀬せ☆中トロ☆夢ゆめ葉はちゃんの肌はだ色いろは裏表紙にまだまだ健在で、

「わわわっ！」

　慌あわてて机の中にしまったとしても、もう遅おそかった。

「今隠かくしたものを、出すんだ」

　目の前までやって来ていた委員長の声は、まるで南極大陸に放置された冷たい隕いん鉄てつのかたまりを打ち鳴らしたかのような響ひびきを持っていた。

　彼女こそ、クラスの学級委員長、『鋼こう鉄てつの委員長』こと、鈴すず木き未み翠すいである。

　未翠が口を開いたそれだけで、教室の温度が急激に下がり、クラスメイト達は白い息を吐はいて凍こごえるように己おのれの肩かたを両手で抱だき、窓ガラスにはぴしりと霜しもが降おりて氷の結けつ晶しようが形作られる。

「な、なにも隠してなんか、ないよ？　委員長。キミの見み間ま違ちがいじゃないかな」

「いいから出すんだ。私が見間違ったものを、確認したい」

「で、でも、委員長は女の子だし、これは女によ人にん禁きん制せいの──」

「黙だまってスグ出したほうがキミのためだが？」

　ずいっと委員長が片手を机につき、透に迫せまった瞬間、ぎぎききん！　と、机を構成する鉄パイプが軋きしみをあげ、たぶん偶ぐう然ぜんだろう、うん……からんからーんと、軋んだパイプが一本、床ゆかに転がったけど。

「ひぃいっ！」

　お次はキミの重要な鉄パイプをもぎ取って、踏ふむ。というメッセージを一方的に受け取ってしまった透は、股こ間かんを押おさえて思わず悲鳴を上げてしまう。

「か、勘かん弁べんして委員長、お願いだから……」

「そのお願いを聞くには、キミに机の中にあるものを確かめる必要があるな。さあ早くしろ」

　昨日のあれは、幻まぼろしだったのか？

　そう思わざるを得なかった。

　やはり《ネコ耳メイド・スピカ》と《委員長・鈴すず木き未み翠すい》は別人で、全てはぼくの勘かん違ちがい、もしくは妄もう想そうだったのだ。それが一番しっくりくる。それが一番可能性が高い。

　けれど本当に？　昨日のあれが全て妄想だとしたら、今のぼくはそうとうやばいと思う。即入院したほうがいい。病室に鉄てつ格ごう子しがはまっていて、なんかこう異様に伸のびた長なが袖そでを背面で固定できるタイプの患かん者じや服ふく着用が義務づけられたホスピタルが特におすすめ。担当の先生に告白するのはもちろん、昨日体験したメイドカフェから始まる一連の出来事です。




「私これから、ずっとあなたの専属メイドになるから！」




　赤茶けた雑居ビルの谷間で告げられたその一言が、委員長が住むマンションの、スピカの秘密を閉じ込めた小こ箱ばこを開ける鍵かぎだった。

「私、メイドがやめられないの」

　そこで透とおるは、スピカから信じがたい事実を告げられたのだ。

　クラスメイト、鈴木未翠の部屋は素敵だった。

　透の部屋より少し広いくらいのその空間は、委員長の人となりを表したかのように清せい潔けつで、そして明るかった。ベッドは水色、カーテンは薄うすいピンクで天井の壁かべ紙がみは淡あわいイエロー。パステルカラーで統一された女の子っぽい部屋である。

　こんな込み入った事情で訪れるのでなければ、委員長の持つ意外な雰ふん囲い気きをもっと満まん喫きつできたのにと、透は思った。

「メイドをやめられないって、まさか、誰だれかにそうしろって脅おどされてる、とか？」

「そ、そうじゃなくて、なんていうか……」

　彼女はメイドカフェを早退し、上から薄いコートを羽は織おって、なんとメイド服のまま自宅に帰ってきていた。つまり透の前にいるのは、にゃんにゃんたいむの時と同じメイド嬢じようスピカだった。その彼女が再び、あの世界の隅すみっこのような雑居ビルの谷間でやったように、髪を三つ編みに結い半月型のメガネを顔にかけた。

「なんに、見える？」

「えと……」

　透はスピカの問いに、感じたまま正直に答える。

「い、委員長に、見える」

「そう、それなの」

　スピカはか細く、メイド服のエプロンをぎゅっと握にぎりしめて、

「小学生の時、私、たまたまこういう格好してた日に、先生から学級委員長を押おし付つけられて、それから、ずっと……断れなくて……」

　委員長は小学生時代にもずっと委員長だったというのだ。透とおるは高校生になってから初めて鈴すず木き未み翠すいと出で逢あっている。いや、まさか小学生の頃ころから生きつ粋すいだったとは。

「最初はいやだったけど、でも、与えられた役目はこなさなきゃって思って、がんばってたら、だんだん、ああなっちゃって……」

　彼女は元々が生き真ま面じ目めな性格だったのだろう。その姿が思おもい浮うかぶようだった。

「周りからの期待とか、そういうのに応えようとしてたら、もう、引き返せないところに……」

　きっとこんなふうに、自分の身の上話をするのは彼女にとっても初めてのことなのだろう。口調はだんだんと熱を帯び始めている。

「それで、自分自身でも、なにが本当の自分かわからなくなっちゃってた頃、親しん戚せきのおじさんが経営してる喫きつ茶さ店てんで、どうしても人手が足りなくて、バイト代も弾はずむからって言われて、行ってみたら」

「あの、メイドカフェだった？」

　スピカは頷うなずいた。透は納得する。なるほどそういう事情があったのか。だからあそこに委員長はいたんだ。ようやく腑ふに落ちた。あの委員長が、まさか自ら進んでやるわけがないのだ。

「最初は緊きん張ちようしっぱなしで、その頃のコトはあんまり憶おぼえてないくらいなんだけど」

　彼女の記き憶おくも、次第に明るい部分にさしかかってきたようだった。興こう奮ふんもあるのだろうが、顔色が若じやつ干かん良くなってきている。

　透はその変化にだんだんハラハラしてきている自分に気がついた。

　なぜだろう。委員長の話、まだ終わらない気がする。これ以上聞いてしまったら、もうぼくも引き返せないところに辿たどり着つく気がする。

「あんなふうに『にゃんにゃんたいむ』をみんなで一いつ緒しよにやっているうちに、気持ちがぱぁあって、軽くなっていく自分に気がついて……」

　え？　まさか。まさか、委員長？

「そうか、これこそが、本当の私だったんだって……」

　とんだ自分探しの終着駅だった。

　透は呆あつ気けにとられている。とられざるを得なかった。

　彼はスピカの正体が委員長、鈴木未翠だと確信した時と同じくらい、びっくりしていた。

　だって、なにそれ。

「だって、メイドのお仕事が好きになったくらいから、学校での委員長の仕事も楽になり始めたの。たぶん、バイトがストレスの発散場所になったんだと思う。学校は大変なことばっかりだけど、放課後はああやって、こっそりメイドになって、ご主人様達と一緒に、にゃんにゃん……パワーを……」

　透はぎくりと委員長を、いや、スピカへと視線を向け直した。さっきまでのテンションが一転、なにやら感極まり始めたらしい彼女は、ネコ耳ごとふるふると肩かたを震ふるわせて、

「絶対に、ばれないと思ってたのに……」

　どうやら、顔を伏せて泣いているようだった。

「あ、あああ……」

　困ったことになった。こんな時、もうどうしたらいいのかわからない。笑えばいいのだろうか。いや、それはだめなような気がする。

「だから、お願いがあるの……」

「ぼく、このコトは誰だれにも言わないから！」

　先手を打って断言する。なんだか大変なことになっている委員長の人生を、これ以上めちゃくちゃにするわけにはいかなかった。透とおるはどちらかといえば委員長のような頑がん張ばり屋やさんが好きなのだ。このコトを面白がって他人に言うはずがない。というか、できるだけこのコトは自分でも早く忘れるつもりなのだ。

　それを伝えようとした透を遮さえぎるように、

「違ちがうの、そうじゃなくて」

　スピカは一歩、透に踏ふみ込こんできた。

「私を、透くん専属のメイドにさせて」

　それが、理解できなかった。

「絶対に安全って言えなくなった以上、もうあそこでは働けない。けれど私、どこかでメイドをしないと、もたないから……」

　ネコ耳メイドが顔を傾かたむける。半月型のメガネが光を反射して、瞳ひとみを隠かくす。

「これを、見てくれないか……」

　思わず透はびくっと反射的に構えてしまう。透の目の前にいたのは、さっきまでのメイド、スピカではない。

　そこにいたのは鈴すず木き未み翠すい。

　彼女曰いわく、無理をして作り上げてる委員長だった。

　透に差し出されていたのは、薄うすいパンフレット。そこに書かれていたのは、

「……高校生弁論大会？」

　弁論大会とは、一言で言えばスピーチコンテストのことであった。

　身近な例で言えば毎週月曜の朝にある朝礼での、校長先生の話は弁論の一種であるともいえるし、それよりも代表的な〝弁論〟と言えば、アメリカ合衆国大統領の就しゆう任にん演説などがある。

　弁論大会とはそれらスピーチの巧たくみさと、原稿に対する論理性などを競う大会で、たまにＮＨＫなどでも高校生弁論大会などを放送している時があるのだが、

「六週間後にあるその弁論大会に、私は出場することになっているんだ」

「そ、そうなんだ……」

　信じられない話ではない。むしろ委員長にぴったりな話だったし、もしかしたら担当の先生に頼たのまれて、断り切れずに出場を決めたのかもしれない。でも、委員長が出ると決めたのなら是ぜ非ひとも優勝して欲しかった。

「透とおるくん、それまででいい。弁論大会が終わるまでに、なんとかする……」

　彼女はそれまで、あのメイドカフェでメイドを務めながら、そのプレッシャーを乗り越えようとしていたのだろう。

　しかし、

「だから頼む、それまでの間」

　今やそれは、かなわない。彼女の約束の地は、もはや失われてしまったのだ。

　透のせいで。

「わ、わがままを言ってるのは、わかっている」

　硬こう直ちよくしたままの透が、自分を拒きよ否ひしていると委員長は思ったのだろう。

　ふと、我に返ったように彼女は、

「こんなことはキミにしか頼めない。お願いだ、私を、メイドでいさせてくれないか」

　消え入るように懇こん願がん。そして、心の底から生まれた想いが、水面で泡あわとなって弾はじけるように、

「私の、ご主人様でいて欲しいんだにゃん」

「わ、わかった……」

　透は頷うなずいた。

　その瞬しゆん間かん、亀き裂れつの入った世界が元に戻ったような気配が走る。

　スピカが安あん堵どに包まれ、崩くずれるようにベッドに倒たおれ伏ふす。

　相変わらず理解はできなかった。

　が、ここで必要なのは安易な理解ではないように透には感じられた。

　でも、それはそれで間ま違ちがっていたのかもしれない。




　なぜなら、それから透がいいかげんもう家に帰らなくてはいけない時間まで、鈴木未翠こと、メイドのスピカの部屋は、疑ぎ似じ的てきなメイドカフェと化したからだ。




「それじゃあにゃんにゃんたいむ、はっじまっるにゃーん！」

　委員長が溜ためていたストレスは、本日透がぶった切ってしまった不十分なメイドバイトでは癒いやし切きれていなかったのだ。これはそれゆえに、生じた事態だった。

「にゃんにゃん！　にゃんにゃん！」

「にゃ、にゃん……にゃん、にゃん……にゃん！」

「元気がないにゃんご主人様！　こうにゃ！　手はこう！　くいっと曲げて！　さんはい！　にゃんにゃん！　にゃんにゃん！」

「にゃんにゃん……にゃんにゃん……」

「その調子にゃん！」

　それは今再びの『にゃんにゃんたいむ』。

　スピカのアンコールに次ぐアンコール。

　そして今朝、透とおるは起きたばかりの自分の身体が筋肉痛になっていることに気づき、愕がく然ぜんとしたのだ。

『にゃんにゃんタイム』のやりすぎだった。

　この痛みまでもが自分の妄もう想そうだとは、とてもじゃないが思えない。スピカの猛もう特とつ訓くんのおかげで、もう二度と『にゃんにゃんたいむ』で慌あわてふためくようなことだってないだろう。

　だって、夢にまで出てきた『にゃんにゃんたいむ』。

　それなのに今、教室で、鉄仮面を装着したような委員長・鈴すず木き未み翠すいを目の前にしていると、全く自分に自信が持てなくなってくる。

「にゃんにゃん……、にゃんにゃん……」

　思わず透は、朦もう朧ろうとしてきてしまった脳みそのまま小さく、呟つぶやいてしまう。

　その瞬しゆん間かんだった。

　びっくううう！　と、

　委員長は輪りん郭かくがぶれるほどの痙けい攣れん。すぐさま硬こう直ちよく。

　そしてみるみる、鉄仮面は耳まで真っ赤に染そまっていく。

「や、やばい！」

　周囲の空気を読む能力、いわゆるＫＹ値がみんなよりワンテンポずれている透ですら、その時、目の前の委員長が孕はらむ危険度が推し量れた。

「ご、ごめん委員長！　自首するから！　これを持って、学年主任の先生に自首するから！」

　すかさず透は鈴木未翠に手を合わせ、全ぜん身しん全ぜん霊れいの謝罪を敢かん行こうした。

「し、しかたないな……」

　その委員長の声に、今度はクラス中の空気が渦うず巻まいた。

『っ!?』

「きちんと、学年主任の先生に、謝罪すること」

　そう言い残し、委員長・鈴木未翠はくるりと振ふり向むき、教室から早足で出て行ってしまったのだ。

「す……すげええぜ透！　初めて見た！　委員長とやり合って委員長が引き下がったの、俺おれは初めて見たぞ！」

「お前こそ真の勇者だ！」

「おまえはやる男だとずっと前から思っていた！」

　先ほど教室中に舞まい散ちった男子達を今度は逆再生させたような光景がそこには出現していた。

　委員長が教室を後にした途と端たん、またもや透の席に、彼を称たたえる男子生徒のドームが出現したのだ。その中でも特に感心していたのがヨースケンこと、矢や沢ざわ要よう介すけだった。

「ありがとう、ありがとう透とおる！　この写真集、委員長の手に渡わたったら確実にその場で無残に破かれてただろう！　俺おれ……今すぐ学年主任にこれ持って自首してくる！　だってそれなら放課後には戻もどってくるもん！　ありがとう透、フォーエバー！」

「あ、う、うん！」

　生返事をして、雁かり瀬せ☆中トロ☆夢ゆめ葉はちゃんの１ｓｔ写真集『さびぬきでお・ね・が・い』をヨースケンに手て渡わたした透は、彼に続くようにして、席を立ち、教室から抜ぬけ出だした。

　そして委員長、鈴すず木き未み翠すいを捜さがした。

　大声で捜し回るわけにもいかない。息を殺すようにして透は校舎を走り、

「なにやってんの委員長！」

　ついに彼女を校舎の屋上。その更さらに上、給きゆう水すい塔とうの上に見つける。

「ひどい、ひどいにゃんご主人様っ！」

　別にそこから飛び降りようとしていたわけでもなく、彼女はそこで気持ちを整理していたのだろう。ハシゴを使って給水塔に昇のぼれば、委員長の格好をしたスピカは、飛び込むように透に抱だきついてくる。
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「うわああっ!?」

　とっさにそれを支える透。

　彼は知る。

　震ふるえている女の子のカラダとは、こうもはかなく、壊こわれやすいものに思えることを。

「スピカを脅おどすなんて、ひどいにゃん！」

「え？　ええっ？」

　委員長は幼児退行ならぬ、メイド退行を起こしているのだろう。半月メガネ越しに、メイドの視線を透とおるに向けている。

「ご、ごめん。だって、委員長とスピカが同一人物だと、なんだか信じられなくなっちゃって……」

「スピカはスピカだにゃん！」

　じたばたはするが、彼女はだいぶ落ち着いてきたようだった。

「脅すつもりはなかったし、誰だれにもまだ、ばれてないから、だからその、ごめん。許して委員長」

　透は素直に謝罪する。

　だって、昨日の今日だったのだ。

　こちらだって、頭の中を整理する時間が必要だ。でももう大だい丈じよう夫ぶ。確認はできた。

　もう混乱するコトはないだろう。

　しかし、

「だめにゃん！　スピカ、こんなの許せないにゃん」

　透専属のメイドは厳しかった。

「どうしたら、許してくれるの？」

「じゃあ、ご主人様？」

　スピカスイッチの切れない委員長。

「今日も、スピカのお部屋に、来てくれるかにゃん？」

　待って欲しい。

　これでは、どちらがご主人様なのか、わからないではないか。




　　♪




「本当にストレス溜たまってたんだね、委員長って……」

　委員長、鈴すず木き未み翠すいの住むマンション。

　地上十七階にある彼女の部屋は、今や本格的にメイドカフェへと変へん貌ぼうを遂とげていた。

「むぅっ！　ここではスピカって呼んでくれなきゃいやだにゃん」

　二人が『にゃんにゃんメイドカフェ』で出で逢あってから、およそ一週間が経っている。

　いったい彼女はどのくらい、これまでのバイト代やお小こ遣づかいを新たな設備に投資したのだろう。委員長の自室には、およそメイドカフェに必要だと思われる機材が揃そろい始はじめていた。

　お湯を沸わかすための電気湯沸かしポット、簡単な料理を作るための持ち運び式ＩＨクッキングヒーターと専用フライパンはもちろん、ミニ冷蔵庫や電子レンジまでもがパーティションで区切られたそれ専用スペースに隠かくされるように配置されていた。

　備品のカップやソーサー、揃いのスプーンやフォークは、どう見ても近所のスーパーの食器コーナーで買ってきたものとは思えないツヤを放ちながら、シックな木製のキャビネットに収まっているし、壁へき面めんに飾かざられている品のいいタペストリーは、この部屋をいっそうカフェっぽく演出している。

　さすがにベッドは移動することができなかったらしく、大きなキルトに覆おおわれ隠されていたが、その隅すみでは空気清せい浄じよう機きが静音モードで稼か働どう中ちゆうだった。

　透とおるはそれを、新たに窓際にしつらえられたご主人様用のテーブルと椅い子すに着いて眺ながめていた。

　そこが彼の指定席だった。

　そして透の背後、薄うすいレースカーテンから覗のぞくベランダには、プランターに植えられたハーブや観葉植物が並び、綺き麗れいに花まで咲かせていた。

　まったくもって、抜ぬかりがなかった。

「というか、これは『にゃんにゃんメイドカフェ』より立派な気が……」

　透は委員長オリジナルのメニュー表を眺めながら、思わず声に出している。もうここまで来たら、あと何人かメイドさんを雇やとっても充じゆう分ぶんやっていけるかもしれない。

　その旨むねを彼女に冗じよう談だんで伝えてみたら、

「スピカを差し置いてさっそく浮うわ気きする気ですかにゃんご主人様！　もう、冗談は名字だけにしてくださいにゃん」

　怒おこられた。しかも『浮フ原ワラ』という自分でも常々どうかと思っていた名字までディスられる始末。透だってこれ以上メイドを雇われても困るというのに。

「そこでご主人様、今日はお願いがあるんだにゃん」

　今や彼専属のメイドの地位を不動のものとしたスピカは、とどめとばかりにネットで専門業者に発注したというセミオーダーのオリジナルメイド服＆ネコ耳＆ネコしっぽに身を包み、透に提案してきた。

「このご主人様専用のメイドカフェに、名前をつけて欲しいんだにゃん」

「それなら、もうこれしかないんじゃないかな」

　透は委員長の机からペンとスケッチブックを借り受け、透はきゅきゅきゅきゅと筆を走らせる。スピカはそれを読み上げる。

「《メイドカフェ＠スピカ》……ば、ばっちりだにゃんご主人様！　スピカ、うれしいにゃん！」

　喜んでもらえてなによりだった。

「それでは、今日はなにを飲みますにゃん？　実はスピカ、ご主人様のためにお茶っ葉とメニューを増やしてみたんだにゃん！」

　透とおるはさっそく、新しくメニューに書かれた『ピーチジュレ緑茶グリーンテイー』というのを注文してみる。

「かしこまりましたにゃん！」

　いそいそと、簡易キッチンパーティションに移動するスピカ。

　そんな彼女の愛らしい仕草を見ていると、もう充じゆう分ぶんわかってはいるはずなのに、このスピカとあの委員長が同一人物だと信じられなくなってしまう時がふいに訪れる。

　たとえばそれは、こんな時だ。

　透と委員長の関係が決定的に変わってしまってから数日後の、学校での昼休み。

「これはそもそも、準備室を管理している先生のずさんな管理体制が招まねいた結果とも言えるのではないでしょうか」

　その日、校内で発生した【社会科教室からの備品持ち出し事件】の犯人である生徒が、ついに委員長・鈴すず木き未み翠すいの手によってあげられた。

　が、しかし、彼女の追つい及きゆうの矛ほこ先さきは、犯人である生徒よりも、むしろ犯行現場である教室の責任者である社会科教きよう諭ゆ、菅すが原わら先生へと向かったのだ。

　しかも、その菅原先生とは鈴木未翠の、つまりは透のクラスの担任である。

「なにを言っているのかわかってるのか鈴木。お前は犯人である生徒の肩かたを持ち、俺おれにその非ひがあると言っているんだぞ」

「それは菅原先生。あなたが教師として果たすべき責務を怠おこたったからです」

　職員室前の廊ろう下かはその時、まるでドライアイスを噴ふん射しやしたかのような冷気で覆おおわれていた。昼休みの廊下にはぞくぞくとギャラリーが増えていくが、その誰だれもが漂ただよう冷気に当てられた瞬しゆん間かん凍こおり付ついていた。透もその一人だった。

「な、なんだと？　『規律オーダーのオブ絶対零度アブソリユートゼロ』だかなんだか知らないが、調子に乗ってるんじゃない！」

　菅原教諭はたかが一生徒に嘗なめられるわけにはいかないと思ったのだろう。声を荒あらげて委員長を睨にらみ下おろした。この時透は初めて、鈴木未翠のことを『規律オーダーのオブ絶対零度アブソリユートゼロ』と呼ぶ人間に遭そう遇ぐうしたことになる。

　実は教諭の菅原と委員長・鈴木未翠の間には、これまでも『だらしない担任』と『規律の委員長』という立場から、様々な確かく執しつがあったのだが、今回それが表面化したかたちとなる。

「教員とは生徒の模も範はんとなる大人の筆頭であるはず。それを、準備室の鍵かぎを紛ふん失しつしていたことを報告せずに、そこからものを持ち出した罪の全てを生徒に押おし付つけるとは言語道断。まず反省しなくてはならないのは、当然の職務を全うしていない教職員なのでは？」

　その迫はく力りよくと正当性に二にの句くが継つげなくなった先生とそこから一歩も退かない委員長との騒そう動どうに、誰だれかが呼んだらしい学年主任が割って入ることでようやく事態は沈ちん静せい化かしたが、ここに、またあらたな委員長伝説が生まれたわけである。

　けれども、

　校内の生徒はもちろん、他の先生方も等しく『鈴すず木き未み翠すい、やはり恐おそるべし』との見解を一いつ致ちさせた、その放課後には、

「もう一回、もう一個だけだにゃん！　許して欲しいにゃんご主人様！」

　これであった。

「お願いだからスピカ、もうぼく、お腹いっぱいだから」

「だって、ご主人様のほうがオムライス作るのがうまいなんて、スピカ許せないにゃん！」

　その日はたまたま、『＠スピカ』は冷凍食品のオムライスを切らしてしまっていたのだ。それを知らず、うっかり透とおるが『にゃんにゃんたいむ付き』のオムライスを注文してしまったため、事件は起こった。

「じゃあイチからつくるにゃん！」

　と、卵とフライパンを掲かかげてみせたはいいものの、待てど暮らせどオムライスは運ばれてこない。心配になってパーティションの内側を覗のぞいてみたら、

「見ちゃだめだにゃーん！」

　見なければよかった惨さん状じようが広がっていた。一言で言うなら、簡易キッチンはべたべたになっていた。

　──委員長とスピカはまるで別人だった。

　でも、透はその二人の落差を、そんなに気にしなくなってきている。

　確かに透は、今でもいろいろなタイミングで委員長とスピカの間にある落差にびっくりしてしまっていた。

　けれど、そんな驚きも楽しいと感じられるようになってきていたのだ。

　その時もそうだった。

　どうしてもオムライスのオムレツ部分を上手に作ることができないスピカを励はげますつもりで、透は「ぼくも作ってみる」と、レシピを見ながら初オムライスに挑ちよう戦せんしてみた。

　すると、

「あ、できた……」

　結構上手に、しかも美味おいしくできてしまった。

「にゃ、にゃーん！」

　なので、「やっぱり難しいね。練習すればできるようになるよ」というセリフを飲み込まざるを得なくなり、

「次はスピカが！　スピカにやらせてにゃん！」

　哀あわれ、ご主人様は失敗したオムライスのオムレツ部分、もとい、ただの卵焼き……？　を大量に食べることとなってしまう。

「全部食べてくれて、ありがとうだにゃんご主人様……」

「いや、最後のオムレツは、かなりイイ線いってたよ……？」

　さすがに胃い腸ちよう薬やくを飲ませてもらい、満腹になったお腹をさすりながら、キルトに覆おおわれたベッドに横にならせてもらっていた。

　しかたがないではないか。

　だって、透とおるは確かに見てしまったのだ。

　担任の菅すが原わら先生の前に立ち、あたかも不ふ動どう明みよう王おうのようにその場を圧した委員長の指先が、微かすかに震ふるえていたのを。

　自分は吹ふき多たくんに言われたりもしたように、委員長の働きっぷりを前から注意深く見ていたつもりである。

　けれどそんなこと、今までちっとも気がつかなかった。委員長だって、なんの葛かつ藤とうもなくあの場所にはいないのだ。

　あの時、透は冷え切っていた廊ろう下かから急いで学食の自販機に走り、あたたか～いロイヤルミルクティを購こう入にゆうし、昼休みの終わるぎりぎりで、一人、廊下を歩いていた委員長にそれを渡わたすことができた。

「なんのつもりだ？　透くん」

　委員長はいぶかしげに手にしたミルクティーを眺ながめたものだった。

「い、いや、なんというか、ご苦労様というか、かっこよかったからというか……」

「ふんっ」

　てっきり突つき返かえされるかと思ったが、委員長はそのままくるりと振ふり向むいて、

「愚おろか者ものが、いつものことだ」

　そのまま足早に去ってしまう。……かに、思われた。しかし委員長は不意に、誰だれかに急ブレーキを踏ふまれたかのように立ち止まり、

「どうしたの委員長」

　その変化に透は思わず声をかけた。すると、透に背を向けたままの委員長は、

「あ、……」

　担任の菅原先生と対たい峙じしたときの葛藤もかくやという震えとともに、

「ありがとう、だにゃん……っ」

　まるでスピカのように──というか、スピカモードで透に告げると、今度こそ走って行ってしまったのだ。

　透はこんな毎日がイヤじゃなかった。

　イヤじゃないばかりか、そんな毎日が楽しいのだ。

　あんなに頑がん張ばっている委員長を、卵焼きを食べるくらいのコトで癒いやせるのならば、これくらいお安いご用と言うしかない。

　委員長を知る人間はいる。メイドのスピカを知る人間もいる。けれど、その両方をこうして知っている者は自分だけなのだ。

　そもそも、メイドの時はスピカであろうとも、学校では委員長であろうとも、ともに優秀である彼女が持つ二つの側面を垣かい間ま見みる機会は、これにとどまらなかった。




　四週間後に迫せまった弁論大会は、透とおるが通う高校で行われようとしている。




　その予行練習を見学する機会を透は偶ぐう然ぜん手に入れた。と言うか、大講堂の前を通りかかったら、たまたまやっていたので、勝手に客席へと侵しん入にゆうしたのだ。

『そもそも学生の《個性》とはなにか』

　大講堂の広い空間を、委員長の声が圧していた。

『私はその意味を、教員、そして生徒とその親御さん方に改めて問いたい。個性とは己一人だけの世界で生まれるわけではない。個とは、様々な周囲の人々、同年代、年下、年上、大人や老人との関わり合いのなかで、受動的に生まれてくるものなのだ。それは決して、能動的に自分で作ろうと思っても作れるものではない。それがどうだろう。今は単なる自己のわがまま、周囲との隔かく絶ぜつから生まれるものを個性と呼び、持もて囃はやしてはいないだろうか』

　透は二階席からそうっと演えん壇だんを覗のぞき込こむ。マイクテスト中なのか、委員長は無人の講堂へと訴うつたえる。

『まずは何事も同年代の他人と同じコトをやってみる。大人のマネをしてみる。尊そん敬けいできる先輩や後輩の要求に応えてみる。周囲から自分に必要とされている物事を身に付ける。そして標ひよう準じゆん的てきに他人と同じコトができるように努力をして、そこで初めて、それでもどうしても自分なりに一工夫せずにはいられない、ここはこうするべきように思う。その心のありよう、独立心こそが個性と呼ばれるべきものなのだと、私は考えるのだ』

　彼女の演説は、まるで民衆を扇せん動どうする政治家、軍人を鼓こ舞ぶする将軍のごとき迫はく力りよくで無人のはずの講堂にそれからも朗々ろうと響ひびいた。

　これが彼女の原げん稿こうなのか、誰だれかが作った練習原稿なのかはわからない。しかし透は、うむ、もっともその通りだ！　と煽あおられるように納得してしまった。

　さすがは衆しゆう人じん環かん視しの中でにゃんにゃんたいむをあれだけのレベルで成なし遂とげるメイドである。いわんや、委員長である時のこのような演説なんて、お茶の子さいさいなのであろう。

　しかして、その日の放課後。

「痛くはないですかにゃん？　ご主人様」

「う、うんっ、痛く、ない……」

　メイドのスピカは、「それはいいからスピカ！　そういうサービスはちょっと……！」とたじろぐ透とおるを押おしのけ、『メイド耳かき』を実行していた。

　これはさすがに透も照れた。しかも本来、メイドカフェには、このような耳かきサービスはないというのだ。

「スピカ、それがちょっと不満だったにゃん」

　耳かきのハウツー本を読よみ漁あさり研究を重ねたというスピカの耳かきは、耳のツボをマッサージされているようで大変気持ちよかった。

　が、透を一番どぎまぎさせているのは、スピカから与えられる耳への心地よさではない。

　いや、それもあるにはあるのだが、主には上にしている耳とは逆の耳付近に問題があったのだ。そう、彼がガッチガチに緊きん張ちようしている原因はスピカの膝ヒザ枕マクラにあった。

　膝枕とは、膝ヒザと銘めい打うっているにも関わらず、実質的に腿モモ枕マクラである。腿の中でも、付け根に近い腿部分であり、そこは大変温かく柔やわらかい。メイド服越しでも柔らかい。そして、耳かきに集中しているスピカは、自分がご主人様に与えている影えい響きようを一〇〇％把は握あくしているとは言い難かった。

「あ、ここが気持ちいいですかにゃん？　ご主人様」

「う、うんっ！」

　しかし、自分がそんな余計なことに捕とらわれているコトを彼女に知られるわけにはいかない。

　透から言わせれば、スピカは自分が専属ご主人様に接せつ触しよくする時に、どのような影響を与えているかを、もう少し考えるべきだった。ぼくだって男の子なんだぞ！　透は声を大にしたかったが、ぐっと堪こらえた。

　自分は、スピカのご主人様なのだ。

　彼女がメイドでいる限り、自分もそのラインを超えてはならない。あくまで泰たい然ぜん自じ若じやくとした態度でメイドを仕えてさせなくては、己が役目を果たすことはできないのである。

　こうして委員長のストレスを、自分は少しでも軽減できればいいのだ。

　透は、だんだん理解してきている。

　スピカのご主人様に対するサービス精神や優しい気持ちと、委員長・鈴すず木き未み翠すいの厳しさと誠せい実じつさは、鏡合わせで存在し、お互たがいがお互いを支え合っているのだと。

　透は知っている。

　それも、ある日の放課後のこと。

　連日『メイドカフェ＠スピカ』に通ったり誘さそわれたりしている透だが、三日に一日あるかないかで「今日は休業日だにゃん」というお知らせが携けい帯たいに入り、透はそんな日、級友の吹ふき多たくんやヨースケン達と遊んだり、たまには図書室で勉強したりする。

　その日はたまたま図書室の日で、勉強中になにげなく手に取った小説を読よみ耽ふけってしまった透が、気づけば外は真っ暗。

　しかたなく透が暗い校舎を昇しよう降こう口ぐちに向かって歩いていると、ぽつんと明かりがついている教室があり、なにげなく覗のぞき込こめば、彼はそこに見る。

　委員長・鈴すず木き未み翠すいと、春に赴ふ任にんしてきた新人女教師がなにかの作業に没ぼつ頭とうしていた。

　机に広げられた紙面や道具から、それは《学校便り》と知れた。

　簡単に推測することができた。これは後にも確かめたことなのだが、委員長は、ノウハウも無い状態で《学校便り》の作成を命じられてしまった新人女教師が締め切り直前にあたふたしているのを見つけて、事情を察して臨時編集員を申し出ていたらしいのだ。

　透とおるは呆あきれた。

　これじゃあ、彼女にいくら身体があったって足りないではないか。

　だから、透は踏ふみ出だした。

「あれ？　なにしてるの？」

　たまたま見つけたという感じで、透は二人のいる教室に入って行く。作業を手伝うつもりだったのだ。

　しかし彼はこの時、ミスをした。透は委員長から「できるだけ学校では声をかけるな」と言われていたのだ。それをすっかり忘れていた。

　どうやら委員長はあの写真集『さびぬきでお・ね・が・い』の一件、さらにはミルクティーの一件以来、学校で透に話しかけられるとなぜか調子を崩くずしてしまうらしいのだ。

　だからだろう。

　委員長・鈴木未翠は、突然出現した透を見るや否や、

「わぁ、ご、ごしゅ……──ッ！」

　立ち上がり、

「ご、ごしゅ……五種、類……ぐらい必要だな、透くん！　五種類くらい、過去の《学校便り》を持ってきてくれ。参考にするから！」

　さすがに苦しかった。確かに委員長は今、確実にスピカモードで「ご主人様っ！」と叫さけびそうになっていたのだ。

　この後、新人教員には何もばれることなく、三人は無事に《学校便り》を作ることができたのだが、

「どういうつもりだ、透くん！」

　彼は委員長にこってり絞しぼられる。

「一度の説明ではキミは理解できないようだな。いいだろう、もう一度だけ言おう！」

　彼女はすうはあと息を整え、覚悟を決めた表情で透に告げる。

「いいか？　私はキミとこうして話していると、どうしてもあのスピカが出てきてしまいそうになるんだ！　頼たのむから学校では私に接せつ触しよくしてこないでくれ！」

　それから「その代わり、スピカにはよく言っておくから」と委員長の弁明は続いた。

　一方、委員長から「よく言っておかれた」スピカはと言えば、翌よく日じつ、

「本日は特別な新メニューがご用意できるんだにゃん」

　いつもよりふんわりまったりな雰ふん囲い気きをまとって、いつも通り学校の制服姿でテーブルについた透とおるに、そう促うながす。

「じゃあ、それをおねがいしようかな」

「かしこまりましただにゃん」

　パーティションの中でテキパキとお茶の用意をするスピカ。

　立たち昇のぼる湯気からは、すぅっとするハーブの匂においが漂ただよってくる。

　どうやら本当に委員長からなにかを言われたらしく、彼女はいつにも増してウキウキと準備を進めている。どうやらメイドなりに、透へ感謝を表したいらしかった。

「どうぞご主人様、カモミールティーになりますにゃん」　

　スピカはポットとティーカップをテーブルに並べ、とぽとぽとカップにお茶を注いでくれる。

　一口飲むと、不思議と気分が落ち着くお茶だった。

　透はふむふむとお茶の香かおりを楽しみ、スピカが一いつ緒しよに出してくれた小さなドーナツをかじる。

　そして、

「スピカ、なにをしてるのかな」

　透は気づく。

　このメイドカフェにたったひとりのメイドさんは、部屋のベッドにいつもかけてある大きなキルトを取り外し、いそいそとベッドメイキングを始めているのだ。

「もちろん、ご主人様のご注文の品を用意してるんだにゃん」

「……ええと、ぼくは、なにを頼たのんだのかな」

「『安眠ハーブティー＠にゃんにゃん添そい寝ね付き』だにゃん」

　思わず口に含ふくんだカモミールティーを吹き出しそうになった。というかちょっと出た。

「そ、そんなのぼく、聞いてないよ!?」

　ハンカチで口元とかをぬぐいながら透は慌あわてる。

　ソイネ？　ソイネってなに？　ああもう、本当にこのメイドはなにもわかっていないのだ！

「スピカ、今から二時間ばかりご主人様のお隣となりですやすやさせてもらうにゃん！」

「そういうことは、ちゃんとメニュー表に書いておいて、もらわないと……」

「でもご主人様は確かに注文したんだにゃん。当店では原則としてお客様が注文した品物はキャンセルはできないんだにゃん。メイドはしかたなく、ご主人様の命令に従うしかない定めだにゃん！」

　とんでもない悪質商法だった。きょうびインチキ通販でもクーリングオフが利くというのに。

「と、とにかくぼくは、スピカと添い寝なんか」

　席を立ち、枕まくらを二つ並べているスピカの元へ、なんとか思いとどまってもらおうと近づいた瞬しゆん間かん、

「てやぁーッ！」

「うおぉう!?」

　天地が逆転。なにが起こったか、確かなコトはわからない。

　けれど結果だけは明確だった。スピカの出した足刀に軸じく足あしを刈かられ、バランスを崩くずした上半身が彼女に重なったと思った一いつ拍ぱく後のち、透とおるの全身は勢いよくベッドの上に投げ出されていた。

「う、ううっ!?」

　ベッドが支えてくれたので痛みはない。けれど急激に身体が回転運動をしたので頭に血が寄ってクラクラ。

「それでは、失礼いたしますにゃんご主人様」

　そして隣となりに腰こしを下ろし、こてんっと隣に寝そべるのはメイドのスピカ。

「だ、だめだよスピカ！　こないだの耳かきまではなんとかなったけど、でも、メイドの添そい寝ねはいくらなんでも……って、あれ、スピカ？　も、もう寝てるの!?」

　すやすやであった。

　まるで母親に抱だかれ安心しきった子こ猫ねこのように無防備に。スピカはあどけない寝顔で透の隣の枕まくらに顔を埋め、眠ねむってしまっている。

「スピカ……」

　そういえば今日は、いつもと違ちがって彼女は最初からまったりムードだった。

　彼女は疲つかれ切きっていたのかもしれない。

　透はスピカと委員長を、少しでも休ませてあげたいと思った。

　彼女はなにごとにも頑がん張ばり、手加減というものをしらない。

　その性向。多くの場合、自分よりも他人を優先する。

　そして彼女がその中で抱かかえてしまったモノを、少しでも自分が解消させることができるのだったら、透としてはこんな嬉うれしいことはなかった。

　サポートできるだけでも充じゆう分ぶん。

　──けれど最近、思うのだ。

　自分はきちんと、その役割を全うできているのだろうか。

　委員長のスペックは、自分のそれと比べようもないことを透はイヤと言うほど実感している。

「うーん、悩なやましい……」　

　──悩み。

　透には悪い癖くせがある。

　彼は楽しいことがあればあるほど。

　毎日が充実すればするほど、それに比例して不安を抱えてしまうという傾けい向こうを持っていた。

　透の新しい悩み。

　それはスピカにせがまれて、彼女と一いつ緒しよに『セミマン』のＤＶＤを観ているときに、まるで亡ぼう霊れいのように湧わき上あがったものだった。

　セミマン第二十二話。「鳴けセミマン！　力の限り！」に、このようなシーンがある。

　二十二話前半、セミマンこと高校生の藤ふじ沢さわ夏なつ生おは、七年間片想いしている女の子、式しき本もと冬ふゆ美みに、自分がセミマンであることを打ち明けようか大いに迷うのだ。

　なにしろ冬美の心は、いつも悲観的で情けない夏生ではなく、情熱的でアグレッシブなセミマンに向いてしまっているのだ。

「セミマン様、素敵……！（セミマンのブロマイドにうっとりする冬美）」

「セミマンは俺おれなのに！（悔くやしがる夏生）」

　夏生の苦く悩のうは深い。彼の短い余命を管理し、同時に夏生をセミマンにした『死に神』には、セミマンの正体は誰だれにも明かしてはならないと厳命されている。

「もしもセミマンの正体が夏生しゃんだと知られたら、あなたの命の蝋ろう燭そくは一いつ瞬しゆんで燃もえ尽つきてしまうでしゅ」

　それから彼は、最終回まで自分の秘密を誰にも打ち明けることはなかった。

　だからこそ、透とおるは夏生の、あの台詞が好きなのだ。




「誰かが俺の中の非常ベルを押おすんだ。その指の持ち主はお前かもしれないし、俺かもしれない。が、一度鳴り出したベルは、一週間響ひびき続つづける。俺の命は鳴き続けるんだ。俺の中には非常ベルがあった。俺にはそれが、たまらなく嬉うれしいんだ」




　透の大好きなシーンだった。彼はセミマンを尊そん敬けいしていた。そして男ならば、いざとなったら自分自身の中にある非常ベルを押せなくてはいけないと思った。

　隣となりでは、スピカもうるうるしている。

　そして悩なやんだのだ。

　ぼくは、非常ベルを押せる人間だろうか。

　学校内に点在する非常ベルの一つを前にして、透はその薄うすいカバー越し、『つよく押す』の表面に指を当てたことがある。

　透は結局、押すことができなかった。

　当たり前の話かもしれない。でも、透は悩んだのだ。




　できるだろうか。このぼくに。




　ものには釣つり合あいというものがある。

『鋼こう鉄てつの委員長』『めちゃカタ委員長』『規律オーダーのオブ絶対零度アブソリユートゼロ』。

　委員長はなんといわれようが、誰もが一いち目もく置く才女であった。

　そんな彼女がぼくを選んだのは、まったくの偶ぐう然ぜん。ほとんど事故によるものだ。

　偶然で始まったもの。

　明確な理由なしに始まったものは、同じ理由で終わってしまうんじゃないだろうか。彼女を裏からこうして支える役割は、別に自分じゃなくてもいいのではないか。

　透とおるはそれが怖こわかった。

　もしも彼女に再選択の機会があったとき、自分はもう一度、彼女にご主人様として選んでもらえるのだろうか。

　透の悩なやみは単純なようで結構根深い。

　が、たとえいくら透が深刻になろうとしても、スピカはなかなか思い悩む暇を彼に与えてくれないのだ。

「よいしょっ、と……」

　透は、スピカを起こさないようにそうっと上半身を起こし、ベッドから「うぐっ？」

　見れば、制服のネクタイがスピカの細い右手に捕とらえられている。

「し、しょうがないな……」

　透はそっと、彼女の手を引きはがそうとするが、

「なんで、離はなしてくれないの？」

　ネクタイに絡からみつき、ボンドで固まってしまったかのようなスピカの手。

　そして終いには、

「う、うわぁっ！」

　彼女に思い切りたぐり寄せられてしまい、透は強制的に再び彼女と添そい寝ね状態に。

「二時間って、言ってたよね、これ……」

　健やかなスピカの寝顔と対照的に、透の顔は引きつってしまう。

　だってこれ、ある種の拷ごう問もんじゃないか？

「むにゃむにゃ……ごしゅじんさまぁ……」

　果たして彼女はどのような夢を見ているのだろうか。




　──専属メイドと、専属ご主人様の関係。

　二人の関係は順調に、周囲にばれることもなく、予定通りに進んでいた。

　そうして、あっという間に三週間が過ぎた。




　　♪




「十九世紀、数多くの植民地を手に入れ『陽ひの沈しずまぬ帝国』とまで言われた大英帝国は、その富を集約、ついにその地において産業革命を迎えました」

　二人の出会いから二十二日目。

　今は世界史の授業中だった。担任の菅すが原わら先生は教科書に従い、一通り近代におけるイギリスの役割に触ふれたあと、委員長を指名した。ぼうっと授業を聞いてた透とおるは、起立した委員長を、そのままとりとめなく眺ながめた。

「これにより世界経済の中心を担うこととなったイギリスの貴族達に変化が起こり始めます。十七世紀から十八世紀にかけて貴族達が強化したのは帝国としての軍事力でしたが、世界の覇は権けんを握にぎった後、貴族達が次に目を向けたのは国内の政治力の掌しよう握あく。貴族達はイギリス内部での権力闘とう争そうへと乗り出したのです」

　ここでまず、教室の空気の一部が首を傾かしげた。あれ？　委員長が指名されたとき、先生はなにを尋たずねたんだっけ？

「権力とはイコール、富の力であり、その富の象しよう徴ちようとして、貴族達は競うようにして広大な敷しき地ちを持つ巨大なカントリーハウスを建築し、その維い持じのために数多くの使用人を必要としました」

　けれど、委員長はなにかとてもためになることを喋しやべっている。彼女はイギリスの近代史を独自の視点からまとめるつもりなのだろう。彼女の不可思議な雰ふん囲い気きを察し始めた者はそう思った。

　だから判断が遅おくれた。

「巨大な屋や敷しきで連日のように行われるパーティは、主人の政治力、経済力を招まねいた客人達にアピールできる格好の舞台であり、そこでの振ふる舞まいが国内における主人の地位を決めました。そして、パーティーホールでなによりも目を引いた存在が、そのパーティを支えた使用人達。つまりは──」

　鈴すず木き未み翠すいは、イギリス史では、それこそがまさに最重要項こう目もくであるかのように、

「──メイドでした」

　言い切った。

　誰だれもの記き憶おくに留めようとするかの如ごとく、委員長の言葉は教室に刻み込まれた。

「当時、ハウスメイドという職業はイギリスの若い女性の花はな嫁よめ修業の場としての意味合いも持ち、同時に優れた専門職集団としての側面をも持ち合わせ、一定の法律において保証された職種でもありました」

　おい、なんだ。委員長はなにを言い出した？　と、クラスメイト達の大半が、なにか雰囲気のおかしい委員長に気づき始めた。

　その中で透は、硬こう直ちよくしていた。

「明治維い新しんにおいて、日本が急激な近代化、西洋化が進んだコトは日本史に学んだ通りです。西洋になろうとした日本。日本が目指した西洋とはイギリスであり、政治や文化の多くをイギリスから学んだ日本において、今現在のこのようなメイド文化が定着したことは、もはや自じ明めいの理りだったのです」

　どうすればいい？　明らかに委員長はメイドについて語ろうとしている、語かたり尽つくそうとしている!!

「さて、現代の日本におけるメイドといえば、メイドカフェに代表されるメイド達ですが、一いつ般ぱん的てきに彼女達は本家イギリスのメイドとその質を大きく異にしたものと考えられています。しかし、それは大きな間ま違ちがいと言わざるを得ません」

　が、しかし、誰だれも委員長を止められなかった。いつしかみんなが委員長の講義に集中し始めていたのだ。菅すが原わら先生の授業よりも、もしかしたら教室の空気は張はり詰つめていたかもしれない。なにしろ担任の菅原先生までもが、メモを取り始めている。

「イギリスにおけるメイド、いわゆるハウスメイド達は当時、競争社会で競い合い、へとへとになって帰ってくる主人を、屋や敷しきにおいて癒いやすという役割にもありました。こうして、自分が仕える主人に対しては『癒し』を。また、同時にディナーの席においては『もてなし』を託たくされたメイド達の魂たましいは、海と時空を超え、今や日本のメイドカフェにこそ息づいていると言っても過言ではないのです。それでは次に、現代日本におけるメイドの種類について──」

「ぁああッ！　吹ふき多たくんの背中に、ゴ、ゴキブリがぁああッ！」

「ぅうぅううううんッ！　な、なになになに!?　取ってくれ！　取ってくれ透とおるくんんんっ！」

　透は最後の手段に出た。これ以上委員長の暴走を許すわけにはいかなかった。だから前の席に座っていた吹多くんに協力してもらったのだ。

　おかげで教室はパニックに陥おちいり、委員長の暴走は吹多くんの七しち転てん八ばつ倒とうによって覆おおい隠かくされ、後になって追つい及きゆうされることもなく、吹多くんはその日一日、女子に嫌いやがられて過ごした。

　ゴキブリなんて真っ赤な嘘うそだったので、透は心の中で吹多くんに平謝りした。

　透は最近、ハラハラしっぱなしだった。

　委員長のエンジンは近ちか頃ごろ、過か剰じように高速回転しているように見えるのだ。

　彼女は国語の時間に至いたっては『老ろう若にやく男なん女によ』という四文字熟語を『老ろう若にやくにゃん女によ』と読み、びくっと透を見て真っ赤になってしまったし、教室で誰かが「メイド　イン　ジャパン」と大声を出した瞬しゆん間かんに、机からふでばこを落として激しくなにかに狼ろう狽ばいしたりするのだ。

　だというのに、当のメイド・スピカはと言えば、

「最近すっごく、調子がいいのにゃん」

　とか言い出す始末。

　その時二人は放課後で、『メイドカフェ＠スピカ』にいた。折しも委員長のギアが変なところに入っちゃっていて、透にとっては学校で一人『気もそぞろ週間』のまっただ中。

　透の向かいの椅い子すに座ってたスピカは只ただ今いま〝休きゆう憩けい中ちゆう〟。自分もお行ぎよう儀ぎ良く、ご主人様の前でお茶を飲んだり、お菓か子しを食べたりしている。

「にゃんとらてぃっぷで働いてた時よりも、充じゆう実じつしてるって感じ」

　透とおるは弱った。なぜなら、

「でもスピカ、なんだか目の下にクマが……」

「はう、じっくり見ちゃいやだにゃぁん！」

　つまり、彼女達のあらゆる要素はここに来て、過か剰じような回転を見せているのだった。

　特に委員長・鈴すず木き未み翠すいの精神的充じゆう実じつぶりにはすさまじいものがある。

　鈴木未翠は、彼女を頼たよってなぜか舞まい込こんでくるやっかい事を、すべてその日の内に解決していたし、その量も以前より増えているように見える。

　そして、漂ただよってくる噂うわさによると、最近、委員長・鈴木未翠から険が消えているというのだ。

　以前ならば、依い頼らい人にんは事件解決と引き替えに、鋭するどく尖とがったお小こ言ごとを彼女から頂ちよう戴だいしなくてはならなかったのだが、それが姿を消し始めている。

　委員長は前より、明らかに怖くなくなっている。

　透が見るに、その険の取れ方は、委員長の精神的ガードが緩ゆるんできている隙すき間まの量に、見事なまでに比例していた。

　もちろん、その隙間の向こうにいるのはスピカである。

　そして委員長は精神面だけではなく、外に向けてもさらに活動的にもなっていて、廊ろう下かを行く歩き方までもが、以前に増して律動的で力強い。

　まったくもってこれはもう、鈴木未翠を裏から支えるスピカという存在が専属ご主人様を手に入れたコトと密接に関係していると言ってよかった。

　透は心配になった。

　今の彼女は、ちょっと危あやうすぎる。

　それにメイドとして、そして委員長としてのこの充実ぶりは、人一人の充実許容量を明らかに超えている。

　学校の委員長。

　放課後のスピカ。

　確かに彼女の中でストレスは解消できているようだが、どう見ても肉体がついていってない。

　だから透はついに我が慢まんしきれず、思わず、尋たずねてしまった。

「ねえスピカ、なんか最近大だい丈じよう夫ぶ？　ちょっと休んだら？」

「ご主人様がいれば、スピカはだいじょうぶだにゃん！」

　二人がその時いた場所は、学校の廊下で、三時間目の休み時間だった。

「「あぁっ！」」

　我に返ったように透と委員長は見つめ合い、ハッ！　として周囲を見回す。

　廊下はその時、全くの無人。運が良かったとしか言いようがなかった。

　透がホッと胸をなで下ろしたのも束つかの間ま、

「愚おろか者ものめぇっ！」

　委員長は彼のネクタイを締しめ上あげ、

「今ここに、だ、だ、誰だれかがいたら、どうする……つもりだったのだ!!」

　鬼おにの形ぎよう相そうで詰つめ寄よった。

「ご、ごめん委員長！　今のはぼくが悪かった！　ついうっかりしちゃったんだ！」

「そもそも私は言っているよな!?　学校では極力、私と接せつ触しよくするなと!!」

「だ、だって……」

「だってもクソもあるか!!　私はキミと接すると、どうしてもスピカをガマンできなくなると何度言えばわかってくれる！」

「だって、委員長……」

　しかし、今回ばかりは透とおるも引き下がるわけにはいかなかった。

「……さっきもまたなにか、同じクラスの女の子に頼たのまれ事ごとをされてたし……心配になっちゃって……」

「なるほど、つまり透くん、キミはこう言いたいのだな？　『ぼくも手伝うよ』と」

「へっ!?　あ、い、いや、う、うぅぅうううんっ!?」

「いいだろう！　それでは今日からキミも私と同じ『文化祭実行委員』の一人だ。ちなみに私も『文化祭実行委員』で、メンバーはキミと私の二人だけだ。透くんの活かつ躍やくを期待する」

「えええッ!?　で、でもぼく、もう『図書委員』をしてて……」

「私だってすでに『美化委員』と『飼育委員』を兼けん任にんしている。問題ない。まあ、そう嬉うれしそうな顔をするな。それに……」

　委員長はぱっと、透から視線を外し、

「……私も学校でキミに慣れておく必要があるだろう……。文句が、あるか？」

「な、ないよスピカ」

「わかってくれれば嬉うれしいにゃんっ！」

　委員長は、真っ赤に、なった。

「……今のは、絶対にわざとだろう!!　そうだな？　そうなんだな透くん！」

「違ちがうよ委員長！　ぼくも気を付けるから!!　だからネクタイを離はなして！　苦しいよ！」

　透が、本当に自分が『文化祭実行委員』になっているのを知ったのはその翌よく日じつのことである。




　──と、まあ、そんなある日のこと。




「スピカ？」

　まるで電池が切れてしまったように、『メイドカフェ＠スピカ』のパーティション内でスピカが停止している。

「スピカ？　スピカさん……？」

「はっ！　ど、どうしたんだにゃんご主人様！」

　どうしたもこうしたも、スピカの様子が明らかにおかしい。

　そういえば今日、委員長は授業中に居い眠ねむりをして先生に怒おこられていたのだ。

　彼女のそんな場面を見たのは透とおるにとっては初めてだったし、クラスメイト達にとってもそうだったらしい。

「なにか、カラダの調子でも……？」

「そ、そんなことないんだにゃん！　今、お茶をお持ちするんだにゃん！」

　スピカはぱたぱたと透のテーブルにお茶を運んで来たのだが、

「あれ……？　ぼく、アップルティーを注文したんじゃなかったっけ……」

　カップの中には明らかにオレンジペコー的な香かおりを放つお茶が注がれている。

「ひぃ、間ま違ちがえちゃったにゃん！」

　あの（お料理以外なら）完かん璧ぺきメイドのスピカが、ご主人様の注文を間違えた。

　これはもう、委員長が授業中に爆ばく睡すいする以上にあり得ないことであった。

「スピカ……？」

　たまらず、透は向かいの椅い子すを彼女に勧すすめ、事情を話すように言った。

　ご主人様からの命令であった。

　スピカは白状する。

「ストレスが……、発散されてないみたいなんだにゃん」

「……え？」

　つまり、委員長でため込んだ精神的な疲ひ労ろうをメイドのスピカで解消するという永久機関が、近ちか頃ごろ上手く機能していないということだ。

　透は、唐とう突とつに心臓をピターンと平手打ちされたようになった。

　確かにスピカとの、この部屋でのやりとりは前よりマンネリになってきているきらいはあった。

　ということは、ぼくはもうご主人様失格？　スピカの役にたてなくなったなら、もう僕のご主人様たる存在理由は──

「ご、ご主人様のせいじゃないんだにゃん」

　透の混乱を察したように、あわててスピカは手を振ふった。

「弁論大会が、だんだん近づいているし……それに、」

　透の専属メイドはまるで、おいたをして怒られた子供のようにうつむきながら、

「スピカが、欲張りすぎるのが、悪いんだにゃん……」

「欲張り……？」

　途と端たんに、彼女はもじもじし始める。

　明らかに、スピカはなにかを隠かくしている。

「あ、あの、ご主人様。スピカ、一つお願いが……」

　言いさして、それからハッと我に返るようにして、

「や、やっぱりいいにゃん！」

　スピカは立ち上がり、パーティションの向こうに戻もどろうと立ち上がる。

「いや、言ってみてスピカ」

　放っておけなかった。このままでは自分が彼女のご主人様である意味そのものがなくなってしまう。

　もしかしたら、再さい選せん択たくの日が来てしまったのかもしれないのだ。

「でも、ご主人様に、これ以上甘えるわけにはいかないにゃん……」

「ぼくは大だい丈じよう夫ぶだから、言ってみて？　相談に乗るから」

　けれどそれならそれで、再選択を受け入れるべきだと、透とおるは覚かく悟ごを決めている。

　そうしなければ先に進めない。だってぼくは、彼女のためにこうしているのだから。

「わかったにゃん……」

　スピカは、初めて透に『自分専属のご主人様になって欲しい』と打ち明けた時のように、彼へと告げた。




「スピカと一いつ緒しよに、お出かけして欲しいんだにゃん」




「おで……かけ？」

　つまり、

「ご主人様とお外でデートできれば、今のこれも乗り越えられると思うんだにゃん！」

　透は固まっていた。

「む、無理じゃないんだにゃん！　ご主人様、きっと大丈夫なんだにゃんっ！」

　さっきまでのスピカよりも完全に停止してしまっている透を再起動させるように、スピカは彼の周りをぐるぐると周り、机の引き出しの中から、一冊のノートを取り出し、テーブルの上に置いた。

「これを見て欲しいんだにゃん、ご主人様」

　透は視線を落とす、カラフルな大学ノートの表紙には、『ご主人様とデート大作戦』と書いてある。

「なに、これ……」

「実はもう、結構前から計画だけはしてあったんだにゃんっ！」

　スピカは真っ赤な顔でうつむき、オレンジペコーをカップに注いで口を付けている。

　透はノート開き、目を通し始める。内容は、色々と悩なやんだ末にまとめたプランを旅のしおり風にしたものらしく、スピカのイラスト付きで説明してあった。

　問題は、そのお出かけ先だった。

「宇うノの島しま水族館……？」

　それは隣となりの県の海うみ沿ぞいにある、最近リニューアルしたばかりの、今最も人気があるデートスポットの一つだった。

「その水族館なら穴場だと思うのにゃん！」

　確かに透とおるもそう思う。そこならたとえ休日でも、距きよ離り的てきに、学校の知り合いとばったり鉢はち合あわせしてしまうことはないだろう。

　近きん隣りんのカップル達はたいてい、駅前の映画館と繁はん華か街がい付近や、隣駅にあるジャスコに行ってしまい、他県にまで足を伸のばすことはめったにない。

　しかも宇ノ島水族館が最も人気があるデートスポットということは、他のカップル達に自分達が紛まぎれることも期待できる。最近ではゴスロリカップルなる、奇き抜ばつな風ふう体ていの若者もいると聞く。その中に紛れてしまえば、きっとメイドルックの少女が魚を見ていても、あまり気にされることはないのではないか。

　それを想像し、この展開にちょっとドキドキしていないといえば、透にとってそれは嘘うそになる。

「で、でも……」

　透はとっさに決断することができない。

　ここで一番気をつけなくてはならないのは、スピカ＝委員長という正体がばれることなのだ。

　この『メイドカフェ＠スピカ』の中で、二人っきりでメイドとご主人様を続ける限りは、正体露ろ見けんの可能性はほぼゼロパーセントである。

　だからこそ、透も専属のご主人様であり続けることを了りよう承しようしたのだ。

　しかし、

　ここから一歩でも外に出るとなれば、話は違ちがってくる。

　ばれる可能性が出てくる。

　透はいい。どこかのメイドさんと歩いていたのを目もく撃げきされたともなれば、彼の場合、逆にハクが付くくらいだった。お前もオトコになったのう！　と。

　しかし、委員長は違う。

　ばれてしまったら、彼女は全てを失う可能性があるのだ。

　委員長・鈴すず木き未み翠すいはその立場上、味方も多いが敵も多い。

　彼女を好意的に受け入れている生徒と先生と同じくらい、煙けむたく思っている者が校内にはいる。

　生徒で言えば、鈴木未翠の働きぶりに職権を危あやぶまれている生徒会長とその取とり巻まきがそうだったし、教諭で言えば担任の菅すが原わら先生も彼女を恐おそれていると同時に、あまり友好的な生徒と見ていない節がある。

　透とおるからすれば、クラスの面めん倒どう事ごとを委員長に押おし付つけるくせにあまり彼女に感謝しようとしない担任に腹の虫が治まらない限りだが、校内では先生という立場に勝てるわけがなかった。

　もしもそんな状じよう況きようで、あの委員長が、こんなメイドだったことがばれてしまったら……。

　だからこそ、ここはスピカを大切に想うご主人様として、その危険性をきちんと理解してもらう必要が──

「いやだにゃんいやだにゃん！　スピカはご主人様と宇うノの島しま水族館に行くんだにゃん！　ずっと楽しみにしてたんだにゃん！　行ってくれないならご主人様は学校でスピカを付け回すストーカーだってみんなに言いふらしちゃうんだにゃん！　ご主人様が一いつ緒しよに行ってくれなきゃ、もう一人でジャスコにお買い物に行っちゃうんだにゃぁぁん！」




　ご主人様とスピカのメイドデートは、かなり変則的に行われることとなった。




　透は、

「愚おろか者ものめ！　メイド服はメイドの命なのだ!!　断固として家から着ていくぞ!!」

　と論ろん陣じんを張る委員長と、

「スピカはそんなにご主人様に信用がないのですかにゃん!?　こんなにもご主人様に、つくしているのにぃっ！」

　とだだを捏こねるメイドをなんとか説得し、それぞれの家から、私服で宇ノ島水族館に行き、トイレでメイド服に着替えたスピカと入り口で合流し、水族館内をデートした後、夕方になったら、またバラバラで家に帰るというプランになんとか落ち着かせた。

　行き帰りも別々にする理由は、万が一にもスピカの隣となりにご主人様がいた場合、彼女が暴走し、透が目を離はなした一いつ瞬しゆんでメイドルックになっているという可能性があるからである。

　デートの決行日は今度の日曜日。

　奇くしくも三連休の中なか日びである。

　その日、透はあわや、宇ノ島水族館に遅ち刻こくしそうになった。

　なにしろ、よくよく考えてみれば生まれて初めての異性とのデート。だというのにスピカのメイド服のコトばかり考えていて、透は自分の私服のことを考えるのを忘れていたのだ。

　まさか制服でいくわけにもいかない。

　透は急いでコンビニで、エッチな本を買った時より恥はずかしい思いをしながら男性ファッション誌を購こう入にゆうし、今自分の持っている私服をどうにか組み合わせることにより、メイドの隣を歩いてもなんとかなるであろう服装を編み出した。

　その時点で、当日の朝の五時である。

　今から寝た方がいいのか、それともこのまま起きていた方がいいのか悩なやんでいたら寝ていて、慌あわてて起きたら出発三十分前だった。

　突とつ貫かんで支し度たくした透とおるは、なんとか前日に調べておいた時刻の電車に飛び乗る。

　彼女も今は、生なまの鈴すず木き未み翠すいとして宇うノの島しま水族館に向かっているはずである。そう願いたい。

　乗り慣れない路線を、キョロキョロしながら乗のり継ついで、たどり着いたのはその名も『宇ノ島水族館前』駅。

　時刻は十時五分前。

　なんだかんだで間に合ったと透は安あん堵どし、待ち合わせ場所であるチケット売り場の前を見れば、すでに多くの家族連れや団体客、カップルなどが並んでいて、その中に、

「あ……」

　彼はメイド服の少女を発見する。

　間ま違ちがいない。スピカだ。

　チケット購こう入にゆうのために並んでいる列のお客さんが、明らかに彼女を見てざわついている。

　しかし当の本人はそんな周囲に気が付いていないようで、手に提げたカバンの中をいじったり、胸元から懐かい中ちゆう時計を取り出して確かめたり、水族館の入り口を見たり、まるで彼氏を待つ女の子のようにそわそわしている。

　ぼくは、あそこに突とつ入にゆうし、スピカと一いつ緒しよに水族館へと行かなければならないのか。

「ええい、ままよ！」

　透は生まれて初めてのセリフを吐はき出だし、まっすぐにメイドの元へ向かった。

「あ、ご主人様ーっ！」

　ご主人様だと!?　という視線が透の四肢しに突つき刺ささる。が、ここで膝ひざをつくわけにはいかない。

　スピカのご主人様は、毅き然ぜんとした態度でメイドを迎えなくてはならないのだ。

「お、おまたせスピカ」

　声が裏返った。もう帰りたい。

「お待ちしていましたにゃん！」

　いや、やっぱり帰りたくない！

　透は目の前までやって来たスピカに、思わず息を呑のんだ。

　かわいいなぁ、もう……！　というのが、身み震ぶるいすら覚える透の感想である。

　今まで彼女とは、ほぼ屋内で接してきた透だ。

　こうして外で、陽の光の下で見るスピカは新しん鮮せんだった。到とう着ちやくして三分、すでにここに来て良かったとすら思える。

　メイドルック、お出かけバージョンなのであった。

　メイド服の上から同じデザインのケープを羽織り、スカートの下にはいているニーソックスも、いつもとちょっと違ちがうかもしれない。ヘッドドレスもデザイン違いで、いつもより大きめで、陽差しをうまく遮さえぎっている。

　彼女のメイドとしての印象はかわらないが、それだけの変化で、周囲からそう不自然ではなくなっている気がする。

　とは言いつつも、それはいつも彼女を見ている透とおるの印象であって、冷静に見ればやはり周囲のお客さんとの間に、明らかな場ば違ちがい感かんが漂ただようのはしかたない。

　透は気を引ひき締しめる。油断は禁物だ。さあ、今日一日、ご主人様として彼女をフォローしきってみせる！　

　が、そんな透のテンションは、良い意味で空から振ぶりになる。

「さっそくレッツゴーだにゃん！」

　いざ、出しゆつ陣じん。透は気を張って、スピカと一いつ緒しよに水族館の内部へ。　

「にゃーん！　お魚っ！　お魚がいっぱいだにゃーん！」
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　ネコだからなのか？　入って早々の巨大水すい槽そうの前でスピカは大だい興こう奮ふん。海の一部をそのまま切り取ってきたかのような巨大な水槽の中、微び細さいな水すい泡ほうとともに様々なお魚が舞まうように泳いでいる。

「おお、すごい……」

　思わず透も声に出す。宇うノの島しま水族館は、主に館内に近海の海域を再現しているらしい。分厚いガラス越しに色々な魚が目の前を泳いでいく様は、眺ながめていて気分がよかった。

　そうして館内をスピカと進むうちに、透は徐々じよに肩から力が抜ぬけていくのに気がつく。

　隣となりには常にスピカがいる。それはそれで緊きん張ちようするのだけど、どうやら他のお客さんはそもそも水族館には魚を見に来たのであって、メイドを見に来たのではないようなのだ。

　水族館の中では案外、周囲の目は気にならない。

　それに館内はお魚のためなのか、水すい槽そうの外側、つまりお客さんのいる回かい廊ろうは薄うす暗ぐらくなっている。これなら多少、奇き抜ばつな服装をしていてもあまり目立たない。

　ひょっとしたらスピカはこれも計算に入れていたのだろうか。

　クラゲコーナーではしゃぐスピカを見て、透は感心していた。

「飼かいたいっ！　こういうクラゲ、いっぱいあのお部屋で飼いたいにゃーん！」

　うんうん、さすがは委員長・鈴すず木き未み翠すいだ。

　なるべく人目に触ふれず、目立たず、なおかつきちんとデートができるコース選びをしていたのだ。

　やはり委員長はただ者ではない。

　透はイルカショーのベンチで、改めてスピカの万全さに感心する。

　なんだかんだ言って、彼女はきちんと自分が周囲からできるだけ浮うかないよう計算して──

『さあ、それではお客さんの中で、イルカのぷーちゃんと一いつ緒しよに遊んでみたい方、いらっしゃったら手をあげてくださーい！』

「はーい！　遊んでみたいんだにゃーん！」

　席から立ち上がり、両りよう腕うでをステージのお姉さんにふりふりするスピカ。その声に、観客の視線がずわわっとお出かけメイドへと集中する。

「じゃあ行ってくるにゃんご主人様っ！」

　ノリのままイルカのお姉さんに指名されたスピカは、幼稚園生と小学生と混じって、選ばれた三人としてステージへと行ってしまった。

「うー、うわー」

　透は頭を真っ白にしたまま、そのステージをただただ見つめていた。

　圧あつ巻かんだった。

　左に幼稚園生の女の子。そして右に小学生の女の子の手を握にぎってステージに上がったメイドは、イルカお姉さんと二言三言、会話を交わす。

　そして、ただそれだけで、お互いがどのような人物なのかを悟さとったらしく、そこから二人のオンステージ。

「ちびっこのみんなも、イルカさんとシャチさんと一緒に大きくジャンプだにゃんっ！」

　スピカは壇だん上じようの子供と、観客席のお子さん達を。

「さあ、ぷーちゃん！　あなたはもっと飛べるわっ！　今日こそ連続三段！　三連輪くぐりを成功させるのよっ！」

「ぷいー！（イルカのぷーちゃんが、空中で）」

　そしてお姉さんはイルカとシャチと一いつ緒しよにプールの中でアクロバット。

「ど、どういうこと……!?」

　盛り上がるお客さんと水すい棲せいほ乳類の中でただ一人、唖あ然ぜんとベンチに座り込んでいるご主人様。

「め、目立たないように……目立たないように……」

　透とおるは念仏のようにそう唱となえ続つづけたが、スピカとお姉さんは手に手を取り合い、マイクを離はなさず最後にはデュエットにて、魚の栄養価を褒ほめ称たたえ、もっと魚を食べよう、愛していこうという国民的有名ソングをみんなで熱唱、お客さんと合唱してイルカステージショーは幕まくを下ろした。

　透は、自分の寿じゆ命みようはこれだけで相当削けずられ、本当に余命一週間のセミマンになってしまうのではないかと、トイレの鏡に映るやつれた己の表情を見て心配になった。




　　♪




「それじゃあご主人様、今日は一日、本当に楽しかったにゃん！」

　午後四時の宇うノの島しま水族館、チケット売り場前。

「うん、ぼくもすごく楽しかった」

　本音であった。イルカステージが終わった後、ついに透も吹っ切れたのだ。

　だってもう、ステージであれだけ目立っても、スピカの正体を騒さわぎ立たてる者はいなかったのである。海に面したピクニックコーナーでスピカ特製のお弁当を食べている時にも、ステージを見ていた子供達が寄ってくるし、水族館の職員さんたちも話しかけてくるし、空を飛んでいたカモメだって彼女の近くに降りてきたのだ。

　メイドの彼女は、本当にリラックスして、デートを楽しんでいるようだった。

「じゃあスピカ、今度はご主人様と一緒に海に行きたいんだにゃん！」

「うん、夏になったら、一緒に行こうよ」

　お土産みやげの、クラゲのぬいぐるみストラップを握にぎりしめているスピカ。

　彼女を見ていると、ふいに透の奥おく底そこからとある想いが湧わきあがる。

　透は、スピカと一緒に帰りたかったのだ。

　彼女とこのまま駅まで歩いて、電車に乗って、乗り継いで、それから地元の駅に降り立って、できれば家まで送って行きたい。

　透が言い出せば、きっとスピカは喜んでそれに応じてくれるだろう。

「じゃあ、今日はここでお別れだにゃん、ご主人様」

「う、うん。またね、スピカ」

　言えるわけがなかった。

　彼女の安全のために、行きも帰りもバラバラで、メイド服に着替えるのは水族館のトイレでと、嫌いやがるスピカを説得して決めたのは透のほうなのだ。

　透とおるはスピカに手を振ふって、駅へと向かった。

　身体がじんじんしていた。

　今日は三連休の中なか日び。二日後の火曜になればまた学校で会える。

　それは充じゆう分ぶんわかっていたのに、帰りたくなかった。

　別れたくなかった。

　今からすぐに水族館に引き返せば間に合うだろうか。

　無理だった。

　透は宇うノの島しま水族館前駅の改札をくぐり、すでにホームにいた。

　これが一番良い選せん択たくなのだ。

　あと三週間後には解消されてしまうスピカとの関係だけれど、それでも『一いつ緒しよに海に行きたい』と、さっき彼女に伝えたのと同じくらい、正しい選択だったのだ。

　季節が夏になるのには、まだそれ以上の時間がかかる。

　電車がホームに入ってくる。これに乗れば、乗のり継つぐだけでほぼ自動的に地元駅についてしまう。流されてしまう。

　完全に停止する電車。開くドアにご注意ください。

　そうして透が車両に乗り込んだ、その時だった。

「や、やあ奇き遇ぐうだね、透くん！」

　呼ばれた彼は振り返る。

「い……」

　そこにいたのは、清せい楚そでシックなワンピース姿。固く結った三つ編みに半月メガネの、

「委員長……!?」

　ダッシュでもしてきたのか、はぁはぁと息を切らした鈴すず木き未み翠すいだった。




　　♪




「どうだろう、せっかくだから一緒に帰らないか？」

「あ、は、はいぃ……」

　どういうことだろうか。

　委員長はいったい、なにを考えているのだ。

　確かに、今の委員長はスピカじゃない。けれど、お互たがい他人のふりをしてバラバラに帰る約束だったんじゃなかったのか。

　彼女がそれを理解していないわけがない。

　それが証しよう拠こに、委員長はわざとらしくも「奇遇だね」と声をかけてきている。

　つまりこれは他人のまま、ばらばらの目的で帰宅途と中ちゆうに偶ぐう然ぜん、クラスメイトと出会ったから声をかけたというシチュエーションなのだろうか。

　それならば、二人で決めたレギュレーションに抵てい触しよくしないと？　許されると??

　しかも、空いていた席に二人並んで座ったまま、会話が始まらないじゃないか。

　スピカの時はあれほど雄弁だったのに、委員長の時には途と端たんに寡か黙もく。まさか、地元駅までおよそ一時間半。ずっとこのまま、この委員長と一いつ緒しよなのか？

　……まあ、それもしかたがないのかもしれない。学校を離はなれてしまうと、二人の間には驚くほどに共通の話題がない。

　そう、スピカのコトを除のぞいては。

「あ、そ、そうだ委員長」

　透とおるはコトンコトンという電車の響ひびきに乗るようにして、鈴すず木き未み翠すいに切り出した。

「なんだい、透くん」

　すると彼女は、なんのてらいもなくそう返してくる。透は心の中で素早くホッとして続けた。

「委員長の両親て、なにしてるの？」

「親は二人とも外交官をしている」

　さらりととんでもないものが転がり出てきた。

「あ、だから委員長って、英語とか……」

「その通り。幼い頃ころから周りに溢あふれていた。パーティとかがあるとよってたかって客人が私に母国語を教えようとしてくるのだ」

　昔を懐なつかしむように、鈴木未翠はメガネの奥おくで瞳ひとみを細める。

「私は真ま面じ目めだろう？　褒ほめられたくて一いつ生しよう懸けん命めいだった」

　英語にドイツ語、そしてまあ、日本語も。もしかしたら他の国の言葉もカタコトでいけるのかもしれない。高校生メイドとしてはかなりハイスペックと言えるだろう。

「透くんのご両親は？」

「うちはすごい普ふ通つう。父親は市役所で働いてるし、母親はパート。んー、一応母親が関西出身だから大阪弁をそれっぽくしゃべれるくらいかな」

「それは今度、私も習ってみたいな」

　委員長の言葉に透は笑った。なんだ、委員長も冗じよう談だんとか言うんだ。……今のは、冗談だよね？  話題を変えよう。

「そ、そっかー、委員長の両親は外交官で……って、あれ？　ということは、委員長ってひょっとしてお嬢じよう様さまなの？　あ、ああっ！」

　透の中でほうっておいたパズルのピースが突とつ然ぜんはまる。どうりで委員長の住んでいるマンションは豪ごう華かなハズだった。ロビーにはいつも、ホテルのようにコンシェルジュが常じよう駐ちゆうしてるし、フロアの隅すみには二十四時間営業のコンビニもあるし、聞くところによると最上階はバーになっていて、おまけに映画館やプールまでもがマンション内に存在すると言うのだ。

「今いま頃ごろ気づいたのか、透とおるくん。キミには一言、愚おろか者ものと言っておこう。……それに、だからと言うつもりもないが、キミは毎日の『＠スピカ』の料金なんて、まったく気にしなくていいんだ」

「……う、うん」

　自分は本当にあのようなところに通かよい詰つめてよいのだろうか。改めて不安になってくる。どうにかしないととは思うのだが、しかし、透のお小こ遣づかいはきわめて有限である。でも、せめてスピカに毎日のお茶代だけでも……。

「冗じよう談だんだ。私の両親は二人ともいい加減でね、かえって食費をもっと使えと言われてるくらいだからかまわない。あれは友人を家に招いた時の茶ちや菓が子し代だいだと思ってくれ」

　友達の家に遊びに行って出されたジュースやケーキにお金を払ったら、それはそれできっと失礼なことだ。と、透は自分を納得させる。とりあえず、そうすることにした。

「外交官ってさ、ぼく、よくわからないんだけど、両親二人とも、外国にいるの？」

「父と母は今、揃そろってアイスランドにいる。とてもいいところだそうだ」

「アイスランド……」

　すごく寒そうだ。ご両親はちゃんと向こうにこたつとかは持って行っているだろうか。他人ひと事ごとながらすごく心配になった。

「ということは委員長って、今はあの家に一人暮らしなんだ。……え？　一人暮らしなの委員長!?」

「愚か者。そんなわけがないだろう。一人お手伝いさんが通ってきてくれている。彼女は本物のメイドだ」

「へぇ……」

「透くん。なんだろうかその顔は。なにかあるなら素直に言ったほうがいい。悪いようにはしない」

　透はだんだん楽しくなってきていた。委員長もなかなか面白い女の子だった。まあ、知ってたけど。

　しばらくして二人は電車を乗のり換かえる。このままなら、あっという間に地元に着いてしまいそうだ。

「透くん」

　そして二駅ほど通過したあたりだろうか。

「あの娘こについて、どう思う？」

　カタコトという電車の旋せん律りつを無視しして、委員長は唐とう突とつに尋たずねてきた。

「あの娘？　あの娘って？」

「スピカという、あのメイドのことだ」

　委員長・鈴すず木き未み翠すいは、まるで他人事のようにそう言った。

「は、え……？」

　委員長の手にはいつ取り出したのか、水族館の別れ際でも彼女が手にしていたクラゲのぬいぐるみストラップが握にぎられていた。透とおると一いつ緒しよに選んで買ったストラップだ。

「スピカ……って、……え？　委員長？」

「彼女はキミに、迷めい惑わくをかけていないだろうか」

　委員長は、まるで自分で作った影かげにすっぽりと隠かくれるようにして、透に尋たずねていた。

「全然迷惑なんかかけられてないよ？　こちらこそいつも、お世話になりっぱなしだし……」

「私は、スピカがうらやましいんだ」

　委員長は、なぜかここにきて、すごく緊きん張ちようしているようだった。

「知っているか？　彼女、あれからずっとオムライスの練習をしているんだ。キミには内ない緒しよで。だから今度そういう機会があったら、きちんと喜んであげてくれ」

　言っちゃだめにゃん！　ご主人様に言っちゃだめにゃあああん！　という幻げん聴ちようが聞こえてきそうだった。

「じゃあ、ぼくが密かに自分の部屋でにゃんにゃんたいむの練習をしていることも、スピカには内緒にしてて」

「了解した」

　委員長は笑った。透は委員長がそんな表情をしているのを初めて見た。スピカの笑顔と同じくらい、透は委員長の笑顔がかわいいと思った。

「ねえ、委員長」

　電車から見える景色は、だんだんと見覚えのあるものになり始めていた。地元に近づいているのだ。

「委員長って、今の委員長としての自分のことを、本当の自分じゃないって言ってたけど」

「……うん？」

「でも、ぼくは委員長のこと、スピカと同じくらい、いいなって思うよ？」

　ぶちっと音がした。

「あ、ああっ！　い、委員長!?　ストラップ！　そのクラゲのぬいぐるみ！　首？　首が!?　首が取れてる……ッ！」

　しかし、委員長はそれからうつむいたまま、一切、透の問いかけに答えてくれなかった。




　やがて電車は、地元駅に到とう着ちやくする。




「……スピカのわがままに付き合ってくれて、今日はありがとう」

　車両から降おりてホームを歩いていると委員長はそう言ってきた。今日は一日、曇くもったり晴れたり雨が降ふったり虹にじが出たりしたけど、通して見れば良い日だったと結論づけるように。

「じゃあ、ぼくからスピカに伝えておいてもらえる？　委員長」

「なんだ？」

　少しだけ身を乗り出すようにして、鈴すず木き未み翠すいは透とおるに近づいてくる。

　透は、最後になってようやく口を利きいてくれた委員長に、お礼のつもりでこう言った。

「今度スピカと一いつ緒しよに海へ行くとき、どんな水着を着てくるか楽しみにしてるって」

　それをしっかりと耳で受け止めてしまった委員長の内部で、なにか高エネルギー体が荒あれ狂くるっているような沈ちん黙もくが生まれる。

「キミも、せいぜい夏に向けて鍛きたえておくんだな」

　地元の駅での別れ際、委員長は一言そう告げて、走って家の方向へ帰っていってしまった。
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　校内に気になるウワサが発生していた。

　なんと、あの委員長・鈴木未翠に「俺おれと付き合ってくれー！」と告白した男子がいるらしいのだ。

　透はそれを耳にした時、椅い子すから尻しりが四センチほど浮ういた。

「ど、ど、ど、どういうこと!?」

　彼は最初、どういうわけだかそれは自分のことだと思ってしまったのだ。

　が、そんなハズがない。あるわけないではないか。

「うぅ～ん、それは僕も気になるねぇ。教えておくれよ、ヨースケン」

　吹ふき多たくんにも促うながされた情報提供者、エロ蒸じよう気き機関・矢や沢ざわ要よう介すけはもったいぶらず二人に教えてくれる。

「Ａ組に蓬よもぎ田だっていうヤツがいるだろ？　あいつが昨日の放課後、委員長に告ったらしいんだよ！」

「ええええっ!?」

　そんな話はスピカからも聞いてなかった。

　透は昨日の放課後『メイドカフェ＠スピカ』でお茶を飲んでいた。にも関わらず、その時の彼女には別段変わったところはなかったように見えたのだ。

　もしかして本当に、委員長とスピカは別人なのか!?

「うぅ～ん、で、委員長はその告白をＯＫしたのかな」

「いや、それが手ひどく委員長に振ふられたらしくて、蓬田は今日、学校に来てねーらしいぜ」

　うぷぷぷとヨースケンは両手で口元を隠かくす。笑ったら悪いとは思うのだけど、透も思わず頬ほおが緩ゆるんで、ガマン大会的な顔になってしまう。安心したのだ。

「いや、でも俺は蓬田を尊そん敬けいするね！」

　ひとしきり笑ってからヨースケンにそんなコトを言われても蓬よもぎ田だくんは浮うかばれないだろう。

「だってあの委員長に告白したんだぜ？　その勇気は称たたえられてしかるべきだろう。……まあ、なんでよりによってあの委員長に、っていうのはあるけどな」

「うぅ～ん、ヨースケン？　それはキミの目が節穴だからじゃないかな」

「は？」

「キミ、あの委員長の株が最近上がってることに気づいてないのかい？」

「どういうこと？」

　思わず身を乗り出したのは透とおるだった。

「今からだいたい……一ヶ月くらい前からかな。委員長、なんというか、ちょっと美人に……なってきてるんだよねぇ」

「マジでか!?　あの委員長が？　……まあ、そういや確かに最近、あんましトゲトゲしてねー気もするけど……」

　しかし、ヨースケンはまだ信じられない様子だった。

「うぅ～ん、透くんはそれよりも前から気づいてたみたいだけど。実は委員長って、かなり美形なんだよね。雰ふん囲い気きがキツイから誤解されがちなんだけど、前々から憧あこがれている男子は少なくなかったんだよねぇ」

「ええっ？　透お前、気づいてたの!?　だからお前、委員長と『文化祭実行委員』とかやってんの!?」

「ぼ、ぼくは別に、そういうわけじゃ……っ！」

「それにほら、最近は委員長、女の子達と笑ってたりする時が多くなって、それを見て、ひょっとしたらって心を決めた男子が出てきたんじゃないかな」

　それからしばらく委員長を巡めぐる噂うわさ話ばなしが続いたが、透にはあまりよく聞こえていなかった。

　スピカとの水族館デートが成功した連休明けから、委員長がさらにパワーアップしていたのは確かだった。

　解消が難しかったストレスがあのデートで消え去ったのか、重たい鎖くさりから解放されたような委員長のさらなる活かつ躍やくは、周囲から恐おそれられるだけのレベルを突つき破やぶり、ついには憧れられるステージに入っているらしい。　

　委員長は元々、そのポテンシャルを持っていた。

　それを解放してしまったのは、

「たぶん、ぼくだ……」

　透は恐ろしくなってきた。

　みんなが委員長を意識し始めている。それはマズい兆ちよう候こうだった。

　これまでの委員長・鈴すず木き未み翠すいの注目度は、できるだけ避けたい人としてのものだった。

　それが今では、ヨースケンの表現を借りれば「最近、ちょっとよくね？」的注目度があがっているというのだ。もともと意識されてはいた人物だったから、評ひよう判ばんが反転するだけならばその浸しん透とうも早いだろう。

　生徒達は、鈴すず木き未み翠すいという女子生徒の魅み力りよくに惹ひかれ始はじめているのだ。

　このまま委員長に告白する男子が相次げば、いつか彼女は好みの男子生徒を見つけ、ＯＫを出して、誰だれかとつきあい始めてしまうかもしれない。

　それになにより、委員長は自分が告白されたということをおくびにも出さず、なにもこちらへは伝えてくれなかったという事実が、重く大きく透にのしかかってくる。

　少なからず、ショックであった。

　なので、その日の放課後、

「まったく、キミはなんでそうずっと呆ほうけた顔をしているんだ」

　クラスの『文化祭実行委員』として、初めて全体会議に出席した後、二人きりの教室で透とおるは委員長に顔をしかめられた。

「本物の愚おろか者ものみたいだぞ」

　鈴木未翠はその日も会議の席で、文化祭期間内における体育館使用スケジュールの運動部と文化部の使用比ひ率りつの偏かたよりについて、いっそ運動部と文化部の合同企画で乗り切ってみてはという妙みよう案あんを提出している。その横で透は終始ポケーっとしていただけなのだ。

「まさか、あの時の華か麗れいなる私の立たち振ふる舞まいに見とれていたのか？」

　委員長がこのような冗じよう談だんを言うのは透の前でだけであった。しかし、当の本人である透はそれを知ってか知らずか、

「うん、委員長って笑うとかわいいんだよなぁ……って……」

「ん、な……っ」

「そりゃあ、委員長に告白する人もいるよね……」

「お、愚か者ーっ！」

　透はこの時、引き続きポケーとしていたので、委員長が目の前でどのようなコトになっているのかわかっていなかった。見ていたらきっと楽しかったハズである。

「……誰から聞いたのだ、私にそのようなコトがあったと」

　が、鈴木未翠はすぐさま体勢を取とり戻もどす。半月型のメガネに周囲の景色を映し込む。

「ヨースケンから」

　透は流れのままポロリと口から友人の名をこぼし、

「あの妄もう想そう蒸じよう気き機関め！　あとで見ていろ……」

「あ、ああっ！　ち、違うんだ委員長！」　

　ハッと我に返った。しまった、友人であるヨースケンの男としての一生が今、終わろうとしている。彼は慌あわてて級友を窮きゆう地ちから救おうと試みる。

「ていうか、そのことはみんな知ってるよ!?　委員長がＡ組の蓬よもぎ田だくんから告白されて、それを振ふったっていうの！」

「なんたる……っ！」

　委員長はジーザス！　の発音でそう頭を抱かかえた。透とおるはそのまま精神的に彼女がよろけた方向へと風を送ってヨースケンから話題を遠ざける。

「委員長こそ気づいてる？　最近、委員長の人気ってすごい上がってるって」

「なんだその情報は！」と鈴すず木き未み翠すいはさらに悶もん絶ぜつし始はじめる。透はドキドキしてしまっていた。こんなふうに委員長が身をくねらせている場面はそうお目にかかれるものではない。透は呪じゆ文もんのように小声で続けた。

「委員長はメイド服を着ないと自分が女の子らしいところを出せないとかって思ってるかもしれないけど、本当は全然そんなことなくて、今の委員長だって充じゆう分ぶん魅み力りよく的てきなんだってことを、そろそろ自分自身でも自覚しぐむふぅ」

　委員長・鈴木未翠による腰こしの入った掌しよう底ていが透のこめかみにヒット。彼は半回転して床ゆかに転がった。透は、ちょっとはしゃぎ過ぎちゃったのだ。

「そ……それで透くん、キミは不安になっているのか？　私がくだらない恋愛にウツツを抜ぬかすんじゃないかと、そう思ったというんだな？」

　なんだかズレているような気がしたが、

「ま、まあ、なんというか……」

　透はそれを否定できぬまま、立ち上がる。

「はっ！　なにをくだらないコトに悩なやんでいるんだキミは。キミは私が他の者になんと言われているのか知っているんじゃないのか？　『鋼こう鉄てつの委員長』、『めちゃカタ委員長』、はては『秩序オーダーのオブ絶対零度アブソリユートゼロ』だぞ？」

　彼女はヤレヤレと肩かたをすくめ、溜ため息いき混じりに、

「ふん。そんな私と釣つり合あうのは、キミのような適度に鈍どん感かんで……──」

「……は、い？」

　透が次の瞬しゆん間かん「うぐぅん」とうめいた理由は、委員長の腰から太ふと腿もも、そして足刀へと最大遠心エネルギーを込めた、影かげをも切きり裂さく回まわし蹴げりを喰くらったからだった。ぱぁぁんというクラッカーのような音を立てて、透の身体はちょっと宙に浮ういた。

「そんなくだらないことを考えている暇があったら、自分達のクラスの文化祭の出し物、あるいは『＠スピカ』の新メニューの一つでも考えたまえ!!」

　そして、彼女は教室を出て行ってしまう。

「委員長は最近、ぼくのことを、サンドバッグかなにかと思っているんだろうか……」

　床に伸のびたまま、透はぼうっと天井を眺ながめた。

　ともかく、自分は委員長の逆げき鱗りん的てきなものに触ふれてしまったのだろう。やっぱり告白されたとかされないとかは委員長にとって鬼き門もんなのだ。一刻も早く謝ったほうが身のためだった。

　折良く今日は『＠スピカ』の営業日。

　透とおるは彼女の後を追いかけるように、例のマンションへ急いだ。

　結果、彼は鈴すず木き未み翠すいが考えていた『メイドカフェ＠スピカ』の開店時間よりも、かなり早く到とう着ちやくしてしまったらしく、

「わ、まだ着替え中だ愚おろか者もの！　なにをやっているぅ！」
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　ノックもせずに委員長の部屋の扉とびらを開けてしまった彼が見てしまったものは、言わば鈴木スピカとでも言うべき変身中の姿。つまり、制服からメイド服への着替え中だったわけで、

「ご、ごめん鈴木スピカ！」

　透も混乱していた。心臓がばくばく言っていた。見てしまった。なんかいろいろ見てしまった。これはもう、さすがにこれは、いろいろなコンボで終わるかもしれない。

「用意ができましたにゃん、ご主人様……」

　どれぐらい時間が経ったのか。おそらく三分と過ぎてはいなかっただろう。けれど透の体感時間で一時間ほどの後、かちゃりと開いた『＠スピカ』の扉。

　恐おそる恐おそる中に入れば、

「ひどいにゃんご主人様！　メイドの着替えを覗のぞくなんて！」

　やっぱりスピカは怒おこっていた。透は平謝りに謝るしかなかった。これはもう全面的に自分が悪い。警察に突つき出だされたとしても弁解の余地もない。

「スピカはご主人様を許したいにゃん。でも、ただ許したら、えっちなご主人様はこれに味をしめて、もっともっとスピカにえっちなことをしてくるに違ちがいないにゃん！」

　そんなことはない。自分はぜんぜんえっちじゃないのだと透とおるは頭を下げ続けるのだが、上下運動を繰くり返かえす頭の中では、さっきから鈴すず木きスピカの映像がリピート再生し続けているのだから、

「ほらまたえっちぃことを考えてるにゃん！」

　な、なぜそれがわかったー。

「ご主人様はすぐに顔に出るんだにゃん。スピカはご主人様がえっちなご主人様で、もう情けない限りだにゃん……」

　透はもう謝罪のために平へい身しん低てい頭とうしすぎて床ゆかと同化していた。自分が本当に情けなかった。もう彼女の部屋の床として暮らしてそこで生しよう涯がいを閉じたかった。ぼくは毎日下からスピカを見上げ、彼女に踏ふまれて生き続けるのだ。

「わ、わかったにゃん！　もう許すからわけのわからないことを考えてそれを表情に出したらだめにゃん！」

　うう、ありがとう。ありがとうスピカ。

「でも、ご主人様を許すには、条件があるにゃん」

　もうなんでも受け入れるつもりだった。スピカの願いだったら、床になってもかまわない。

「床はもう置いておくにゃんご主人様！　そうじゃなくて、スピカはまた……ご主人様と……デートがしたいんだにゃん」

　そんなコトならもちろん構わない。じゃあ、さっそく次の休日に──

「うぅん、デートは今からするんだにゃん♪」




　　♪




　時刻はその日の夜、八時半。

　お出かけメイドと専属ご主人様は、マンションから歩いて五分ほどの距きよ離りにある公園にいた。

「見つかっちゃう！　見つかっちゃうからスピカ！」

「大だい丈じよう夫ぶだにゃんご主人様。この時間、ここは穴場なんだにゃん」

　林立するマンションとマンションの緩かん衝しよう地帯として作られたような、管かん理りされた常緑樹の森。

　ここは、本来ならただ幅はばの広い通路になるところへ無理矢理に木を植え、水飲み場や東あずま屋やを作って『やすらぎの森公園』と名前をつけただけのスポットなのだが、二人にとってそんなことはどうでもよかった。

　スピカにとってここは、ご主人様と一いつ緒しよにお外でデートしたいがため、前々からチェックしていたお出かけスポットとして。

　そして透とおるにとってはいつ何なん時どき、共通の知り合いとすれ違ちがうとも限らないデンジャラスゾーンとしての意味しか持っていない。

　ここは駅の南エリアにあるオタク街でもなければ、遠くの地にある水族館でもないのだ。

　すれ違う通行人は、突とつ如じよ現れたメイドの姿を鮮せん明めいに脳のう裏りに焼き付け、後の世まで『あれはなんだったのだ……』と、うずく好奇心を必ずや持て余すだろう。

　もちろん透は反対した。猛もう反はん対たいした。

　しかしながら、

「夜だったら平気にゃん！　お願いします、ご主人様！」

　もともと、彼がスピカに許してもらうために「なんでもしますから」と出してもらった条件である。透も強く押おし切きることができない。

　結局、しぶしぶ『メイドさんと夜のデート』へやって来てしまった。

「どう？　ご主人様。案外平気だにゃん？」

　時間帯によるものだろうか。それとも立地が関係しているのだろうか。

　両側にそびえる高層マンションにはたくさんの明かりが点いているが、この『やすらぎの森公園』には驚くほど人がいない。しかも点々とある街灯の下、たまに通行人とすれ違ったとしても、なぜか皆みな、こちらを見ようとしていない気がする。

「スピカは別に、誰だれかに見てもらいたくてお外にご主人様とお出かけするわけじゃないんだにゃん」

　彼女はこの場所が、かように安全であることが最初からわかっていたらしい。

　スピカは、あくまで『ご主人様とデート』というシチュエーションを楽しんでいるようだった。

「なるほど……」

　どうやら本当に安全らしい。

　それに、と透は考える。

　委員長・鈴すず木き未み翠すいが学校代表として出場する弁論大会まで、あと一週間を切っている。

　彼女はそれにともなって、そうとうストレスを溜ため込こんでいるに違いない。

　このくらいのわがままは大目に見よう。学校での彼女を知っている透は、そう心を落ち着けたのだ。

「それよりも、ご主人様？」

　水族館の時と同じ『メイドルックお出かけバージョン』に身を包んだスピカが、少しだけ先に行ってしまった透に追いつこうと手を伸のばす。

「スピカ……!?」

「こうしないと、逆に怪あやしまれてしまうんですにゃん……」

　彼女の手は、透とおるの左手を握にぎりしめている。そればかりか、まるで彼の腕うでを抱かかえ、抱だきしめるようにして、腕を組んできた。

「え、あ、」

「周りをよく見て欲しい……んだにゃん」

　言われるがままに、今まさにすれ違った二人組の通行人へと透は振ふり返かえる。

　カップルだった。

　おそらくはサラリーマンとＯＬが腕を組んで寄より添そい、繁はん華か街がいの方向へと消えていく。

「……あ」

　これまでの記き憶おく、プレイバック。

　この『やすらぎの森公園』ですれ違った通行人、そういえばどの人ひと影かげも同じような二人連れで寄り添っていて、なぜかこちらを意識しないようにしてはいなかったか。

「ここは、実はそういう公園なんだにゃん、ご主人様」

　気がつけば、ベンチに座っている二人組も、前からやってくるペアルックの二人も、片方が男性で、もう一方が女性。

　そしてぴったりと寄り添っている。

　つまりここは、人通りが少ないという立地から、男女の逢あい引びきスポットとして有名であり──

「だから、」

　透はようやく理解する。この公園では、こうしてくっついていない方が目立ってしまうというわけなのだ。

「ご主人様、もっと力を抜ぬいてリラックスしてもらわないと困るにゃん」

　無茶を言わないで欲しかった。だって女子とこんなに密着するなんて初めてのことなのだ。しかも彼女とは昼間、学校でのすったもんだがある。意識するなというのが無理な話なのだ。

　まったくスピカは──委員長は、いったいなにを考えているのだろうか。

　どうしてこんなにも、きつく腕を握ってくる??

　これは委員長が学校で誰だれかに告白されたコトと、なにか関係があるのだろうか。

　透は意志とは無関係に、あらゆる神経がスピカと密着する部分に集中してしまい、自分の身体をうまく操ることができなくなっていた。脳にいなくてはならないハズの司令長官が、スピカ側にヘリで視察に出かけてしまっています。

「ベンチに座るにゃん？」

　そうしたほうがよさそうだった。座ってしまいさえすればスピカも腕を離はなして、

「スピカさん……？」

　くれないのであった。

　お出かけメイドは、ベンチに腰こし掛かけても、体重の何割かを預けてくるように透の腕を抱いている。

　なにか、なにか話題がないと、間が持たない。

「そ……そういえばスピカ、昼間に、クラスの文化祭の出し物を考えろって、言ってたけど」

「うにゃぁ……？」

　スピカはウトウトしながら頷うなずいている。透とおるは気づかないふりして続ける。

「あれさ、どうせだったらぼく達二年Ｅ組は、『メイドカフェ』をしたらいいんじゃないかな」

　もたれかかるメイドの息が、緩ゆるやかに。

　そして、彼女は身体が軽くなるような深呼吸をして、

「そうなれば、素敵だにゃあ」

　複雑な溜ため息いきをついた。透にもわかった。無理なのだ。こちらから提案したらクラスのみんなから委員長が正気を疑われるだろうし、クラスメイト達からそのような意見が出てくるのも考えにくい。透自身も詮せん無ないことを言ってしまったと、少し、後ろめたくなって、

「あ、あの、スピカ？　ほら、それより今は、周りに誰だれもいないから、その、なんというか、そろそろ身体を──」

「静かにしてにゃん……」

　スピカはなんだか眠そうに、けれどきっぱりと透を遮さえぎった。

　彼女はいつの間にか、まるで子こ猫ねこが獲え物ものを狙ねらっている時のような表情で目をつぶり、精神を集中させていた。心しん眼がんにて、左から右に、上からから下に動くなにかに意識を集中して、飛びかかるチャンスを狙ってじっとうずくまっているみたいだった。

　もちろん透はその間、動けないでいる。

　そしてようやく、スピカが抱だきしめているのとは反対側の半身から、ユルユルと力が抜ぬけてきた頃ころ、彼女にしかわからないタイミングで、

「充じゆう電でん完了！」

　メイドはベンチから立ち上がる。

　透はその時、彼女のセリフ通り、体力と精神力をスピカに吸すい尽つくされてしまったようになっていた。

　ふらふらだった。　

「さ、ご主人様？　おうちに帰るにゃん！」

　透は長く、ゆっくり、張はり詰つめていたものを解き放つように息を吐はき、スピカと一いつ緒しよに帰路についた。




　その吐いた息をもう一度飲み込む事件が、このすぐ後に起こる。




「スピカ、コンビニでアイス買いたいにゃん」

　帰り道、道の前方に明るいコンビニが見えてきた時、メイドが言った。

　まあ、平気か。

　と、透とおるの気も、確かに大きくなっていた。今日一日、色々ありすぎたせいで疲つかれてもいたのだ。

　コンビニの店員はさすがに慣れたもので、メイドルックのスピカに最初はびっくりしたみたいだが、すぐに意識の外にやってしまったようだった。　

　しかし、客もまばらな店内で、透は気づく。

「あそこでカップ麺めん選んでるのって、菅すが原わら先生!?」

　さっきから店内に、なんだか妙みような気配はあったと思ったのだ。年の頃ころ三十代半ば。見覚えのあるスーツ姿の、それはまごうかたなき二年Ｅ組の担任の先生だった。

　その時、透の隣となりにスピカはいなかった。

　彼女は確か、アイスコーナーで、




　確認した瞬しゆん間かん、気が遠くなって視界が灰色に揺ゆらいだ。




　菅原先生が、アイスコーナーで熱心に商品を物色しているメイドに気づいた。

「あああっ！　菅原先生！」

　透は瞬間、ポテトチップが内部から破は裂れつしたような声を出した。

　店中の客が、店員が、透に注目した。

「偶ぐう然ぜんですね先生！　先生も学校帰りですか？」

　菅原先生も突とつ然ぜん大声で自分の名前を呼ばれ驚いたのだろう。

「な、なんだ浮ふ原わら、お前の家はこっちだったか？」

「違ちがいます、友達のところで遊んでたらこんな時間になっちゃって。先生こそ家はこの辺なんですか？」

「いや、まあ、なんというか……、たまたまだ」

　きっと繁はん華か街がいで夕飯を食べて来た帰りなのだろう。顔が赤いし、少しアルコールの匂においがする。

「先生も大変ですねー」

　透はキャラになくテンションを高くしている。視界の端はし、硬こう直ちよくから解放されたスピカが店から出るのを確認。あと一息、

「そうだ先生、僕、今日の授業でちょっとわからないところが──」

「明日にしてくれ浮原。先生、ちょっと今日は酔よっぱらっててだな……」

「それもそうですよね。すみません」

「早く家に帰れよ？　親御さんを心配させるな」

　菅すが原わら先生はそう言って、雑誌やお弁当の会計をすませ、店から出て行ってしまう。

「うぃす！　また、明日、学校で！」




　透とおるは、さっきの『やすらぎの森公園』の入り口でスピカと落ち合うことができた。

「ご主人様っ！」

「スピカ、よかった」

　駆かけ寄よってきたスピカはぶるぶると震ふるえている。

　しかたがない。

　なにしろ一番見つかってはならない相手に、ピンポイントで姿を見られたのだ。

　透の心臓だって、まだ鳴りやんでない。

「あ、ありがとう……だにゃん」

「うん、先生にはたぶんばれてない。間かん一いつ髪ぱつだったけど」

「ううううっ！」

　震えが収まらないのだろう。スピカはすがるように透の両手を握にぎりしめてきた。

「ス、スピカ!?」

　振ふりほどくわけにもいかなかった。だからといって、どうしたらいいのだろう。

　透がスピカ手をきちんと握りかえそうかどうしようか、ためらっていた時だ。

「ん？　スピカ？　どうしたの？」

　スピカは痙けい攣れんするようにカラダをひくつかせていて、

「あ、ありがとうだにゃん、ご主人様……！」

　そう言いながら、彼女は涙なみだをぼろぼろ流しながら、笑い始めていたのだ。

「スピカ？　ちょっと、スピカ？」

　マンションの谷間にこだまするくらい、コロコロとした彼女の笑い声は大きかった。

「ご、ご主人様のおかげで、た、助かったにゃんっ！　もう、もうだめかと思った……まさか、先生が、コンビニに……っ」

　おそらく、激しい緊きん張ちようと急激な解放によって、スピカの精神は一時的にわけがわからなくなってしまっているのかもしれない。透がオロオロしていると、

「ご、ごめんなさいご主人様、だって、ご主人様、すごい……テンション高かったんだにゃん！　あ、あんなご主人様、見たことなくて……っ！」

「えええっ!?　あの時の僕を思い出して笑ってるの!?　だってそれは、スピカを助けるために、しかたなく……っ！」

「ぃ、いたたたた、お腹が、笑いすぎて、お腹がいたいにゃんっ！　笑わせないで、もう笑わせないでご主人様っ！　いたたた……！」

「ちょ、ちょっとスピカ、静かにしないと、マンションの住民に通報されちゃうから！」

「そんなこと言って、ご主人様だって笑ってるにゃんっ！　ご主人様こそ、静かにしなきゃだめにゃんっ！」

「くそ……どうしたら、どうしたら……っ！」

　ついに透とおるもスピカと一いつ緒しよになってお腹を押おさえて、笑い出してしまった。

　大だい爆ばく笑しようだった。

　笑ってる場合じゃない。二人はついさっきまで、破は滅めつの一歩手前にいたのだ。だけれど考えれば考えるほど、なにがなんだかわからなくなった。

　もしも菅すが原わら先生にばれたとして、どうやってこの状じよう況きようを説明したらいいのだろうか。

「じゃあ、もう、ご主人様が押さえてにゃん！」

　その時だった。

　がばりと、スピカが透に腹ふつ筋きんを押しつけた。彼女の腹筋は、柔やわらかかった。

　スピカは笑いすぎて涙なみだ目めになりながら、なんのためらいもなく両りよう腕うでを透の首に回して、自分の腹筋をご主人様の腹筋で押さえ込むように抱だきついてきていた。

　スピカの発作は、収まっていた。

　が、次に収まりがつかなくなってきたのは透だった。

　そのままスピカの背中へ、両腕を回そうか、回すまいか。いや、これはもう、流れ的に絶対にそうするべきで──

「ん？　つ、つめたいっ？　スピカ、ちょっと、なんか冷たい！」

　首筋が凍こおり付つくようだった。

　最初は緊きん張ちようした彼女の指先が冷えているのだとおもったが、それにしてもこれは冷たすぎる。

「う、うにゃあ？」

　二人して気がつく。

　スピカの手には、アイスが握にぎられているのだ。

「スピカ、これ、……お金払はらった？」

「コンビニから、もってきちゃったんだにゃん！」

　二人は慌あわててさっきのコンビニに取って返した。

　バイトの人は、呆あつ気けにとられたように二人を許してくれた。




　　♪




　夜のお散歩デートハプニングが起きた後から、二人の間に少しずつ変化が起こり始めていた。

「お待たせいたしましたにゃん、ご主人様」

「ありがとうスピカ」

『メイドカフェ＠スピカ』でのお互いの振ふる舞まいは、一見すれば今まで通り。

　けれど、お互たがいが視線を合わせる時間。テーブルを挟はさんで向き合った時に相手を見つめる時間がほんの少し、短くなってしまっていた。

　おまけにその時、双そう方ほうの顔が赤い。

　そして二人とも、それを相手に悟さとられないようにと、いつもの自分を思い出そうとして、それができずにいる。スピカが持ってきた紅茶はカチカチと小刻みに震ふるえていたし、テーブルに置かれたそれを手にした透とおるの指もぎこちない。　

　今までにない緊きん張ちよう感かんが、二人の間に生まれていたのだ。

　だが、透にもスピカにも、それがなぜなのかが、わからない。

　自分はなんでこんなにも相手を意識してしまっているのだろうと混乱している。

　お互いが不思議に思い、相手に自分が緊張してしまっていることに気づかれないようにと、さらにコチコチになってしまっている。

　そんな影えい響きようは、なんとあの委員長・鈴すず木き未み翠すいにまで及およんでいた。

　これもまた、夜デートのハプニングから数日後、学校での昼休み。

　エロエロ蒸じよう気き機関伝説・ヤンヨースケンこと矢や沢ざわ要よう介すけが今回学校に持ち込んだものは、とあるＤＶＤだった。

　彼は丁てい寧ねいに、ＤＶＤのデータをｉＰｏｄに詰つめ込こみ、小さな外付けスピーカーまで取り付け、みーんなで鑑かん賞しようできるようにして、準備は万ばん端たん。

　ＤＶＤのタイトルはもちろん、雁かり瀬せ☆中トロ☆夢ゆめ葉はちゃんで『おあいそをお・ね・が・い』。

　透とその一味も馬鹿ではなかった。

　大喜びしながら教室でそんなものを拝はい見けんしていたら、アッという間に委員長によってｉＰｏｄを板チョコみたく割られてしまうのは目に見えている。

　よって彼らは四時間目の授業が終わった直後、人目につかない体育館裏にて、あの男子ドームを形成していた。

　透が持つｉＰｏｄを中心にヨースケンと吹ふき多たくん、そしてその周囲を、例によって同じクラスのいつものメンバーがイヌイットの住居のごとく組み合い、見た目よりずっと快適なドーム型住空間を提供していたのだ。というか、ｉＰｏｄってすごいよね。

　ＤＶＤは浜辺を走る夢葉ちゃんが、ちゃらら～ん♪と明るい音楽をバックに飛びはているところから始まった。

　～♪「あぁあっ！　そんな、そのまま水になんか、濡ぬれたらぁっ！」「透すけてるか!?　これ透けてるか!?」～♪「なにその紐ひも！　なにその紐は！」「引っ張らせろ！　俺おれに引っ張らせてぇぇ！」～♪「止めろー！　いったん止めろぉ！　拙せつ者しや、休きゆう憩けいタイムを要求する！」「見えるぅ！　み、見えぇえるぅぅっ！」～♪

　雁瀬☆中トロ☆夢葉ちゃんは今日もたゆんたゆんであり、静止画の数十倍の破は壊かい力りよくで男子高校生を直撃。ドームを中心に周囲の温度が一～二度上がり始めた、その時だった。

「ちょっと、良いだろうか……」

　異質な声が、そこに混じった。ドームの外側をチラリと見た一人の男子生徒は絶ぜつ叫きようする。

「い、委員長だあぁっ!!」

『うわぁああああぁぁぁぁぁぁ～～………………』

　彼らは油断していたのだ。まさか、あの多た忙ぼうな委員長がこのようなところまで追つい跡せきしてくるとは。しかし、なぜここがわかった!?　

　そのような悔かい恨こんも刹せつ那な。

　ドームは瞬しゆん時じに散サンッと弾はじけ、さっきまで半球型を形成していた男子生徒達はスローモーション平泳ぎで、校舎のほうへと飛んでいった。

「ひぃっ！」

　またもや一人、透とおるが残された。そして彼はその場で腰こしを抜ぬかしたまま、自分が今絶体絶命の危機きにあるコトを悟さとった。

　あらゆる意味合いにおいて終わりを感じたまま、透が止め方のわからないｉＰｏｄを手にガクガク震ふるえていると、

「透くん、昼ご飯は……まだだったろうか」

「は、えっ？　ええっ？」

『鋼こう鉄てつの委員長』には、先ほどの煩ぼん悩のうドーム、そしてｉＰｏｄの中で蠢うごめく『おあいそをお・ね・が・い』が見えていないのだろうか。

「作って、来たのだが」

　いったい何を。ぼくを八やつ裂ざく拷ごう問もん器具？　彼女は英語辞書ほどの大きさの四角い物体が入っているらしき包みを手にしている。怖こわい。

「お弁当……だ」

　お弁当だった。お弁当なら怖くはなかった。

　こうして、透と鈴すず木き未み翠すいは二人して、体育館の裏で手作りのお弁当（中身はサンドイッチ）を食べることになったのだが、その間、委員長はずっと無言で、しかも、目の前の透からずっと視線を逸そらしたままだった。

「な、なにをしに、来たんだろう……委員長は……」

　というのが透の素直な気持ちであったが、テンパリ具合は彼だって同じようなものだった。

　きっと美味おいしかったのだろうけど、透にはサンドイッチがいったいなにサンドだったのか、後になってもちっとも思い出せないのだ。




　つまりはこの時期、二人は同じく、奇き妙みような焦あせりを抱いだいていた。




　こんなのっておかしかった。だって、なんだかすごく胸が苦しいのだ。

　ひょっとして、今のこの状態は、『楽しい』か『楽しくないか』で言ったら『楽しくないこと』に分類されるんじゃないだろうかとすら思う。

　だってこんなにもどかしくて、時折胸に痛みすら走る。

　早くいつも通りになりたかった。

　以前みたいに、もっと自然に接することはできないものか。

　心が、まったりと風か邪ぜを引いてしまったような微び熱ねつ的てき状態を持てあまし、先に我が慢まんできなくなってしまったのは少女、メイドのスピカだった。

「そ、相談が、あるんですにゃんご主人しゃま！」

　その日の放課後、ところは『＠スピカ』にて。

　透とおるの向かいの椅い子すに座っていたスピカは、緊きん張ちようのあまり語尾を噛かんだ。しかし彼女はテンパリ過ぎてそれに気づいていない。

「な……なに？　スピカ」

　そして透も、それを突つっ込こむ余よ裕ゆうを持ってはいなかった。飲もうとしていた紅茶を騒そう々ぞうしく受け皿に戻もどし、姿勢を変えた。

「実は、なんだかこのごろ……スピカ、おかしいんだにゃん……」

　そういえば、今日の彼女はいつもとちょっぴり違ちがう気がする。透は思った。なんとなく、いつもより、かわいい気がするし……

「も、もしかしたらスピカ、メイドをし足りないのかもしれないんだにゃん！」

「メイドを、し足りない？」

「スピカはもっともっと、ご主人様にご奉ほう仕ししないと、な、なんだか、きっとおかしくなって、我慢ができなくなってしまうんだにゃん……！」

　透もその考えには賛成だった。理由はともかく、スピカがもっとメイドをすることには諸もろ手てを挙げて賛同したい。スピカがメイドでいるということは、それは自分が彼女の近くにいられる時間が増えるということで……

「具体的には、どうすればいいの？」

　スピカはくっと、小さくうつむくようにして停止する。呼吸まで静止させたまま、動かない。

「なにか、考えがあるんだねスピカ」

「ない、にゃん」

「言ってスピカ」

「ないにゃん！　スピカはなにも考えてなんかいないにゃん！　でも『どうしても』って、ご主人様が『どうしても言うんだスピカ。そうしないとお仕置きしてしまうよ』ってスピカに言うから、だからしかたなくスピカは今から言うんだにゃん。だからスピカは悪くないんだにゃんっ、悪いのはひとえに、これをスピカに言わせたご主人様なんだにゃん！」

「や、やっぱり言わなくていい！　なんか言わなくていいからスピカ！」

  けれど、スピカは言いました。

「スピカ、ご主人様の通う学校で、ご主人様のメイドをしたいんだにゃん！」

　ご主人様に従順なメイドの口から飛び出た言葉は、音速で透とおるの鼓こ膜まくを震ふるわせてから亜あ光こう速そくで彼の脳のう髄ずいを焼き切り、ポップアップトースターから飛び出た食パンのように少年の喉のどから飛び出した。

「それは無理！　無理だからスピカ！」

　スピカは泣いてすがった。お願いでございますご主人様。スピカにどうかお情けを。後ご生しようでございますから、わたくしにご主人様のあのクラスで、あの教室で、メイドとして振ふる舞まわせていただくことはできないでしょうか。

「きっと、きっとそうすればスピカ、これからもばりばり、ご主人様のメイドでいられるんだにゃんっ！」

　無理な話だった。

　おそらくスピカのわがままなメイドボディは、さらなる刺し激げきを求めてしまっているのだ。

　もしくは委員長が、どうしてもあの学校でスピカとして振る舞いたいと言っているのかもしれなかった。

　合わせ技で、納得はできた。

　日々の細かなフラストレーションは『＠スピカ』で解消できる。

　長期的に溜たまったストレスはお出かけデートで発散が可能だ。

　しかし残りあと一週間を切った──これを考えただけで透の心は激しく揺ゆさぶられる──弁論大会に向け、彼女のやわらかハートは今、かつてない張はり詰つめ方かたをしているのだろう。

　だから、このような暴走に近いお願いをしてきているのだ。　

　透はそう判断した。

　委員長・鈴すず木き未み翠すいのストレスを発散する永久機関であるはずのメイドのスピカは、委員長の暴走をある意味引き受けるかたちで、どんどんエスカレートしてしまっているのだ。と。

　それならば、彼女の無む謀ぼうなこの懇こん願がんも説明がつく。

　ストレスの発生源、諸悪の根源と言ってもいい学校という場所で、溜まりに溜まっているフラストレーションを発散することができれば、委員長にとってそれは、大いなる達成感を得られた状態にもなるのだろう。

　それは全ての解決に近いイベントになるかもしれない。

　──連動している。

　自分の中で何かがつながった感かん触しよくに透は身じろぎした。

　透は一度、鈴木未翠に聞いたことがあるのだ。委員長はどうして弁論大会なんていうものにまで出る気になったのかと。

「弁論大会で優秀な成績を残せば」

　と、委員長はしばらく考えてから透とおるに言った。

「私は、私を許せる気がする」

「自分を許せる……？」

「極みみたいなものじゃないか。〝委員長〟が弁論大会に出るなんて。そこで弁論部でもない私が活かつ躍やくできたなら、……そこまでできたら、もういいんじゃないかと、わたしは考えている」

　透はその時、委員長が自分よりもずっと年上に見えたことを憶おぼえている。

「ここまで流されてきてしまった私だ。だから、今度は自分の足で、そこをゴールにしてみようと、最近……思っているんだ」

　委員長のゴール。

　それが本当に意味していることを、透は知る術がない。

　けれど、彼女の決心を応おう援えんしたいと思った。

　そしておそらくは、この『学校でメイドカフェ』という提案が、スピカというメイドの極みであり、ゴールなのだろうと透は予想した。

　委員長がゴールしたのなら、スピカもそのテープを同時に切らなくてはならない。それは当然なことのように透にも思える。

　が、しかし。

　透にはそれを認めることなんてできなかった。

　なにしろスピカは『学校でメイドカフェをやりたい』と言っているのだ。

　考えただけで透は逃にげ出だしたくなった。

　どうシミュレーションしたって、うまく行くはずがなかった。

　万が一、……いや、確率は十が一、それ以上だろう……他の生徒に「なに、してるの？」と、メイドのスピカが生徒や先生に発見されたら、そこは夜のコンビニとは違ちがって人がいっぱいいる学校なのだ。うまく逃げ切れるわけがない。

　捕つかまってしまったら言い訳だって不可能だし、委員長としてのポジション……というか、鈴すず木き未み翠すいとしての学校での居場所はそれだけで吹っ飛ぶ。

　……しかし、だからこそスピカは、そして委員長は、そこでメイドでありたいと願うのだろう。

　自分をこんなふうにしてしまったあの学校という空間で、ついにメイドであり通したのだ。本当の自分を貫つらぬくことができたのだという達成感が、彼女にはどうしても必要なのだ。




　──認めるわけにはいかなかった。




　どうしても。それだけはだめだった。

　彼女の破は滅めつと引ひき替かえられるものではなかった。

　透とおるは遠くなりかけた意識を自分へと引きずり下ろす。それ以外のことだったら、自分はスピカのためにどんなことだってしよう。本当だ。なにに誓ちかってもいい。

　だから、それだけはだめなのだ。

「そこをなんとか……なんとかお願いするにゃんご主人様……！」

「というかスピカ、学校でメイドをするってどういうことなの!?」

「あの教室をメイドカフェにしてスピカとご主人様の二人っきりで一日過ごすんだにゃん！」

　余計にだめだった。

　だめというか、そんなこと常識的に考えて不可能であった。

　だというのに、翌よく日じつ。

　透は、とある人物に声をかけられる。

「透くん、話がある」

　一人で廊ろう下かを歩いているときに、ぎくりと透は振ふり向むく。

　委員長・鈴すず木き未み翠すいだった。

　彼女はどぎまぎする透の袖そでを引き、ずんずんと人目につかない校舎の端はしまで彼を連れて行くと、真剣な瞳ひとみでこう言った。




「お願いだ透くん、スピカの頼たのみを聞いてあげてくれ。そうすれば私の弁論大会も必ずうまく行くと思う！」




　委員長・鈴木未翠に頼み事をする生徒は数あれど、彼女からここまで真剣になにか頼み事をされている人物を、透は初めて見た。見たと言うか、それが自分だった。

　彼女はここまで追おい詰つめられているのか。

　そしてこれが決め手となった。

　透は机に突つっ伏ぷし、知恵熱で寝込むくらい、悩なやみ、考え、思い詰めた。




　あの委員長が直々に訴うつたえてきたということは、それなりに考えのあることなのかもしれない。

　なにかがそこにあるのだ。




　放課後。

　透は誰だれもいなくなったのを見計らい委員長へと尋たずねた。

「でも、どうやってこの教室でメイドカフェを？」

「透くん。私は公明正大で正義超人な委員長だと言われているけど、実際はそうでもないことをキミに教える、これは良い機会かもしれない」

　鈴すず木き未み翠すいは半月型のメガネに周囲の景色を反射させ、不ふ敵てきに微笑ほほえんだ。

　その日から、透とおると委員長、そしてスピカによる綿めん密みつなミーティングが始まる。

『学校でメイドカフェ大作戦』が、ついに動き出してしまったのだ。

　最初に二人が取りかかったのは情報収集だった。

　それは結果的に、スピカが『水族館デート』の時に作ったデートノートのデータ量をはるかに超えるものになった。

　まず二人は、学校の行事スケジュールを一つ残らずチェック、あらゆる面から検討した。

　その結果として、委員長・鈴木未翠はなんと校長先生の【出張】と【職員会議】ダブルブッキングを発見し、それを校長先生に教えたところとても感謝され、いつもの働きぶりを褒ほめられたうえに、弁論大会の激励まで頂ちよう戴だいしたのだ。たっぷり三時間、校長室に引き留められた。

「ねえスピカ、大だい丈じよう夫ぶ？　なんだか余計に仕事が増えてない？」

「だ……大丈夫だにゃん。スピカ、実は毎日、健全なメイド活動のために、筋トレとか、欠かしてないんだにゃん……！」

　と同時に、あらゆる生徒、生徒が属するグループ、部活動、同好会の活動状じよう況きようが、委員長の情報網により把は握あくされ、主にどのような場所でどのような活動をするのかが調べ上げられ一覧表になった。

「透くん、これによると野球部が甲こう子し園えんに出場するには、まず守備力の増強が不可欠だ。そして、そのためのトレーニングとは──」

「いいから委員長！　委員長が最近なんの本を読んだかはわからないけど、委員長は〝もしも〟もなく、野球部のマネージャーじゃないから……！　もう本題に集中しよう！」

　鈴木未翠と透は、それらの結果をまとめた生徒の動向一覧表を検討し、Ｘデーは五日後の休日が、ベストとは言えないまでもベターだと結論づけた。

　二人は学校の渡わたり廊ろう下かを進みながら、

「でもスピ……委員長、学校が休みの日って、教室には全部鍵かぎがかかっちゃうんだけど」

「そこはこの私に任せておいて欲しいな、透くん」

　鈴木未翠は薄うすく笑い、職員室の中に姿を消し、

「これで文句はないだろ？」

【２─Ｅ】と書かれた木札の付いた鍵を片手に戻もどって来た。

「まさか、盗ぬすんで……!?」

「そんな面めん倒どうなことはするわけがない。透くんは、私がこの学校で今までどれだけ信用を得ていると思っている」

　透は納得した。

　たとえば彼女が「休日に溜たまっている仕事を片付けてしまいたい」と、以前、《学校便り》の編集を手伝った女性教諭に頼たのみ、さらに、委員長が今回掴つかんだ、【教頭先生が足しげく通う喫きつ茶さ店てん】の情報などを彼女に提供すれば、喜んで鍵かぎを委員長に預けてくれるだろう。そう、新人女教諭はチョイワルオヤジな教頭好きという情報すら、委員長は掴つかんでいるのだ。

　気をつけなくてはならないのは大人ばかりではない。

　彼女はＸデーに学校に来る可能性がある生徒を割り出しては、一人一人交こう渉しようし、あるいはその用事を引き受け、あるいは元からなかったことにし、空白の一日を作り上げていく。

　また一方では、校内の保安、安全管理体制が徹てつ底てい的てきに検証される。

　委員長・鈴すず木き未み翠すいはその過程において、お茶飲み友達でもある警備員のおじいさんに「その日は自分は集中して教室で仕事をしたいので、この階は見回り無用」と伝え、同時に「極秘の文化祭出し物の準備もするので」、教室のカーテンを閉め切っていても不自然ではない環かん境きようを整えた。

　そして、もしかしたら仕事が長引いて夕方までカーテンはそのままかもしれないし、友人に作業を手伝ってもらうかもしれないので、あまり気にしないで欲しい。あと、自分はその日、巨大なトランクケースにボストンバッグを担いでくるかもしれないが、それも気にしないで欲しいとも伝えた。

　おじいちゃん警備員はえらく感心し、彼女にあめ玉をくれた。

　鈴木未翠が創り出した『信用』が、それを全て可能にした。

　無理とはこのように通し、道理とはこのように引っ込ませるのだという、それは恐おそろしいまでのお手本だった。

　彼女はあらゆる正当な手段で環境を作り上げている。

　もしもこの日、なにかの間違いで学校に金庫破りなどが発生したら、確実に犯人は委員長・鈴木未翠で決定である。

　それくらいの根回しが静かに、そして速やかに行われた。

　圧あつ巻かんだったのは、当日行われるハズだったバスケ部の試合を、他校開かい催さいに持っていくその手しゆ腕わんだった。

　もしも自分達の高校で試合が行われてしまうと、それだけ露ろ見けんするリスクが高まってしまう。同じ階にある空き教室が控ひかえ室しつに使われたりすれば、スピカのもくろみは崩ほう壊かいしてしまうのだ。

　委員長はまずバスケ部のマネージャーに、練習試合において大切なのはいつもとは異なる環境において実力を発揮できることだと諭さとし、それにはできるだけアウェイでの遠えん征せい試合の経験を積んだほうがいいコトを訴うつたえた。すると、どうしても今年はキャプテンに優勝して欲しいと願っていた女子マネージャーは顧こ問もんの先生にそれを直じき訴そ。生徒の自主性に胸を打たれた顧問は他校への遠征武者修行プランを実じつ施しするという華か麗れいな人間ピタゴラスイッチを披ひ露ろうした。

　それを端はしから、呆ぼう然ぜんと見ていたのは透とおるである。

　ここまでやるのか、この委員長は。

　彼女の手により、あれほど膨ぼう大だいな障しよう壁へきとして存在していたＸデー実行可能チェック項こう目もくが次々に潰つぶされていく。

　不可能が可能になり始めている。

　そして前々日から、『＠スピカ』は特別休業に入り、当日への準備がスピカによって進められた。

　その間、透とおるは彼女からできるだけいつも通り過ごすように言われていた。

　Ｘデー前日。

　その日はあいにくの雨、しかも土ど砂しや降ぶりぎみだったが、予報では明日は晴れとなっていた。

　透は薄うす暗ぐらい学校の廊ろう下かで、委員長から封ふう筒とうを一つ手て渡わたされる。

　家に帰って中を確かめれば、彼女手作りのチケットが一枚出てくる。

『メイドカフェ＠スピカ　教室出張サービス♡　ご主人様限定』と銘めいの入った世界で一枚だけの招しよう待たい券けんだった。

　この『招待券をご主人様に渡す』という項こう目もくのチェックを委員長が『実行ノート』に入れることで、全ての準備が整ったことになるハズだった。

　透はチケットの日付をもう一度だけ確認する。

　Ｘデーは、確かに明日。

　その日は奇くしくも、委員長が出場する弁論大会の前日である。




　　♪




　学校は静かだった。

　晴れ渡った青い空、白い雲も無音。

　休日の学校は、まるで日だまりに寝そべった化石のように沈ちん黙もくしていた。

　校門をくぐってすぐの、いつもなら教職員の車が並ぶ駐ちゆう車しや場じようにも、車は一台もなかった。所々まだ濡ぬれて水たまりになっている窪くぼみを避よけ、透は昇しよう降こう口ぐちからひやりと薄暗い校舎内に足を踏ふみ入いれた。

　外と内との明暗の差に次第に目が慣れてくる中、廊下に立つ透は、改めて校舎内の静けさに別の寒気を覚える。

「これ全部、委員長がお膳ぜん立だてを……」

　彼女はこの日、一日とはいえ学校を支配していると言ってもよかった。

　元々はバラバラにあった空白の時間をあらゆる手段でつなぎ合わせ、そこにあるべき監かん視しの目を、音一つも立てることもなくそっと、柔やわらかく取とり払はらった。

　すべてはメイドカフェのために。

　ものすごい執しゆう念ねんと実行力だった。

　透とおるはある種の感動にクラクラしながら校舎の二階、一番端はしにある教室二年Ｅ組の前にたどり着く。

　いつもは透とう明めいなドアのガラスは、今日はクリーム色の布で内側から覆おおわれていた。

　息を吐はく、軽く吸い込む。

　胸がうずいた。朝からいつもより強めに打ち続けていた鼓こ動どうが、また一段、高くなる。

　透は打ち合わせ通り、携けい帯たいを取り出してメールを一通送信する。もちろんこの扉とびらの向こう側にいるであろう委員長、メイドのスピカ宛あてに。本文は【教室の前に到とう着ちやく】というごく短い一文。送信ボタンから指を離はなし、ゆっくり数えて三秒後。教室の内部で気配が動いた。

　教室の前のドアが、ゆっくりと開いた。

「おかえりなさいませだにゃん、ご主人様」

　教室内に引かれたカーテン越しの柔やわらかい光と温かい空気とともに、メイドのスピカがそこにいた。

　あってはならない場所に平然と微笑ほほえむメイドのスピカ、学校ヴァージョン。

　今日の彼女は、メイド服までいつもと違ちがった。

　まるで学校指定のメイド服。

　基本デザインはいつもの制服を基調としてオーダーしたのだろう。あたかも学校制服の【設定ツマミ】をロリータ方面へと強めに動かしふわふわさせたところへ、フリルやリボン、エプロンを付け足し、とどめにヘッドアクセサリーを追加したような制服メイド服だった。

　透は慌あわてて自分の鼻を押おさえる。心臓が絞しぼり上あげられ、頭の中に入りきれなかった血液が鼻から吹き出したかと思ったのだ。が、おかしい。なにも出ていない。熱い違い和わ感かんが今、鼻筋内を撫なで滑すべった気がするのだけど。

「どうですかにゃん？」

「う、うん、すごい……」

「すごい……なんなんだにゃん？」

　彼女は覗のぞき込こむように尋たずねてくる。スピカと委員長は、今日この日のために最大出力であらゆる準備してくれたのだ。今、ぼくが自分の頭の中にあることぐらい口にしなかったら、それはもうご主人様失格だろう。

「すごい……かわいいよ？　スピカ」

　つっかえつっかえになってしまったが、

「にゃーん！」

　スピカは満面の笑みを両手で恥はずかしそうに隠かくして、カラダをくねらせている。
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「さあご主人様？　ぼうっとしてないで、入ってくださいだにゃん」

「あ、う、うんっ！」

　透はスピカに招まねかれ、教室に足を踏ふみ入いれる。

「ようこそだにゃん、『メイドカフェ＠スピカ』の、ここが支店第一号だにゃん」

　信じることができなかった。ここが本当に昨日と同じ、あの教室だというのだろうか？

「なんだこれ……」

　思わず漏もらす透とおるの背後で、からからからーとドアが閉められ、かちゃりと鍵かぎがかけられた。

「えっ？　スピカ？」

「念のためだにゃん」

「念のため!?」

　もしかしてぼくが外に逃にげられないようにだろうか。だとしたら、そもそもそんなつもりはない。だって、こんな素敵な場所から誰だれが逃げ出したいと思うだろうか。

　透は改めてその空間を見み渡わたす。

　教室が消えていたのだ。

　そこにはいつもの、あの二年Ｅ組がなかった。

　一見してわかった。『メイドカフェ＠スピカ』支店第一号のコンセプトは、雲の上のメイドカフェだった。

「これって……」

　透は思わず、目の前にせり出して来ている雲に手を触ふれてみる。

「……風船!?」

「バルーンアートなんだにゃんっ」

　このスピカというメイドはどこまで万能なのだろうか。

　透とおるがつつけばぷわぷわと揺ゆれる真っ白な雲は、まるでガラスのような光沢を持つ風船を無数に連結させたバルーンアートで、教室の四よ隅すみから湧わき上あがるように配置されたそれは壁かべを覆おおい尽つくし、ここが四角い部屋だというイメージを完全に消してしまっている。

「本当にここが、あの教室なの……？」

　驚きっぱなしのご主人様にスピカは満足そうに頷うなずいている。

「だって、床ゆかも……」

　いつもは傷だらけの茶色い木材タイルを晒さらしている床は、今や組み合わせ式の芝しばを模もしたような緑色のカーペットタイルで覆われていた。

　そして天井には青に群ぐん青じよう、水色、藍あい色いろ、雲の白、軽い気体を詰つめられた風船でぷかぷかと埋うめ尽つくされている。

　いつもの色しき彩さいがまったく塗ぬりつぶされた教室。

　教室後方であった場所には、白い雲の中から伸のびる、くっきりとした色しき彩さいの虹にじを模したバルーンゲートがこの空間を照らすように睥へい睨げいしている。

　漂ただよう匂においすら、スピカが用意しているのであろうキッチンセットからのお茶の甘い香かおりで統一されていた。

　そして透の視線の先には、白いテーブルが一つ。向かい合うように椅い子すが二に脚きやく。

　まるで、天使が羽根を休めるためにお茶会でも開きそうな浮うき島しまのカフェ。

「なんだか、ラピュタみたい……」

「それ、いただきだにゃんご主人様！　ここの名前は〝らぴゅた〟ってことにするにゃん」

　スピカはそれがいたく気に入った様子で、ふふふーんふ、ふーふーふ──ん♪とどこかで聞いたことのあるメロディを口ずさみながら、

「この学校、それからこの教室は、今日はご主人様の貸し切りだにゃんっ」

　浮島の芝生を踏んで透を席へと案内する。

「さあ、お席へ、ご主人様」

「これ、全部ぼくのために……」

　椅子に座った彼は、閉ざされたカーテン越しの光の中にある、この一夜城ならぬ『一夜メイドカフェ』の完成度に感動し、鼓こ動どうをさらに高めていた。

　先にメイドカフェと化していたスピカの部屋と同じく、この教室のクオリティは素人しろうとレベルを超えていた。今すぐ営業を開始して他のお客さんも呼ぶべきだった。それにはもっとメイドを増やして──

「なにを考えているんですにゃんご主人様！　目がまた浮うわ気きっぽい目になってるにゃんっ！」

「痛いスピカ！　ごめん！　ぼく一人が満まん喫きつするから許してぇ……！」

　メイドに耳を引っ張られるご主人様。彼女は透とおるの謝罪にすぐに機き嫌げんを直したようで、

「それではご主人様？　今日はご主人様にコースメニューをご用意してるにゃん」

　スピカの腕うでに促うながされて見れば、黒板に本日だけの限定メニューが書き記されていた。

　透はそれに頷うなずいて、

「じゃあ、よろしくスピカ」

「はい、ご主人様♡」

　メイドとご主人様の、最後のメイドカフェが始まった。




　透はこの六週間のことを、必死に思い出さないようにしていた。

　コースの一品目。

　アイスのダージリンティーとともに出てきたのは、ウサギの形にカットされたチーズが野原で遊んでいるかのように見える『ぴょんぴょんうさぎのチーズサラダ』と、かりかりに温められた『某ぼうパン工場のふらんすぱーん』だった。

　緊きん張ちようで朝ご飯があまり食べられていなかった透に、この前ぜん菜さいはありがたかった。スピカとたわいないお喋しやべりをしながら、透はあっという間に食べ終えてしまう。

　オープンキッチンで、透に姿を見せながら次の料理を用意しているスピカ。

　今日で終わりなのだと、透は思った。

　スピカがそれをハッキリと透に言ったわけではない。

　透が彼女にきちんと確かめたわけでもない。

　けれどそれは最初からの約束だった。専属のご主人様でいるのは弁論大会まで。

　そう約束したのだ。

　──こんなにあっという間だとは思わなかった。

　楽しすぎる毎日だった。だからこそ透は深い後こう悔かいの中にいた。自分はもっとスピカになにかできたのではないか。

　なにもしないまま、ぼくはここにいる。

　事実そうなのだ。自分はただ彼女にされるがままだった。自分は、もっと彼女になにかをしてあげられたのではないか……。

「ス、スピカ……？」

「なん、ですにゃん？　ご主人様」

　コース二品目、温かいミネストローネとジャガイモの冷製スープビシソワーズ。二つ合わせて『こうはくめでたいスープ』をテーブルに置いた彼女を透は見上げる。

「あ、うん、すごく美味おいしそうで……」

「どうぞ召し上がってくださいだにゃんっ」

　透はスプーンを手に取り、ミネストローネを口に運ぶ。

　自分は、こんなにも頑がん張ばっている彼女の横で、流されるように最後の日を迎えてしまった。

　けれど、そんな後こう悔かいを今ここで漏もらすわけにはいかなかった。

　それこそ最悪の選せん択たくだった。

　今までの彼女の努力を少しでも壊こわしてしまうようなマネはできない。それに、たとえ気持ちを伝えたとしたって、もう遅おそい。

　彼女の弁論大会は明日なのだ。

　今までの彼女の行動は、全てそれに向けているものだと言っても過言じゃない。

　それなのにぼくがもし、ここで余計なことを言いだしたら、今までのことが台無しになってしまうだろう。

　よく考えろ。彼女はぼくに、奉ほう仕しするメイドでいさせてくれと頼たのんできたのだ。それを受け入れたぼくは余計なことをするべきじゃない。

　こんなにも頑張ってスピカの役に立てるなら、それだけで充じゆう分ぶん。

　ご主人様のままでいればいい。

　そして明日から、六週間前の状態──彼女と出で逢あう前に戻もどればいい。別に永遠の別れをするわけでもないのだ。委員長とはイヤでも毎日顔を合わせる。

　今は精せい一いつ杯ぱい、スピカに応えなくちゃいけない。

　透は自分自身を、そうやって封ふうじ込こめようとした。

『こうはくめでたいすーぷ』は、冷たいスープと温かいスープのコントラストが楽しいメニューだった。食べる人の気持ちを一番大切に考えてある料理だった。

「ありがとうスピカ。すごく、おいしい」

「ゆーあーうぇるかむだにゃん、ご主人様っ。きっと気に入ってくれると思って作ったんだにゃん」

　スピカは今日もかわらず、優しかった。

　封じ込めようとしていた自分自身が、またもや内部で渦うずを巻まく。

　思考が迷路のような筋道を行ったり来たりする中で、いつもなら通らないような分ぶん岐き路ろを進んでしまう。

　スピカも、もしかしたら、ぼくと同じコトを望んでいるかもしれない……。

　透の呼吸は速くなった。

　そうだ、彼女はこれからも委員長でいつづけるのだ。ぼくはこれからも、そのストレス発散の手伝いができるんじゃないだろうか。

　だって今日で全て終わってしまうのだ。元に戻ってしまうのだ。このままでいる方法は、ただ一つしかない。

「……っ！」

　踏ふみとどまった。

　危あやうく、崩くずしてしまうところだった。

　もう迷うのはやめよう。さっきも自分は決意したではないか。

　自分のためにではなく、今はスピカのために、委員長のためにやり遂とげようと。

　それに──

　もし、断られたらどうするのだ。

「そんなことを言われても困るにゃん、ご主人様。スピカは言ったにゃん。六週間だけ。弁論大会まで、ご主人様でいてくださいって」

「それが終われば、ご主人様はもう、ご主人様じゃないんだにゃん」

　もしもハッキリとそう言われてしまったら、なにかが砕くだけてしまうだろう。

　楽しかった思い出が、自分を苦しめる思い出になってしまうかもしれない。

　まるで人生の全てのように思えてしまうくらい濃のう厚こうだった一ヶ月半の記き憶おくが、全て反転してしまうのだ。そしてそれは、もう二度と元には戻もどらない。

　ありのまま、このままを受け入れるのが一番いいのだ。

　もう気持ちを切り替えよう。うだうだしていたらスピカのご主人様失格だ。

　今を、精せい一いつ杯ぱい楽しむ。それでいいのだ……!!

「さあ、ご主人様、次はメインディッシュだにゃんっ！」

　すすっとスピカがテーブルに置いたのは、

「『すぺしゃるはんばーぐシチューオムライス＠にゃんにゃんたいむ付き』だにゃんっ！」

「え、えええっ!?　にゃ、にゃんにゃんたいむ付き……ッ!?」

　やった、ぼくの大好きなハンバーグだ！　と、なかば無理矢理、やけのやんぱちぎみに喜ぼうとしたのも束つかの間ま、透は驚きよう愕がくに顔をひきつらせた。　

「じゃあ行くにゃんご主人様っ！　にゃんにゃんたいむ、はっじまっるにゃーん!!」

　スピカはためらう透とおるの両手をとって、立ち上がらせた。

「にゃんにゃん！　にゃんにゃん！」

「にゃ……にゃん、にゃん……にゃん」

「ご主人様、もっと元気よく！」

　スピカは満面に笑みを浮うかべ、両手をくいっと招まねき猫ねこにして、腰こしを左右に振ふった。

「にゃんにゃん！　にゃんにゃん！」

「にゃん……にゃんっ、にゃん、にゃんっ」

「その調子だにゃんご主人様っ！」

　透の頭は混乱していても、彼の身体は憶おぼえていた。にゃんにゃんたいむを。

「にゃんにゃん！　にゃんにゃん！」

「にゃんにゃん！　にゃんにゃん！」

　彼女と初めて出逢ったときにも、スピカは見事なにゃんにゃんたいむを透の前で披ひ露ろうしてくれた。そのキレとリズム感は今もいささかも衰おとろえてはおらず、さらに高まってすらいるように見える。

「にゃんにゃん！　にゃんにゃん！」

「にゃんにゃん！　にゃんにゃん！」

　あの時はスピカに置いてけぼりにされたような寂さびしい気持ちを味わったものだ。

　けれど今は彼女についていけていた。シンクロし、ハーモニーすら奏かなでるコトができた。

　これが彼女と重ねてきた時間の結果だった。

　スピカの合図があれば、もういつだってにゃんにゃんたいむを彼女と一いつ緒しよに過ごせるだろう。

「にゃんにゃん！　にゃんにゃん！」

「にゃんにゃん！　にゃんにゃん！」

　もう彼女とは、二度とこうして、メイドと、その専属ご主人様という関係になることができなくとも、

「にゃんにゃん！　にゃんにゃん！」

「にゃんにゃん！　にゃんにゃん！」

　それはもう、過ぎ去ったコトなのだ……！

「にゃん……にゃんっ！　にゃ……ん、にゃぁあ……」

　突然だった。スピカの声が震ふるえ、詰つまり、歪ゆがんで響ひびいた。

「にゃ……スピカ!?」

　腕うでを止め、すわ何事かとスピカを凝ぎよう視しする。
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　スピカはご主人様へと、ダムが決けつ壊かいするように崩くずれ落おちて来た。

「スピカ!?　どうしたの？　え、ちょっと……、スピカ!?」　

「ううぅっ！　うう、……ふぇぇええ……」

　彼女はカラダのバランスを取ることを放ほう棄きしていた。まるで、もっと大事なもののバランスを取ることに全神経を集中してしまい、カラダの制せい御ぎよが追いつかないとでも言うように。

「いやだ……やだ……スピカ、いやだにゃん……」

　ぐじゅぐじゅと泣きべそをかきながら、スピカは声を歪める。

「なにがいやなのスピカ！　も、もしかして……」

　透はハッとした。もしかしたらスピカは、

「……ぼくのにゃんにゃんたいむ、まだダメだった!?　ごめんスピカ！　ぼく的にはもうバッチリかと思ってたんだけど……。こ、こう？　ぼく、きちんとやるから！」

　透はスピカを丁てい寧ねいに椅い子すに座らせ、

「にゃんにゃん！　にゃんにゃん！　にゃんにゃん！　にゃんにゃん！」

　スピカの前で、踊おどった。

「う、うぇえええ……っ」

「ええっ!?　ま、まだだめなの!?　こう？　こう？　にゃんにゃん！　にゃんにゃん！」

　しかし、スピカは小刻みに首を左右に振ふるばかり。

「ちがうにゃん、ちがうんだにゃん、ご主人様……」

　ゴクリと透とおるの喉のどが鳴った。

　確かに、自分はまだ、持てる力をセーブしていたかもしれない。羞しゆう恥ち心しんを捨て切れていなかったかもしれない。しかし、それでも自分はその中で精せい一いつ杯ぱいのにゃんにゃんたいむを披ひ露ろうしたのだ。

　これ以上はげしくにゃんにゃんたいむをしたら、腰こしが壊こわれてしまうかもしれない。

　覚かく悟ごを、決めるしかなかった。

　いいだろう。浮ふ原わら透とおる、一世一代のにゃんにゃんたいむをスピカにプレゼントしよう！

　自分は今までスピカになにもしてこれなかった。ならばせめて今、スピカに完かん璧ぺきなにゃんにゃんたいむを披露することが、ご主人様として自分にできる最善のことではないか。

　そう決心し、両手を再び招まねき猫ねこの型に揃そろえた、その瞬しゆん間かんだった。

「ご主人様……！　ちがうんだにゃん、ご主人様のにゃんにゃんたいむは完璧だにゃん！　そうじゃなくて、そうじゃ、なくて……」

　スピカは椅い子すから身を投げ出すようにして、透の両手を掴つかんだ。

「ご主人様は……、ご主人様はスピカのご主人様なことが、イヤかにゃん？」

「そ、」

　透はためらわなかった。

「そんなことあるわけないよスピカ！　ぼくがにゃんにゃんたいむが上手くないことは謝るから、だから、そんなことは──」

「だからこれはもうにゃんにゃんたいむとかは関係ない話なんだにゃん！　スピカはご主人様に、言わないと、いけないことが、あるんだにゃん！」

　彼女は透の手を揺ゆさぶった。

　スピカの顔は真っ赤だった。瞳ひとみは涙なみだでふにゅふにゅになっている。あらゆる感情の中でも、一番胸を掻かき毟むしりたくなる痛みに耐たえるかのように唇くちびるを噛かんでいる。

　そして彼女は、自分では到とう底てい動かせない巨大な岩に立ち向かうようにして、

「本当は言わないようにするって決めてたにゃん。でも、でも、もう……」




　その時、部屋のドアが開いた。




「!?」「……っ!!」

　勘かん違ちがいだった。ドアは開いてはいなかった。

　けれど二人がそう勘かん違ちがいしたのも無理はなかったのだ。

　開かれようとしていたドアを、鍵が留めていたのだ。その震しん動どうが廊ろう下か側がわの壁かべを震ふるわせた。

　ここは、学校だった。そして教室であった。

　そうである以上、ここに生徒や教師が訪ねてくる確率は、常にゼロパーセントではあり得ない。

　その残ざん響きようが透とおるとスピカの身体を硬こう直ちよくさせていた。

　まだ開いていないだけだった。

　誰だれかが、しかも複数の生徒が、今も教室の外でドアを開けようとしているのだ。

　どうして、そんな、

「ご主人様、早く逃にげるにゃん！」

　この時、スピカは失敗を悟さとっていた。

　痛つう恨こんのミスだった。

　自分は校内のことばかりを考えすぎていたのだ。

　昨日は雨が降ふったのだ。日本全国、雨だった。

　そして学校に数多く存在する部活動の中には、その雨のために活動を予定していた環境に変化が起こり、場所を変更して、学校に戻もどってきた部があるのだろう。

　たとえば郷土研究部。

　透と委員長の担任でもあり、社会科の先生でもある菅すが原わら先生が顧こ問もんを務めるその部は、今日、学校からほど近い山に残された碑ひ文ぶんを調べるフィールドワークに行っているハズだった。

　しかし、前日の激しい雨の影えい響きようで、山道が通行止めになっていたとしたら？　

　こうなるはずだった。

　予定を変更し、学校での活動になる。

　現に、廊ろう下かの向こうからは「菅原先生はまだ来てないの？」「鍵かぎは？」「あれ？　なんで教室の中が見えないんだ？」という生徒の声が聞こえてきている。

「ご主人様、急いで！」

「スピカも一いつ緒しよに、逃げないと！」

「二人一緒は無理だにゃんっ！」

　スピカは言うなり、透の腕をひっぱり窓側、ベランダに通じる出入り口へと移動し、

「でも、あ、なッ!?」

　サッシの鍵を開けるやいなや、透をベランダに突つき飛とばす。　

「スピカ!?」

　サッシは一いつ瞬しゆんで閉められ、カチャンと鍵の締しめられた音。すばやくカーテンが引かれ教室の内部が見えなくなった。　

「スピカ！　ねえスピカ！　ここを開けてっ！　スピカ！」

　頭がついていかなかった。

　スピカは一人教室に残り、ベランダの鍵かぎを締しめ、透とおるを外へ追いやった。

　確たしかに透一人だけならば、スピカが口外しない限り、彼はベランダ伝いに校内に隠かくれ続つづけ、逃にげ出だすこともできるかもしれない。

　けれど、そうなったら彼女はどうなる。

　スピカは中に残った。ぼくを助けるために。

「どうして、どうして……こんな!!」

　透は現実に追いつき始めていた。パニックを起こしている時間などないのだ。自分はどうしてもスピカを助けなければならない。

　でも、どうやって!?

　ここは二階のベランダである。

　窓ガラスを割って中に入ることなんてできなかった。これ以上問題を増やすことはできなかったし、中にいるスピカの安全もそれでは保証できない。

　ならば道は一つしかなかった。

　決まっている。自分は最初からそれに気づいていた。ただ恐おそろしくて見ない振ふりをしていただけだった。

　このベランダから飛び降りれば間に合うのだ。

　まじで!?

　そんなの絶対できっこない！　ぼくにできるわけがないっ!!　ベランダから飛び降りる？

　ただじゃすまない。失敗すればさらに大変なことになる。

「……できるわけ、ないじゃないか!!」

　透はベランダの手すりに掴つかまり、祈るように身を屈かがめた。

　そんなことをするのは……成功させられるのは、特とく撮さつのヒーローかアニメの主人公くらいで──

「……セミマン……」

　彼ならやるだろう。

　余命一週間のヒーロー、セミマン。

　セミマンならためらわない。希望があるなら。そこにやれることがあるなら、彼は必ずやる。

　そういう男なのだ。セミマンは。怖くておしっこをちびらせながら、彼は飛ぶ。

　ぼくの尊そん敬けいする藤ふじ沢さわ夏なつ生お、セミマンならきっとやる。

「頼たのむ、頼むセミマン……！　今だけでいいんだ。ぼくに、キミの勇気を貸してくれ!!　じゃないとスピカが、委員長が……！」

　思い返してみろ。

　なんでぼくはセミマンに夢中になった？　

　セミマンが好きだったから？　

　自分がセミマンになりたかったからじゃないのか!?　

「みぃーんみんみんみんみんみんんんんんん!!」

　透とおるは吠ほえた。大声で絶ぜつ叫きようした。そうするしかなかった。

「命短し、恋せよヒーロー!!」

　非常ベルを押おすんだ。自分の中にある非常ベルを。絶対にあるんだ。それを押せ……！

「余命一週間の戦士、セミマンッ！」

　じゃなかったら一週間どころじゃない。今まさに決断しなければ、一生、死ぬほど後こう悔かいすることになるんだぞ!!

「セミマン……ジャーンプッ！」

　飛んだ。翅はねもなく、勇気が借り物であろうとも。自由落下に身を任せただけであっても。

　浮ふ原わら透は飛んだ。

　おしっこはかろうじて漏もらさなかった。

「うわぁあっ！」

　大地に両足が着くやいなや前のめり。からの前回り受け身。

「できたっ!!」

　できてなかった。透はそのまま花か壇だんの煉れん瓦がへ盛大に頭を打ち付けた。

　星が飛び、気が遠くなって意識が大地へと飲み込まれた。




　──夢を見た。

　夏の夢だった。あるいは夏に見たテレビの中の夢だった。

　そこにはセミマンがいた。大樹の黒い木こ陰かげ。彼の隣となりには相あい棒ぼうのセミウーマンもいた。

「脱だつ皮ぴするんだ、兄弟」

　セミマンはその細い腕で透の肩かたを叩たたき、掴つかんだ。

「そして行くんだ。透くん、キミの中の非常ベルは今、鳴なり響ひびいている」

　夢を見た。

　短い夏の夢だった。




「はっ！」

　透は慌あわてて立ち上がる。

　身体のどこも痛くなかった。やばいくらいに、どこも痛くなかった。

　ただ上手く走ることができないだけだった。

　右足になぜだか力が入らずカクカクする。それでも走った。急ぐ必要があった。

「セミマン、ありがとうセミマン……!!」

　中庭を突つっ切きり、渡わたり廊ろう下かから校舎へ足を踏ふみ入いれた時、ようやく全身のあちこちを鈍にぶい痛みが襲おそった。

　けれどそれすらも加速度に変えて透とおるは駆かける。

　自分自身に構っている場合ではなかった。

「セミマン……ッ」

　そして透は校舎の二階へと上がる直前、

「非常ベルッ!!」

　ためらいなく廊下に埋うめ込こまれていた非常ベルの「つよく押おす」をつよく押した。

　連動して、学校中の非常ベルがけたたましい金属音をまき散らす。

　押す必要はなかったかもしれない。

　でも、これで少しは、五秒でも十秒でも、スピカから気を逸そらせるなら、押すしかない。

　そして透が二年Ｅ組にたどり着いた時、

　廊下には誰だれもいなかった。

　教室に飛び込んだ。

　そこには数人の生徒と、菅すが原わら先生と、スピカがいた。

「ぼ、ぼくが、悪いんです……！」

　スピカ以外の全員が、教室の異様さに唖あ然ぜんとしていた。

　あたりまえの話だった。透でさえびっくりしたのだ。なんの前まえ振ふりもなく教室へ足を踏み入れたのなら、その光景を前に度ど肝ぎもを抜ぬかれて当然なのだ。

　いまだに校内には非常ベルが鳴なり響ひびいていた。

　現れた透に、スピカは目を見張り、

「な、なんで、ここに……！」

「聞いてください！　菅原先生！」

　透はメイドを遮さえぎるように菅原先生の前に立った。

「ふ、浮ふ原わら!?　なんなんだこれはいったい、説明しろ！」

　自分が受け持つ教室の変わりよう、そしてそこにいた一人のメイドを前に言葉を失っていた担任は、ようやく理解可能な事態の変化に反応する。

　透はありったけの説明する。

「その子は、ぼくの知り合いの子で、……メイドカフェで働いている子で！　ぼく、どうしても学校で、メイドカフェごっこがしたかったんです！」

　いけるはずだった。

　常じよう軌きを逸いつした男子生徒が欲望のまま暴走したというシナリオ。

　現に誰も、スピカのことを委員長・鈴すず木き未み翠すいだと気づいていない。

　当然だ。

　彼女をあの委員長だとそんなにやすやす見み抜ぬけるわけがない……！

「なにを……、おい浮ふ原わら！　お前はなにを考えてるんだ!!　これは、大問題だぞ！」

　もくろみ通り、菅すが原わら先生は振ふり上あげたはいいももの、下ろしどころに困っていた精神的こぶしを透とおるへと向けた。

「浮原は先に生徒指導室に行っていろ。とりあえずこのメイドは職員室にいてもらう。事情は聞かせてもらうぞ浮原。それと、お前達は……」

　菅原先生が部員に指示を出そうとした時だった。

「違ちがう！」　

　メイドが口を開いた。

「言い出したのは私です！」

　メイドはそう言って、胸元から半月型のメガネを取り出し、装着する。
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「……い、」

　驚きよう愕がくが、二年Ｅ組の教室に広がった。

「委員長!?」

　部員の一人、隣となりのクラスの女子生徒が声を上げる。

「そうだ！　鈴すず木き未み翠すいだ！」

「な、なんで委員長がメイド!?」

「これは歴史的に言っても大変なできごとですぞ!!」

　他の郷土研究部員達も次々と彼女に気がついてく。

「鈴すず木き、お前……」

　最後にそれを受け入れたのは、担任の菅すが原わら先生だった。

「スピカ……、なんで……」

　呆ぼう然ぜんと立ちすくむ透とおるを遮さえぎるように、委員長・鈴木未み翠すいは、担任教きよう諭ゆの前に進み出る。

「生徒指導室で、全てお話しします」










　■




　翌よく日じつ、臨時の職員会議で決定された二人への処分は、三日間の謹きん慎しんだった。

　透はそれを、担任から電話で聞かされた。










　　♪




　自分のコトはどうでもよかった。

　電話越しに、透とおるは尋たずねる。

　委員長はどうなったのかと。今日予定されている弁論大会はどうなったのか、と。

　菅すが原わら先生は答えた。

「鈴すず木きもお前と同じ三日間の謹きん慎しんだ。もちろん今日の弁論大会の出場も取りやめだ」

　その決定が下され、両親と電話を代わったあと、透は自分の部屋に戻もどれなくなった。

　自分がどこにいるかわからなくなり、階段すらまともに昇のぼれないのだ。一種のパニック状態と言ってよかった。

　どうにか、這はうようにして二階に上がって行った。

　その日の夜。彼の両親はもちろんガッツリと息子に説教するつもりだった。

　なにしろ謹慎である。父は母から話を聞き、まさかと思った。自分の息子がそんな処分をもらって帰ってくる日が来るなんて。いつもぼんやりしているように見える透と、一度みっちり厳しく話し合う必要がありそうだ。しかし両親はそれをやめた。

　二人は、二階からリビングに降りてきた息子の虚きよ無む顔がおに、正直、引いた。全身から血の気がまったくなくなった彼に息さえ呑んだの。

　そして思わず、いたわりの声すらかけたのだ。

　い、いや、すごいな透、謹慎処分なんて生なま半はん可かじゃないな、なあ母さん！　そ、そうよねお父さん、男の子はこれくらいわんぱくじゃないとねぇ！　ああ、こりゃ透の将来が楽しみだな、末は社長か大統領か？　は、はははは……。と、ところで透、お前今日、なにか食べたいものあるか？　ん？

　透はとりあえず、夕飯はいらないと両親に伝え、再び自室に閉じこもった。

　朝が来て、夜になり、それからまた朝になって夜になっても、透は眠ることができなかった。いや、もしかしたら気絶するように少しは眠ったのかもしれない。けれど夢の中でも透は同じことを考えていた。

　自分があの時、菅原先生にメイドカフェを見つかってしまった時に、なんとかしていれば。

　教室に間に合ってさえいれば。

　それが無理だったとしても、先生にきちんと事情を訴うつたえておけば、こうはならなかったんじゃないのか。

　……いや、きちんとスピカを説得し、あんなコトをさせなければ──

　……委員長を冷静にさせ、一いつ緒しよにもっと違ちがう方法を考えておけば──

　そもそも、彼女と出会ってさえいなければ……。

　握にぎりしめたままの携けい帯たい電話をつなぐ勇気はなかった。もし委員長が電話に出てくれたとして、なにを言えばいいのか。

　現に、携帯はあれから何度も鳴ったようだが、それは吹ふき多たくんやヨースケンからで、委員長からは一度もかかってきてはいない。

　なんのタイミングか。

　透とおるは夢うつつで携帯を操作していた。

　けれど委員長は、それがあたりまえだとでも言うように、電話に出なかった。

　いくらコールしても「はーい、なんですかにゃんご主人様。眠れぬ夜のひとときは、あなたのメイド、スピカが承うけたまわりますにゃん」と、スピカが出てくれることもない。

　謹きん慎しんが明けた翌よく日じつ。

　透はあのマンションのエントランスにいた。

　分厚いガラス張りの〝マンション玄関〟入り口には、守護神のようなオートロックシステムと一体となったスピーカーとカメラがあった。

　いつもならば、ここで委員長の家の部屋番号を押おしてしばらくすれば、スピーカーが切り替わり、「こんにちは」と透。すると「どうぞ」という委員長の声とともに、オートロックが外れる仕組みになっている。

　けれどその日、ついに委員長はインターホンにも出てこなかった。携帯と同じく反応がない。




　彼女とようやくコンタクトが取れたのはその翌日。




　透が、自分はひょっとしたら委員長のストーカーをしているんじゃないかと焦あせり始はじめてきた中でのコトだった。　

『……透、くん……か？』

　携帯電話はつながらず、昨日はインターホンにも反応してくれなかった委員長の声。

「いっ……」

　透は最初、それは自分が脳内で創り出してしまった幻げん聴ちようかと思った。けれど、そうだったとしても透の言うコトは一つ。

「……委員長、良かった、つながった……」

　つながったといっても、マンションのオートロックシステム越しのスピーカーであった。午前中の早い時間だとしても、住民は透に不ふ審しんげな視線を送り、足早にその場から遠ざかっていった。

　透はスピーカーににじり寄り、そこから漏もれ出だす空気対流のような小さな音に耳を立てる。

　この向こう側に、確かにスピカがいるのだ。

『………すまない、すまなかった、透くん……』

　銀色の鉄板に無数に開いた穴から聞こえる、微かすかな、けれど紛まぎれもない委員長・鈴すず木き未み翠すいの声。

『私が、弱かったばっかりに……透とおるくんまで……』

「違ちがうよ委員長！　ぼくが、なにもできなかったから、委員長を、こんなふうに……」

　透が鈴木未翠に伝えなければと思ったことは、

「ごめん、委員長……」

　謝罪以上のことだったハズだ。けれどそれが出てこない。なんと言っていいかわからない。

『………、』

　インターフォンの向こうでなにかくぐもった声がした。透はさらに耳を近づける。なにかが向こう側で起こっている。それだけはわかった。

「委員長……？　どうしたの委員長、なにか、あったの？」　

『透くん、どうしたらいいんだ。私は……スピカが……』

　彼女は、透の話を聞いていなかった。

『スピカが……いなく、なった……』

「スピカ、が……？」

『メイド服を、着てみても……』

　委員長・鈴木未翠は、不安定な声で、

『オムライスを焼いても、にゃんやんたいむをしてみても、スピカは……』

　記き憶おくから薄うすれてしまった夢を、一いつ生しよう懸けん命めいに思い出す子供のように、

『本当の私は、スピカじゃなかったのか……？』

「それは……委員長？　どういう意味で──」

　回線は切れていた。




　ぼくは委員長を、スピカを、最後の最後で守れなかったんだ。




　それだけがわかった。

　あんなに大切な友達を。委員長とスピカを。ぼくは彼女を目の前でずっと見ていたのに、守れなかった。

「キミ、ちょっといいかな」

　不意に透は肩かたを叩たたかれた。マンションに常じよう駐ちゆうしている警備員だった。

　透は虚うつろな目で、その警備員を見上げた。

　現在時刻、午前十時二十分。

　平日の金曜日である。普ふ通つうの学生ならば教室で三時間目の授業を受けている頃ころだ。

　制服姿の高校生男子がこんなマンションでオートロックシステムを独占してわめいていたら、それは常識的にガードマン出動だった。

「だ、大だい丈じよう夫ぶですッ！」

　なにも大丈夫ではなかったが、透とおるは警備員を振ふり切きるようにして広いエントランスから外へ飛び出す。転げるように大通りまで走はしり抜ぬける。まとわりつく外気までもが痛かった。太陽の光がまぶしくてしかたがない。

「ぼくはこれから、どうすれば……」

　学校に行くべきだった。

「でも、学校に行ったって……！」

　透はもちろん、今日は遅おくれても学校に行くつもりだった。だが今は猛もう烈れつに拒きよ否ひ反応が湧わき上あがっている。

　そして、透のそのような心に寄より添そって頷うなずく者が、彼の中にあった。

　セミマンだった。その通りだ透くん。

　生あるものは死すが定め。諸しよ行ぎよう無む常じようはこの世の理ことわりなんだ。彼女もこうして大人になるだろう。

「うるさいうるさい！　ぼくはそんなの認めない！」

　透は突とつ如じよ現れたその影かげに向かって拳こぶしを突つき出だす。

　だって大切な人を守るのがヒーローじゃないか！　大切な友達を傷ついたままになんかできるわけがない。お前はセミマンなんかじゃない。お前はただの抜ぬけ殻がらだ。このあいだまでの卑ひ怯きようなぼくだ！　

「だったらどうする！」　

　瀬戸際だった。

　スピカがいなくなってしまったと、委員長は言った。

「だったら……」

　透は、走り始める。

「スピカは、ぼくが……」

　あのメイドが失われるわけがない。あのスピカがそう簡単に消えてしまうわけがない……！

　きっと彼女は、眠ねむってしまっただけなんだ。

「だったら、ぼくがもう一度……！」

　もうなにもしないで後こう悔かいするのだけは、絶対にいやだった。

　今いま頃ごろ教室では、菅すが原わら先生が歴史を教えている時刻だった。その授業もあと二十分しかない。

　放課後まで待つという選せん択たくもあった。けれどそれは透自身が許さない。一刻も早く動き出さないとスピカはそれだけ遠くに行ってしまう。透はそう感じていたのだ。

　委員長は今も、あの部屋でスピカを失い続けているのだ。ぼくと委員長の大切なスピカ。

　彼女をこれ以上、どこかに閉じ込めておくわけにはいかない。

　ここから学校までは、普ふ通つうだったらどう急いでも二十分。

　それではしかし、間に合わないのだ。授業はぴったり終わってしまう。

　チャンスは、自分で獲得するしかなかった。

「どおりゃあああッ！」

　透とおるは四車線の国道にかかる歩道橋を無視し、ガードレールを無視して反対側へと疾しつ走そうした。

「ひぃぃいいいいいいうああああっ！」

　けたたましいクラクション、乗用車と原付と消防車とロードローラーに轢ひかれそうになりながら、透はなんとか向こう側へと到とう達たつ。これで一分獲得。

　お散歩中だったおばあちゃんが目を丸くしてこっちを見ていたので微笑ほほえみ返し、透はそのまま息を切らして石いし垣がきに足をかけ、フェンスをよじ登り始める。

　フェンスを越えればそこは市営の運動公園だった。ルート的にはこれで二分の獲得。正規ルートからの入園ではない透は雑木林をかき分け、外周マラソンコースに到達。すると、

「うわぁっ!?」

　透は大量のご老人ランナーに巻まき込こまれる。

　彼は知るよしもない。ちょうどその時このマラソンコースを舞台として町内会の老人トライアスロンが開かい催さいされていたことを。しかも透が巻き込まれたトップ集団の老人達は、先の大戦を生いき抜ぬいた達人アスリートばかりであった。

「腰こしが入ってないぞ若造っ！」

　驚きのあまり足が緩ゆるんでいた透の腰を、ざっくりと右みぎ頬ほおに傷きず痕あとのある古老がひっぱたく。

　一分獲得。

「は、はいぃっ！」

　透は集団の先頭に立って走った。沿えん道どうのおばあちゃんたちの黄色い声せい援えんを浴び、スペシャルドリンクを手て渡わたされ、中身の冷たい昆こ布ぶ茶ちやを飲み干しながら思った。

「なんなんだ、これは……!!」

　老人の一人がペースを上げ始めた。透に勝負を仕し掛かけてきたのだ。

「ぼくそういうのじゃありませんから！　ぼくそういうのじゃないんです！」

　言っても耳が遠いのか、おじいさんはまったく耳を貸そうとしてくれない。勝負を投げ出してご老体の意向に背そむくのは気が引けたが透はルートを変える。自分の目的地は学校であり、遠くに見えているゴールのテープではないのだ。彼が公園で獲得したのは合計で四分。

　透は公園の西門から抜けて、大通りの高こう架か下したをくぐり、更さらに街の路地裏をひた走る。

　今透が走り抜けようとしているのは、錆さびた雑居ビルと雑居ビルの谷間。

　鋼こう鉄てつ製せいの非常階段が空高く伸のびる、まるで世界の隅すみっこのような風景。

　見上げればそこに、『メイドカフェ＠にゃんとらてぃっぷ』の裏口がある。

　けれど、透はそれに気づかない。

　スピカとの、本当の意味での出会いの場所を透は走り抜ける。これで二分の獲得だった。

　迷い込んだら脱だつ出しゆつ不可能と言われた魔ま都とを一いつ片ぺんの迷いもなく横断し、もう一つの高こう架か下したをくぐり、透とおるはついに、自分が通う高校へ続く最後の直線にたどり着く。

「もう、すこしで……」

　足へとさらに力をこめながら、透は息を整えようと呼吸を深くする。

　校門にたどり着く。

　ここまでの獲得時間は合計七分。つまりはここまで十三分でやって来ることができた。

　もちろん門は閉まってる。頑がん丈じような鉄門だ。透は学校の敷しき地ち内ないにカバンを放り投げようとして、そのカバンがないことに気がつく。

「あれぇ!?　どこでなくしたの!?」

　いや、そんなことより、今は自分の身体を校内に放り込まなければならない。

　透は門にそのまま飛びつき、自分を引き寄せるようにして両足を躍おどらせ、境界線を越える。

　着地に勢いをつけすぎて何回転かごろごろとアスファルトの駐ちゆう車しや場じようを転がり、そのまま跳はね起おき、昇しよう降こう口ぐちに飛び込む。

　あの休日とはまた違ちがった静せい寂じやくの中にある校舎内。

　靴くつを脱ぬぎ捨すて、くつしたのまま廊ろう下かを走った透は、ついに教室に駆かけ込こんだ。　

「はぁっ……はぁ」

　獲得合計時間は六分ジャスト。勝負のゴングは、静かに鳴る。

「はぁ……っ、はぁ……」

　二年Ｅ組、教室内の時間は止まっていた。

　透はこの時間に「おはようございます」を言って良いものだか悪いものだかわからなくなり、

「あ、お、おはようございます！」

　それでもとりあえず頭を下げた。

　級友達はこの時、透がなんで遅ち刻こくしてきたのかをだいたい悟さとっていた。

　それくらい良い意味でも悪い意味でも、例のウワサは校内に広がりきっていたのだ。

　なのでクラスメイトの中にはしきりに透へ向かって親指を立てたり、無言で白い歯を見せて彼を煽あおる、というか激げき励れいしているものもあったが、それはごく少数の男子であり、大半の生徒は興味本位で、息を切らし制服が大変なことになっている問題児を観察するか、我関せず的に視線を黒板に戻もどす。

　その中で、

「遅刻の理由は？」

　歴史の授業を受け持つ担任教師、菅すが原わら先生がただ一人、声を発した。先生の声には特に温かみは感じられなかった。

「委員長のところに、行って来ました！」

　透は告げると教室の温度がにわかに上がった。無関心を決め込んでいた生徒も、一いつ瞬しゆんで我が慢まんならなくなったように透とおるへと視線を注ぐ。やはりこやつ、マジで行っておったかという空気が教室を突つき抜ぬける。

　透はその風とともに、ズイズイと自分の席に移動し、教室内の空気を吸い込んだ。

　どうやらクラスメイトはみんな知りたがっているようだった。

　五日前の休日、この教室で、いったいなにが行われていたのかを。

　それもそうだろう。ウワサはウワサでしかない。そしてこの真実は、どんなウワサよりも人々を驚かせるハズだった、

「鈴すず木きのところへ？　なにをしに行った」

　菅すが原わら先生は教きよう卓たくに教科書を置き、透を見下ろした。

「いえ、結局は会えませんでした！」

　不思議だった。確かに決意はしていた。しかし自分はこれほどまでに、担任に面と向かってものが言える性格だったろうか。なにかが自分の中で変わってしまっている。身体の芯しんの震ふるえが止まらない。

「先生は、委員長が戻もどってくると良いと思っていますか？」

　透は見上げるように担任へと問いかける。

「……あたりまえだ。が、本人が登校してこなければ話にならん。座れ浮ふ原わら、授業を続ける」

「お願いです先生、ぼくに時間をください。このままだと委員長は帰ってきません」

　この言葉に、担任よりもクラスメイトの気配が変わった。

　透はとっさに自分の中のバランスを取るのに苦労した。嬉うれしかったのだ。

　クラスのみんなは、委員長のコトを心配してくれていた。そのことがわかったのだ。震えが少し、小さくなる。しかし、

「時間？　お前はクラスメイト達の勉強の時間を潰つぶして、その責任が取れるのか？」

「先生なら授業で挽ばん回かいできます。それにこれはクラスのみんなにも関係がある話なんです」

　菅原先生も、教室内の雰ふん囲い気きを察したらしい。

「臨時の学級会か。浮原に時間をやれば、鈴木がまた登校するようになるのか」

「はい」

　透は頷うなずくと、吹ふき多たくんとヨースケンが身を乗り出すように椅い子すを鳴らした。おい、いいのかお前、そんなコト言っちゃって！

　透はそれを全て請うけ負おう呼吸で、切り出す。

「彼女はあの時、全部を見つかってしまっても、なにも弁解しませんでした」

「……だから、許せというのか」

「違ちがいます。ぼくと委員長のやったことは確かにまずかったと思います。落ち度があったからには罰を受けて当然です。だって、メイドカフェですよ!?」

　ざわっと教室が波打った。うおおおっ！　と声を上げたのはヨースケンだし、うぅぅう～んと唸うなったのは吹ふき多たくんだ。他の生徒もしきりに目配せし、囁ささやきを交わす。

「おい、まじだったのかよ浮ふ原わら！」

「すごかった。みんなにも見せたかったよ！　あのメイドカフェを!!」

「ね、委員長がメイドだったってのも本当？」

「うん。みんなにも会わせたい。委員長がメイドになると、もう本当にかわいいんだよ！」

　教室はいっそう騒さわがしくなる。ウワサは本当だったのだ。このクラスは、委員長の手によって一度、メイドカフェにされ、そこには委員長がメイドとして存在した。　

「静かに！　おい、いい加減にしろ浮原！」

「ぼくが先生にしてもらいたいのは、委員長を許したりすることじゃないんです。ぼくは先生に、あんなことをしてしまった委員長を理解してもらいたいだけなんです」

「聞かせろ浮原！　ジンジョウじゃねえよ！　あの委員長だぞ!?」

「透とおるくん！　あんたが脅おどしてやったんじゃないの!?」

　菅すが原わら先生よりも先にクラスメイトが反応する。

「違ちがうんだ！　ね、吹多くん！」

　透はさらにヒートアップしてくる級友の中から、特に仲の良い級友へと同意を求める。突とつ然ぜんの無茶ぶりだった。

「うぅううん!?　な、なんで俺おれに振ふるんだい!?」

　これだけ人数がいるのにどうして自分にだけ落らく雷らいが!?　的な表情で吹多くんが慌あわてる。けれど透は容よう赦しやなく彼に告げる。

「委員長は、スピカだったんだ!!」

「う、ん？　……ぅうぇええええええええええええッ!?!?」

　そして吹多くんは黒こげになった。プスプス黒い煙けむりを口から吐はいて理解したのだ。色々と。

「あ……あ？　た、たしかに!!　たしかにっ！　ということは、うっぅうううううん!?　　い、委員長は、自分から進んでメイドをやってたのかぁぁっ！」

　ついに吹多くんは立ち上がり、髪かみの毛をばさぁと掻かき上あげた。

「説明して!!　お願いだから透くん！」

　女子グループの中でも中心的な存在である吉よし垣がきさんが懇こん願がんする。彼女は比ひ較かく的てき、委員長・鈴すず木き未み翠すいと仲が良いのだ。

「詳くわしいコトは後で言うけど、委員長はあれで結構ムリしてるらしくて、そのストレスを以前からメイドをすることで発散してたんだ。委員長、結局は弁論大会には出られなかったんだけど……、その大会に実はかなり意欲を見せてて、その緊きん張ちようと興こう奮ふんもあって、いつもより溜ため込こんでたところで、それが今回のことに、つながっちゃって……」

「ん？　そりゃ、俺がガッコでのイライラをバンドで解消するみたいにか？」

　声を上げたのは二年Ｅ組のけいおん、富とみ田たくんだった。彼は『△トライアングル』というバンドのボーカルで、数学の公式を歌詞にしたファーストアルバム『二等辺△さんかつけい』で一いち躍やく校内での知名度を上げた人物だ。

「そのとおりなんだよ富とみ田たくん！」

　透とおるは同意する。透も彼の楽曲でテストを乗り切ったコトがあった。

「くそッ！　あの委員長、俺おれよりもロッカーじゃねえか！　許せねえ!!」

「委員長は、そこまで追おい詰つめられていたのか……！」

　頭を両手で抱かかえたヨースケンが、演技だかマジだかわからない勢いで机に突つっ伏ぷす。

　委員長は確かにみんなに厳しかった。けれど彼女が誰だれよりも自分自身に厳しいことを、クラスメイト達は知っていた。そして、自分達がそれをある意味利用して、彼女に必要以上の仕事を任せていたことも自覚していた。

「先生！」　

　透はその視線を担任へと向け直す。

「ぼくはだからといって情じよう状じよう酌しやく量りようを求めるわけじゃないんです。すでに決まって、処分されたコトはしかたありません……」

　一度言葉を切った透に、謹きん慎しんの三日間がフラッシュバックする。透はそれを、呑のみ込こんだ。

　いいとも。これから先、何度でも呑み込んでやる。

「……でも、たとえ許されなかったことだとしても、ぼくは先生に、委員長をただ受け入れて欲しいんです」

「そうは言うがな浮ふ原わら」

　菅原先生の声から少しだけ角が取れる。両目と額のあたりからも固く強ばったものが消えている。しかし、それは全部ではない。

「鈴すず木きは模も範はんとならなければならない委員長だ。責任ある立場上、けじめはつけなければならないんだよ」

「先生の気持ちは、なんとなくですがわかります。ですが、本当を言うと委員長は責任をとる必要がそもそもないんです。だってあれは、委員長としての仕事の一いつ環かんだったんですから」

「おい浮原、それはどういうことだ？」

　馬鹿なコトを言うなという言葉を、担任は堪こらえたかもしれない。教室中の人間が透の次の言葉を待っていた。

「委員長はあの日、この教室を使うために申しん請せいを出しています。名目はこうです。『文化祭準備、及および検討と雑務』。つまり、委員長はクラスの文化祭の出し物を検討するために、あの日、ここで仕事をしていたんです。ぼくが証人です。ぼくは、委員長と同じ『文化祭実行委員』なんです！」

　透はクラスメイトを振ふり切きって単独トップに立つべく勝負をかける。

　自分のポジション、その空気を感じ取る。

　みんなが透とおるを見ていた。

　透は怯ひるまない。

　そして、クラスメイト達は恐おそる恐おそる、彼に追いついてきた。

「あれは、ぼく達のクラスの文化祭の出し物を、委員長がテストしていただけなんです」

「ということは、このクラスの今年の文化祭の出し物って……」

「委員長とぼくはメイド喫きつ茶さを考えていました。彼女はそれを試していたんです」

　吉よし垣がきさんへと透が答えれば、

「じゃあ、そのために委員長はひとりでメイドの練習をしてたってこと？」

「浮ふ原わらはそこで、なにをしていたの？」

　活発な女の子グループが矢や継つぎ早ばやに質問を投げかけてくる。

　もちろん透は堂どう々どうと答える。

「ぼくはお客さんであるご主人様役です。お客さんあってのメイドカフェですから」

「なんで浮原が？」

「そんなの決まっています」

　その時、クラスメイト達が固かた唾ずを呑のんだ。透のオーラは、それくらいヤバかった。　　

「ぼくはメイドさんが大好きだからです!!　にゃんにゃんたいむです!!」

　この時確かに、透はこの二年Ｅ組の中心にあった。

「うぅうう～ん！　落ち着くんだ透くん！　いいから！　にゃんにゃんたいむは今はやらなくていいから！」

　とっさに吹ふき多たくんは透を押おさえつける。これ以上彼を野放しにしてしまったら、透は新たな謹きん慎しん期間を頂ちよう戴だいすることになりかねない。

「待て浮原。鈴すず木きはそんなこと、学校にきちんと申しん請せいを出していたなんて、あの時は一言も言ってなかったぞ」

　クラスの喧けん噪そうのよそに、一人なにかを考えていた様子を見せていた菅すが原わら先生は、興こう奮ふん冷めやらぬ透へ問いかけた。

「はい、委員長は先生に対して、一言も弁解らしい弁解はしませんでした。彼女はたぶん、クラスのみんなに黙だまって文化祭の計画を進めていたことに責任を感じていたんでしょう。そういう自分のミスに、とりわけ厳しいのがあの鈴木未み翠すいさんです。ぼくと委員長が自前の打ち合わせをみんなとしていなかったのは、確かな落ち度でしたから」

　クラスは静まっていた。文化祭ってあと四ヶ月も先だよね!?　と無用な突つっ込こみを放ってくるクラスメイトはいなかった。

　──透は祈った。

　だってこの弁解は半分以上、嘘うそなのだ。

　自分と委員長は一度もメイドカフェを文化祭でやろうなどと話し合ってはいない。一度だけ冗じよう談だん半分で話題にしただけだ。

　けれども風は吹いていた。

　なにしろクラスのみんなは、確信しているのだ。




　あの委員長ならやる、と。




　誰だれもが知っている。なにしろ彼女は『鋼こう鉄てつの委員長』であり、『めちゃカタ委員長』でもあり、そして『秩序オーダーのオブ絶対零度アブソリユートゼロ』なのだ。

　今となってはその肩かた書がきも、ただ彼女の心労を増やすだけのものになってしまっていたのも理解できていたが、教室にいる者、それぞれに思うところがあったのは確かだった。

「僕らは委員長、鈴すず木き未み翠すいさんに頼たよりすぎていました。でも、よく考えればあの委員長だって十七歳の女の子なんです。確かに人よりパフォーマンスは高いですけど、でもきちんと僕達と同じ年齢の女の子が、彼女の中にはあったんです」

　透とおるは再び、担任と向き合った。　

「委員長はあれだけのことをしてしまったというのも一つの見方です。それは大事です。でも同時に、あれだけのことを成し遂げたんだという気分を、先生に持ってもらいたんです」

　授業終了のチャイムがなったのはこの時だった。スピーカーが振しん動どうし終わるのを待って、透は言った。

「先生の気分で、委員長を認めてもらえませんか」

　休み時間になったという雰ふん囲い気きが、クラスの空気を若じやつ干かん和やわらげる。

「俺おれもあんだけの委員長がもう学校にっつうか、クラスに来なくなったら、やだな……」

「っていうか委員長のメイドカフェとか、どんだけすごかったの？　あたしも見たかったんだけど！」

　どうやら二年Ｅ組の生徒達の気持ちも、変わり始めているようだった。

「おい、浮ふ原わら」

「なんですか菅すが原わら先生」

　そして透は、すっかり準休み時間になってしまっている教室から、担任によって手て招まねきされる。

「ちょっと、来い」




　日直に挨あい拶さつをさせ、透による『臨時学級会』を終了させた菅原先生は、透を校舎の屋上に連れて来た。

「わりいな、外で」

　担任は、どこから取り出したのか煙草たばこに火をつけ、屋上の柵さくに寄りかかりながら、もわもわと煙けむりを吐はき出だした。

「俺おれさ、学生の時はお前みたいな生徒だったんだよ。思い出した」

　透とおるはハァみたいな声を出した。

「でも浮ふ原わら、お前は変わったよ」

　緩ゆるい風に巻まかれて、担任の吐き出した煙草たばこの煙が空に散った。透はグラウンドの景色を見ている。

「……ところで、ちょっと前に、お前と夜のコンビニでばったり会ったことがあるだろ」

「はい」

　透も思い出す。あの時はかなりピンチだった。

「あのとき、店内にメイドがいたんだが」

「委員長です」

「なるほどな……」

　ふはははと先生は笑った。透は菅すが原わら先生の笑い声を初めて聞いた気がした。

「気分で認めろ、か」

　今いま頃ごろクラスのみんなはどうしているだろうかと透は思う。みんなもこの屋上に来るべきなのだ。

「じゃあ、俺はどうすればいいんだ？　俺だってびっくりしたんだよ浮原」

　独り言のような担任の言葉を聞き取るために、透は一歩横に移動して近づく。

「たとえば、俺が鈴すず木きに共感したとするだろ？　すると、たとえ教師として鈴木の行こう為いを見み逃のがせなかったとしても、俺自身なら、あいつをたぶん受け入れられる。……なんせ俺は、かなりいい加減な人間だからな」

　はははと自じ嘲ちよう気ぎ味みに菅原先生は笑う。委員長とのこれまでのコトを思い出しているに違ちがいなかった。

「でも真ま面じ目めなあいつは、それでも自分自身を許さないんじゃないか？」

「それについて、僕に一つアイデアがあります」

　透は息をつく。そしてハッキリと言った。

「ぼくが今までみんなの前でたくさん喋しやべったのは、言わばその準備で、本番はここからなんです」

　そう、透がやれることは、これでようやく半分だった。

「おい浮原……。お前、なにを考えてるんだ？」

「先生も是ぜ非ひ、協力してください」

　透は深々と頭を下げた。










　　♪




　招しよう待たい状じようメールが、来ていた。

「透とおるくん、からか……」

　未み翠すいはそれで決心がついた。なかば無意識でそのメールに返信を返す。

　明日、自分は学校に行くと。

　彼女は送信ボタンから指を離はなし、携けい帯たいを握にぎりしめる。

　いつまでも閉じこもっているわけにもいかなかった。

　なにより彼にきちんと謝らなくてはならない。透くんにはなんの責任もないのだ。

　全ては自分が招まねいた結果だった。

　一番どうしようもない愚おろか者ものは、自分自身だったのだ。

　ただ彼を巻き込んで、透くんにまで責任を取らせてしまったことをきちんと謝罪したかった。

　そのあとで、自分がどうなってしまうかはわからない。

　けれど学校に行って、迷めい惑わくをかけてしまったみんなにけじめをつけなければ、どこにも行けないのは確かだった。

　学校に行こう。

　どんな結果も受け入れよう。

　それだけを思って、翌よく日じつ、鈴すず木き未翠は教室に足を踏ふみ入いれた。




　　♪




　お帰りなさいませ、お嬢じよう様さま！　と言われた。

「……は？」

　委員長・鈴木未翠は固まった。

　鉛なまりのような足を引きずってここまで来たのだ。

　クラスメイトはどんな目で自分を見るだろうか。自分は楽観主義者ではない。あんなことをしてしまった以上、決して今まで通りというわけにはいかない。そして自分は、少しずつでもそれを受け入れなければならないだろう。

　だから、理解ができなかった。

　教室のドアを開けたら、そこにはメイド服を着た級友、吉よし垣がきさんとその女子グループ達が両手をこちらに突つき出だしている。

「お嬢様は本日、お一人でご帰宅ですか？」

　彼女の通学カバンを受け取ろうと両手を差し出してきたのは、がっちりと髪かみを整せい髪はつ料りようで固め、タキシードに身を固めた執しつ事じ、吹ふき多たくんで、

「あたりまえだろ吹多！　今日は鈴すず木きお嬢じよう様さまの貸し切りなんだよ！」

　奥おくにあったオープンキッチンでは、コック姿の矢や吹ぶき要よう介すけくんがポットを振ふり回まわしている。




　二年Ｅ組はメイドカフェになっていた。




「こ、これは……」

　しかもこれは自分が作った、あの空の上に浮うかぶメイドカフェ、〝らぴゅた〟そのままの再現だ。

　そこに男子は執事服、女子はメイド服で勢せい揃ぞろいして自分を出迎えている。
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　委員長・鈴木未み翠すいは立たち尽つくす。

　どういうことなのだ、これは。

　自分は確かになんでも受け入れると言った。

　けれど、これはいくらなんでも。

「なん、なんだ……？」

「委員長すげえよ！　ひとりでこれやったんだろ？」

　執事服のクラスメイト男子が風船で作った雲の間から鈴木未翠に問いかける。

「さすがだわ。考えたよね委員長、風船なら持ち込むのにも手間がかからないからね……」

　美術部の絹きぬ田たさんが、教室後方の虹にじを見上げながら頷うなずいている。彼女ももちろんメイド服。

「つうかさ、肝かん心じんの浮ふ原わらがよく憶おぼえてないとかぬかすんだぜ？　俺おれ達の机とか椅い子すとか、どこに収納したんだとかさ！」

「結局まとめて白い布で覆おおって、風船の雲の中に隠かくしたっていうのが判明したんだけど、ほんと透とおるくんて肝かん心じんなところで使えないよね」

　興奮した口調で級友達は盛り上がっている。

　しかしその中でただ一人、普ふ通つうに制服姿、半月メガネに固い三つ編みの委員長スタイル、鈴木未翠はキツネに化かされたような表情で、

「今日って、文化祭……？」

　その一言に、さっきまでワイワイしていたクラスメイト達はさぁっと風に吹かれたかの如ごとく、神しん妙みように改まった。

「う、うっ……？」

　鈴木未翠はたじろぐ。なにが、なにが起ころうとしているのだ??

「委員長に、許してもらおうって」

　クラスメイトの一人が言った。

「……は？」

『ごめん、委員長っ！』

　そして、級友達が一いつ斉せいに自分へと頭を下げるや否や、

「わたしだよね？　委員長をここまで追おい詰つめちゃったのってあれでしょ？　わたしが『美化委員』の代役頼たのんじゃったからで──」「ちげーよばか！　俺おれだよ！　俺が掃そう除じをさぼってて、それをいつも委員長が注意してたからでそれがストレスになって──」「そんなことのわけないでしょ!?　私よね？　ごめんね委員長に恋愛相談とかいっつも持ちかけて──」「いや委員長、悪いのは俺なんだよ、いつも俺が学校に変なもの持って来るせいでさ!!」

　我先に、他の者を押おしのけるようにして口々に今までの謝罪をまくし立ててくる執しつ事じとメイド達。

「ちょ、ちょっと待ってくれ！　どういうことなんだこれは。みんな落ち着いて！　説明して欲しい、いったいこれはなんなんだ！」

　しん……と、教室が静まった。

「どうする？」

「しかたないんじゃないの？」

　そのような囁ささやきがさざ波のように広がり、

「委員長、ちょっと」

「な、どこへ……」

　クラスメイトに引っ張られ、背中を押おされるようにして教室の片かた隅すみに導かれる。

　そこにあったのはまるで積乱雲のようなバルーンアート。自分はたしか、こんなのは作ってない。が、合点が行った。白い風船で取り囲むように作られたここは更衣室なのだ。狭せまいスペースに押し込まれるようにして委員長はそれに気がつく。しかし、

「これはいったい……っ」

　問いかける間もなく、入り口が閉められてしまう。

「……いったい、どういう……」

　丸い風船の壁かべで覆おおわれた狭い空間を、鈴すず木き未み翠すいは見回す。

「え……？」

　その隅すみっこに、誰だれかがいた。それは、

「透とおるくん……!?」

　やはり浮ふ原わら透だった。なにをやっているんだろう。身体を丸め、横たわっている彼は、

「寝てる、のか!?　おい透くん、どうしたんだいったい、まだ朝あさ一いちだぞ！」

「え、ふぇ……？　あっ！」

　焦あせった鈴木未翠が、ただの学校制服姿の彼を揺ゆり動うごかせば、

「ご、ごめん！　ぼく寝ちゃってた!?　委員長は？　もう委員長は来ちゃ──」

　そして目が合う。

「って委員長ぉぉおッ!?」

「おい透くん！　これはいったい、どういうことなんだ！」

「あ、え、ええっと……っ！」

　透が言いよどんだ、その瞬しゆん間かんだった。

『うおわあああ止めろ止めろ押すなぁああッ!!』

　どぱぱぱぱぱぱぱあああん！　と、雲の一角、風船でできた壁が音を立ててはぜ割れ、クラスメイト達が出現する。

「くそお！　なんで押すんだよ！　もうちょっとで二人がちゅーするところだったんだぞ！」

「そんな雰ふん囲い気きまだなかっただろ!!　お前が興奮しすぎなんだよ!!」

「ちょっと、みんななにやってんの!?　もー！　超最低ッ！」

　透にはもう、わけがわからない。どうなっているのだ。そもそも委員長がここにいるっていうことは、もうすでに、

「謝ったぜ、委員長には。といっても、まだ許してもらえるかはわかんねーけど」

「……え？」

　透はクラスメイト男子の言葉に、びっくりしながら委員長を見る。

「そうなんだ。クラスに入ったとたんに、みんなからよってたかって……。だが透くん、早く説明してほしい、なにが起こっているんだ、このクラスに！」

「ぼく、クラスのみんなに言ったんだ。ぼくが委員長から、聞いた話を」

「……え、そ、それって、私が、メイドだったということを？」

　透とおるは頷うなずいて続ける。

「なんで委員長がメイドをしなくちゃもたなくなったかっていうことを、説明したんだ。そしたら、みんな納得してくれて──」

「浮ふ原わらくんが、委員長に謝るチャンスをくれたんだよね」

　吉よし垣がきさんが透の言葉をつないだ。級友達は透と委員長を囲んで頷き合っている。

「ち、違ちがう、謝らなきゃなのは私のほうだ！」

　鈴すず木き未み翠すいは立ち上がる。そして握にぎりしめた拳こぶしを胸の前に、

「私はこのクラスの委員長なのに、こんな──」

「だからこれでおあいこだろ？　委員長」

「ヨースケン……くん……」

　委員長は咄とつ嗟さに、みんながいつもヨースケンヨースケンと呼んでいる男子生徒をそのまま渾あだ名なで呼び、ぎこちなく、くんをつけた。

「俺おれ達が甘えてたんだよ委員長。な？　だから許してくれ」

「うぅぅ～んヨースケン？　それが許しを請こう者の態度だろうかねぇ？」

「ようは心だろ!!　伝わってるよ委員長には!!　俺はそう信じてる!!」

　みんなはヨースケンにやれやれという表情を浮うかべ、改めて、なにかを問うように委員長へとまなざしを向けてきた。

「……わ、私は、そんなに、気にしていない……。もともと、私は、みんなに頼たよられることは、嫌きらいじゃ、ないんだ……」

　小さい声で、そう答えた。

　頭の天てつ辺ぺんから熱いものが、身体中を駆かけ抜ぬけていく感かん触しよく。

　鈴木未翠は慌あわててそれを打ち消すように、

「でも、待ってくれ、こんなコトをしたら菅すが原わら先生に──」

「いや、それは俺からも謝らせてくれ鈴木」

「って先生まで、なんで……!!!」

　その時、生徒達を割って登場したのは、いつものだらっとした雰ふん囲い気きを微み塵じんも感じさせない、執しつ事じ服ふく姿の担任、菅原先生だった。

「先生も悪かった。教師として、まあ、なんというか……」

　慣れない服装と、生徒達からの好こう奇きの目に、耐たえかねたのだろう。

「これから、しっかりやるから、な……？」

「そ、そんな、先生まで──」

「まあまあまあ委員長、ね？　とりあえずくつろいで。今日は一日、授業はこのスタイルでやるって菅すが原はら先生、いろんなところに頭を下げまくったんだから」

「え……これ、今日一日続くのか??」

　戸と惑まどう委員長は、よってたかってテーブルに案内されてしまう。

「ごめん、とりあえずメニューって、ホットティーしかないんだけど……」

　メイドを代表し、吉よし垣がきさんが席に着いた鈴すず木き未み翠すいにそう声をかければ、

「い、いや、それで充じゆう分ぶんだ」

「はい、ホットティー一丁！」

「一丁入りました！」

　コック姿のヨースケンがレスポンス。しかし、役割分担がきちんとできてないらしく、「俺おれが淹いれる！」「いや俺が！」「ぼくが！」「わたしよ!?」「拙せつ者しやが！」と、クラスメイトがよってたかって紅茶を淹れたかと思えば、「俺が運ぶ！」「いや俺が！」「わたしが！」「ぼくも！」「拙者も！」かちゃかちゃかちゃがちゃがちゃがちゃ。

　最終的に八つのバラバラなティーカップが委員長の前に並び、しかも茶葉をお湯に入れる時間がまちまちだったらしく、紅茶の色が濃こかったり薄うすかったりしている。

「あ、ありがとう……」

　委員長はけれど、一つ一つ、紅茶を味わって飲んだ。

　それをクラスメイト達が固かた唾ずを呑のんで、見守っている。

　ティーカップといえども、八つ全部飲み干すのはかなり大変だ。

　けれど、彼女はきちんと最後まで飲みきると、

「ごちそうさま」

　ゆっくりとカップをソーサーに戻もどす。

　教室の気配が変わっていた。

　委員長は俺達を、わたし達を許してくれたんだ。

　何かが今、つながって一つになったような空気をクラスメイト達は感じていた。

　だがその次の瞬しゆん間かん、

「俺が下げる！」「いや俺が！」「こんどこそ僕が！」「わたしよ!?」「先生にもやらせてくれ！」「いやいや拙者がぁっ！」かちゃかちゃかちゃがちゃがちゃがちゃ。

　あまりにも混こん沌とん。まるでそのカップに触さわれば全ての罪が許されるとでもいうように、クラスメイト達はよってたかって騒々しく、テーブルの上から注文の品をドタバタと下げ──

「い……いい加減にしないかッ!!」

　委員長が立ち上がった。

　クラスメイト達は一いつ斉せいに「ひぃぃい」と後ずさる。しまった、やってしまった！　相手は『鋼こう鉄てつの委員長』だったのだ!!　それを、すっかり忘れて……！

「……みんな、なにを考えているんだ？」

「い、委員長？」

　透とおるはクラスメイト全員の盾たてにされていた。

　苛か烈れつな爆ばく風ふうを浮ふ原わら透という一つの防ぼう壁へきで防ごうと、みんなが彼の背後に一列に、後方では放射型になって身を伏せている。

「透くん、キミはクラスのみんなに、なにを説明したんだ」

「え、……え？」

　もうだめだ！　この盾もいつまで持つかはわからない！

　誰だれもがそう思った。しかし、

「メイド服、そして執しつ事じ服ふくを着たら、その者はもう立派なメイドと執事なのだ！　それがどういうわけだ！　メニューにはダージリン一種類しかないわ、お湯の温度もバラバラだわ役割分担ができてないで揉もみ合あっているわで、全然基本がなってないじゃないか!!」

「……は？」

「いいか？　メイドカフェのメイドというのはお客様であるご主人様になに不自由なく、あたかも空気のようにそこにあり、けれどもいざとなったら何よりも有用なものでなければいけないのだ。そして望まれたならばご主人様の少しのわがままにつきあい、共に喜びのあるひとときを過ごす……！　それがわかってない者にメイド服と執事服を着る資格はない！」

「い、委員長……？」

「透くん」

「は、はいっ！」

　どこでなにを間ま違ちがってしまったのだろう。予定通りとはいかないまでも、さっきまでは確かにうまく行っていたハズなのだ。それが、どうして……　

「メイド服は、もう余っていないのか？」

「……え？」

「あるのか？　ないのか？」

「あ、あるよ委員長！　まだ、何着か……！　こ、ここに……」

　透が教室の隅すみのカバンから余っていたメイド服を取り出すが早いか、委員長はそれを奪うばい取とって、更衣室代わりの雲の中に消えていく。

　ざわつく教室内。やがて、

「出てきた……！」

「あれ？　でも……」

　メイド服は着込んでいるが、半月メガネと固い三つ編みはほどかれていない。

「委員長……？」

「大だい丈じよう夫ぶ、だ。透くん……」

　委員長は、まるで筋肉養成ギプスをはめたようにカチコチだった。

　彼女はスピカが自分の中から消えてしまったと言ったのだ。

　しかも、今は先生はおろかクラスメイト達が委員長に注目している。

「でも、委員長……」

　浮ふ原わら透とおるが、こちらを見ていた。

　彼がこの全てを、お膳ぜん立だてしてくれたのだろう。

　私のために。

　自分は、どんな結果になろうとも受け入れようとここに来た。

　彼に謝ろうと思ってここまでやって来たのだ。

　それなのに浮原透は、私に、こうして、

「いや、違ちがうな透くん」

　──彼と出会ったのは偶ぐう然ぜんである。それは事故と言ってもいいような出来事から始まった。

「……スピカ……と」

　大だい丈じよう夫ぶなハズだった。

　鈴すず木き未み翠すいは問いかける。こだまのように、波は紋もんが返ってくる。

　奥おく底そこで彼女は頷うなずき、鈴木未翠の中で立ち上がった。

「スピカって呼んでくれなきゃいやだにゃん、ご主人様っ！」







　　　エピローグ




　いたってノーマルな高校二年生であるはずの浮原透が、いわゆるオタク街にある人気メイドカフェ『にゃんにゃんメイドカフェ＠にゃんとらてぃっぷ』にやってきたのは、ひょんと言えばひょんな成り行きからであった。

　理由もなく偶然から始まったものはまた、理由もなく、偶然にも似た状じよう況きようの中で変わっていく。

　委員長は変わった。

　あの日、復活したスピカのメイド無む双そうにより、クラスメイトと担任の先生を唸うならせ、最後には一人残らず『にゃんにゃんたいむ』で血祭りにあげた教室メイドこと委員長・鈴木未翠は、今や以前とは別の意味でクラスの中に溶とけ込こんでいる。

　彼女の学校での振ふる舞まいは、以前と比べて、だいぶ肩かたの力が抜ぬけているように感じるし（でも怖こわい時はやっぱり相当怖い）、クラスのみんなも、まだまだおっかなびっくりだけれど、彼女に話しかけたり冗じよう談だんを言ったりする機会が増えている。

　少しずつだが、二年Ｅ組自体が変化しているようだった。




　もうぼくは、必要ないかもしれない。と、透とおるは思った。




　現に、彼女の委員長としての業務はクラスメイトと打ち解けるようになって、……逆に増えてきている部分もあるようだが……、どうやらそれを内部に溜ため込こんでいる様子は見られなくなった。

　委員長の中で起こっている数ある変化の、これは確かな一つだった。

　──そんなある日のことだった。

「やあ、透くん」

「な、なに？　委員長」

　透は放課後、人ひと気けのない昇しよう降こう口ぐちで委員長・鈴すず木き未み翠すいに声をかけられた。

「どうして最近、私のコトを避さけている？」

「さ、避けてなんか、ないけど」

　後ずさるようにして透は答える。だってもともと、学校では委員長と、それほど会話とか、してないし……

「いいや避けている。キミはこのところ電話もメールもそっけない」

「うっ」

　透は言葉に詰つまった。そして視線を逸そらす。

「弁論大会のことは気にするなと言ったハズじゃないか、透くん」

「で、でも……」

　透は思わず身を固くしてしまう。

　あの六週間。二人の全ては『弁論大会』に向けて動いていた。

　そして委員長は、そこを自分のゴールにすると決めていたのだ。

「そう……。私はあの弁論大会を、一つの決着の場所と考えていた。……けれど、本当のゴールはキミが用意してくれたんだ、透くん」

「ぼくが……？」

「それとも、キミは……」

　見れば鈴木未翠は言いづらそうに、というか、何かを恐おそれるようにして、

「……私のことが、煩わずらわしくなってしまったのか？」

「そ、そうじゃないよ！　そうじゃ、ない……けど。……ほら、もうぼくみたいな『ご主人様』とかって、委員長には、もう……必要ないと、思って……」

　もう以前とは違ちがうのだ。委員長は変わった。自分も変わらなくちゃならないのだ。

「透くん」

　けれど委員長は、そんな彼の心を知ってか知らずか透に向かって、

「私は今週末から『＠にゃんとらてぃっぷ』に復帰するんだ」

　囁ささやくようにそう言った。

「そ、そうなの？」

　透とおるは驚いた。彼女はまだあそこに籍せきを残していたのか？　けれど、今さらなんのために??

「そこで今度、メイドカフェの全国大会というものがあるのだが」

「え、なにそれ……」

　メイドカフェの全国大会!?　いったいそこでは何が行われるというのだろう。なんだかすごく見てみたい気もするし、見たくない気もする。

「もちろん私はそれに出場する。けれど、それに向けてまた色々と心労が溜たまってしまうと思うんだ。なおかつ、私はメイドとしての自主トレーニングもしなくてはならない」

　委員長・鈴すず木き未み翠すいは、いったい何を言いたいのだろう。

　透はまるで、彼女と一いつ緒しよに、世界の端はしっこにいるような錯さつ覚かくに陥おちいっていた。

「全国大会は二ヶ月後に始まる」

　半月メガネに固く結ったお下げの彼女は、有無を言わせない口調で透に告げる。

「とりあえずはそれが終わるまででいいんだ、透くん。キミに、私専属のご主人様になってもらいたいのだが、どうだろうか」

　その言葉に浮ふ原わら透は、一歩、後ずさる。

　……彼の『ご主人様』としての受難は、まだまだこれからのようだった。







　あとがき




　友人から聞いた、好きな逸いつ話わがありまして。

　その戦争がいつ、どこで行われたモノかは、ちょっと忘れてしまったのですが、とある戦時中の、捕ほ虜りよ収容所でのお話。

　その収容所は、捕虜である兵士を過か酷こくな環かん境きようで扱あつかうことで有名な施し設せつでした。

　捕とらえられた敵国の兵士達は収容所の辛つらい日々に耐たえかね、次々と発はつ狂きようしてしまったり、自じ暴ぼう自じ棄きになっていくなかで、けれどたった一つ、決して希望を捨てなかった部隊があったそうです。

　深い絶望の中でも秩ちつ序じよと規き律りつを守り、いつまでも紳しん士し然ぜんとした態度で施設での捕虜生活を続け、そして彼らはついに尊そん厳げんを失うことなく終戦を迎えることができたというのです。

　過酷な捕虜収容所。そこで紳士としての態度を守り通すことができた隊員は、他の兵士達となにが違ちがったのか。

　答えは、たった一人の『妹』にあるらしいというのです。

　規律を乱し、紳士としての振ふる舞まいに欠けるような態度を取った兵士に、隊長は言ったそうです。

「落ち着きたまえ、キミは『妹』の前でそのような態度をとるのか」

　いくつもの戦場を渡り合い、血を分けた兄弟よりも深い絆きずなで結ばれた彼らは、その苛か烈れつな環境で自我と魂たましいの清らかさを保つために、部隊の中に、一人の『妹』がいるという想定をしていたのです。

　彼女の前で、兄である自分はみっともない行いをしてはならない。

　その一念が紳士としての彼らを支えたというのです。

　僕はこの話が大好きで、今こうして深夜のファミレスなどに一人でいるときには、僕も彼らの部隊を見習い、一人の美しい少女と二人で深夜のファミレスに来ていると想定して、紳士としての自分を保つことにしています。

　深夜、見知った顔が一人もいない静かな店内だからといって、彼女の前では身だしなみを適当にするわけにいきません。

　きちんと自分ではそれなりの格好をして、ここにいるつもりですし、なにより、目の前に一人の少女を設定することで、周囲の世界がまったく別の様相を見せ始めるのが素晴らしいと思うのです。

　第一に、こうしていても、全然……さびしく、なんか……ないのです……。

　ここではあえて彼女のスペックを公開することは控ひかえますが（でもすごいのですよ？）、やっぱりそれなりに悩なやみもあるんです聞いてくださいお願いですからまだここにいてください。

　僕今、グラタン食べてるんです──ジョナサンでの僕の海え老びのマカロニグラタン率りつは異常です──が、あのー、グラタンて、ホワイトソースのフチが、かりかりっと少しだけ固く、美味おいしくなりますよね。

　で、紳士のボーダーラインとして、このかりかり部分、彼女の前でくるりとお皿をこそぐようにして食べるのって、やっぱり、だめ……ですよね？

　反紳士的な行こう為いですよね!?

　これってちょっとマナー違い反はんというか、そこまでいかなくても、女の子前ではちょっと首を傾かしげられちゃうかなーっていう、ちょっとやんちゃ過ぎる振ふる舞まいですよね確実に……！

　でも、けれど、ここってすごく美味しいのみなさんもご存じだと思うんですよ。ここの部分だけ集めて売ったっていいくらいに。『甘あま栗ぐりむいちゃいました』みたいに『グラタンのフチの美味しいとこだけ集めちゃいました』ってどこかに売ってても不思議じゃないくらいには！

　なのに、なんで彼女はずっと僕を見てにこにこ微笑ほほえんでいるの？

　これじゃあいつまで経っても……食べられない……！

　そうして時間だけが無む慈じ悲ひに過ぎゆき、

　グラタンのお皿も、深夜なのに異様に愛想のいい店員さんにかたづけられ──「こちら、お下げしてもよろしいですか？」「（よろしくないよ！　メインディッシュがごっそり残ってるじゃんよく見てよ……！）はい、お願いします」──僕はこのあとがきを書き終わるまで、僕を紳士たらしめる彼女に待ってもらっているのですが、ちょっとそろそろ、彼女もおむずかりのようなので、話をまとめますと、




「クラスに潜ひそむメイドさんと、突然、仲良くなったりしたら楽しいだろうなぁ」




　という、また別の紳士協定を妄もう想そうしつつ生まれてみた的なモノである今作、『誰だれもが恐おそれるあの委員長が、ぼくの専属メイドになるようです。』

　略して『委員長メイド。』

　個人的には、こういうライトノベル的展開なら現実に起こってもまったくもって構わないのですが、とりあえず、読んでくださった方にとっては、どんな具合だったのでしょう。




　ともあれ、この本が出版できたコトについて、お礼などなどを。

　まずは担当の三木さんと和田さん。お二人はいつの間にかすっかり超有名になってしまっていて……はい、僕もお二人のプロデュース能力に負けないような作品を生み出せるよう、これからも頑がん張ばります。頑張らせてくださいぃ……ッ！　今回も出版に当たってのお二方のご尽じん力りよくへの感謝、並なみ大たい抵ていのモノじゃございません。

　ＡＭＷ各かく部ぶ署しよのスタッフの方々にもここで謝しや辞じを。この本が書店に並んでいるのは皆みなさんのおかげです！　今後ともよろしくお願いいたします！

　イラストレーターのｏｓａさん。キツメの委員長とふにゃんとしたメイドをありがとうございます。おそらく、この本を手にとってくれた読者の七割以上はジャケ買いなのではないかと……！

　小説内のスピカの英語とドイツ語でお世話になりました、Ｒさん……！　ええと、これからもなにかとお世話になるかと思いますが、よろしくお頼たのみ申します！　そしてその流れで電撃作家の松山シュウさん。今回も色々と相談に乗ってくれてありがとう！

　そして忘れてはならない、電撃文庫公式ＷＥＢラジオ、『うぇぶらじ＠電撃文庫』の面々！

　うえむらちかさん、明坂聡美さん、そして上坂すみれさんの三人には、いつも色々な意味でハッとさせられています。今後ともひとつ、よしなに！

　最後に、本を手にとってくださったあなたにも、特大の感謝を。この小説で楽しいひとときを過ごしていただけたのなら、それに勝る喜びはありません。

　というわけでして、

　この『委員長メイド』の続きは、なにげに皆さんの応おう援えんにかかっています。もしもお気に召しましたならば、是ぜ非ひともご友人へブログやツイッターなどで拡かく散さん希望です……！

　編集部へのおはがきもお待ちしております。皆さんの応援が、僕の原動力となります！

　それではまたの機会にお会いできればと。


おかゆまさき















　参考文献：

　『英国メイドの世界』　久我真樹　講談社　二○一○年







おかゆまさき

１月27日生まれ。埼玉県在住。小学生の頃、いじわるなぞなぞで友人に出題したピカソの本名をいつの間にかソラで言えていたのが記憶力のピーク。以後、小一時間目の前で話し込んでいる作家さんの名前を現在進行形でど忘れしてしまうまでに成長し、今に至る。
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ｏｓａ

委員長とスピカ。２人の魅力が少しでも伝わるよう描けていましたでしょうか？









電撃文庫





誰だれもが恐おそれるあの委い員いん長ちようが、ぼくの専せん属ぞくメイドになるようです。











おかゆまさき
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